














































ＭＦ文庫Ｊ

盟約のリヴァイアサンⅥ


丈月 城







口絵・本文イラスト●仁村有志







The Leviathan of the Covenant VI

CONTENTS





第一章　ソロモンの箱船の上で

第二章　魔術師王ふたたび

第三章　指輪のゆくえ

第四章　そして東京へ








【第一章　ソロモンの箱船の上で】








　　　　　　　１






　宇宙船アナスタシア号の驚異的な性能を語るならば。

　まず動力源であるＱＸ金属の奇き跡せき的な属性について、解説せねばなるまい。

　ＱＸ金属の溶液に特殊な放射線を当てて、しかるのちに〝銅〟と接触させる。すると、その銅は超高速で飛びはじめるのだ。まっすぐ一直線に。

　その飛行はきわめて力強いものだった。

　地上から飛び立ち、大気圏を突き抜け、さらに大宇宙の彼方かなたへと飛び立てるほどに。

　ＱＸ金属が持つ特性──銅を構成する分子の運動方向を一定方向にのみ制限する──を利用することで、これだけの推進力を得られるのである。

　ハルこと春はる賀が晴はる臣おみは、宇宙を股またにかける冒険家にして科学者だ。

　所有する宇宙船アナスタシア号はＱＸエンジンを搭載。同じ原理を応用したＱＸ砲は二万キロトンの超高性能爆薬デュオックを射出して、宇宙海賊たちの大型宇宙船さえも一発で轟ごう沈ちんさせる……。

「先せん輩ぱい。わたし、金属を燃料にする宇宙船って、はじめて聞きました」

　アナスタシア号の操縦室。

　助手席ナビシートに白しら坂さか羽は純ずみがすわっている。

　私立胡こ月げつ学園の制服姿だった。あとでボディラインがはっきりわかる、ぴちぴちのパイロットスーツに着替えてもらうべきか。

　操縦席で不ふ埒らちな計画をもてあそぶハルも、学園の制服を着ている。

「昔はこれでも十分、科学的な設定だったんだ。まあ、反物質とか縮しゆく退たい炉ろとかが抜きでも、ＳＦと恒星間飛行が成立したレトロな時代のシステムだね」

「む、むずかしい言葉がたくさんですね」

「うん。そういう小難しい業界用語なしでもよかった頃、ＳＦやスペースオペラ──俗っぽいパルプ雑誌マガジンなんかに掲けい載さいされてた宇宙ものの小説ではさ。ときどき銅を推進剤の代わりにして、大宇宙に飛び出してたんだ」

　隣にすわる後輩／アシスタントの少女へ、訥とつ々とつと語る。

　遥はるかな未来の話でありながら、古き素朴な時代の昔語りであった。

「銅の鉱石とか銅製品を、町中の金物屋から買い集めたりして」

「どれくらい昔なんですか？」

「一九二〇年代から四〇年代……いつか話したホラー作家のラブクラフトおじさんが生きた時代のアメリカ。あの人、他人の書いたＳＦ小説に『この作品は、舞台をほかの惑星にしたところが欠点』とかコメントするんだよねえ」

　作品全体は誉ほめているのに、最後にそう付け加えるのである。

「今の日本で言うと、Ｍ●文庫Ｊでファンタジー書いてる作家が同じレーベルのラブコメ作品に『学園なんて舞台を選ぶのは低俗だ！』とか説教する感じ。あの人の小説を載せてたホラー雑誌の『ウイアード・テールズ』も、ＳＦ専門の『アメイジング』とか『アウスタンディング』と同じで、安っぽいパルプ雑誌だったんだけどねえ」

「よくわかりませんけど、ちょっと変な気もします」

　ちなみに、Ｈ・Ｐ・ラブクラフト自身も一連の宇宙的恐怖くとうるふ小説を書くうちに考えをあらためたらしい。

　のちにカダス星など、地球以外の惑星を舞台とするようにもなった。

「ラブクラフトおじさんは悪い人じゃないんだけど一言多いというか、結構あつかいのむずかしい、繊細な人だったみたいでね。ちなみに」

　羽純はこくこくとうなずきながら、メモまでしている。

　後輩の純真さに気分をよくして、無駄な与よ太た話ばなしをさらに続けるハルだった。

「日本のライトノベルとかが好きな読者さんのなかには、ゲームやアニメの影響でクトゥルフ神話とか詳しく知りたい、ネタにしたいって人もたまにいるけど。ネットとかで情報を集めるだけじゃなくて、昔の作品をいろいろ読みあさるのも面白いと思うよ。最近は往年の有名作品を解説付きでコミカライズした本とかもあるし。あと、ラブクラフト御おん大たいが参加していた作家サークルとか、ある意味で御大以上の重要人物・ダーレスさんのことにつっこんでみると、怪獣図鑑みたいな邪神カタログだけじゃわからないものも結構見えてくる」

「は、はい」

　うんちくを書き留めるため、羽は純ずみはいそがしくペンを走らせている。

　幼なじみや同じ穴の狢むじなであるルナ・フランソワが相手のときはべつだが、これでも羽純と織おり姫ひめの前ではそこそこ自粛しているのだ、実は。

　しかし、今日はついつい本気を出してしまっていた。

「クトゥルフものに興味を持つなら、もうすこし踏み込んで同時代に書かれたＲ・Ｅ・ハワードとかＥ・Ｅ・スミス、エドモンド・ハミルトン、ちょっとさかのぼってＥ・Ｒ・バロウズあたりの作品──あの時代のアメリカンＳＦやファンタジーに目を向けるのも楽しいよ。ここ最近の日本じゃバロウズが『真祖』みたいな小説、妙に多いらしいし」

「ばろうずさん、ですか？」

「わかりやすく言うと、ジャングルの王者ターザンを生んだ人。ターザン・シリーズの原作小説を書いたおじさん」

「知ってます、ターザン！」

「前にディ●ニーが映画化した『火星のプリンセス』シリーズも彼の代表作。これ、異世界冒険ものの元祖で、〝全すべてはここからはじまった〟的な傑作なんだよねえ。……アメリカ南北戦争の頃、負傷した南軍の士官ジョン・カーター大尉は夜空を見あげていたら──いつのまにか火星に向かって吸いよせられているんだ」

　そういえば前に流し読みした小説本。

　チャンピオンだかカンピオナートがどうのみたいなタイトルの本も、こうして世界各国の神話に関するうんちく──というか、いいかげんな与よ太た話ばなしを長々と書かき綴つづっていた。

　まあ出版社はちがうけど、たまにはいいか。

　我ながら意味不明なことを頭の隅で考えつつ、ハルは続けた。

「ほら、あれ。地球人が異世界に召喚されちゃうノリ。で、地球でも強かったカーター大尉が火星に来たら、さらにパワーアップしててね。もう火星最強の勇者。そのまま彼は戦乱の世である火星で大冒険。正義感にまかせて人助けもして、囚とらわれのお姫さまを救出して、恋に落ちて、結婚する。あげく火星の王族になって、軍をひきいて勝ちまくって、しまいには火星を統一する大英雄になっちゃう」

　ここではない別世界に呼ばれて、冒険と大出世を繰り広げる──。

　青少年向けジユブナイル冒険小説では常に人気のあるジャンルだろう。

　ここ最近、日本ではインターネットを中心に流行が復活しているらしい。

　実のところ、この手の物語が持つ醍だい醐ご味みとエッセンスは元祖たる火星シリーズにほとんど内包されている。

「ま、地球人が異世界に行っちゃう系の話は二千年くらい昔からあるんだけど。エンターテイメントに徹した大衆小説として大人気を博したという点で、やっぱりバロウズを元祖と見なすべきだと思うな。で、彼の模も倣ほうと細かなマイナーチェンジを無自覚に重ねた曾ひ孫まご、玄孫やしやごたちが今も世界中で誕生しているわけだ。そういうところ、吸血鬼ものでいう真祖とその一族の関係にちょっと似てるかもね。今日きよう日び、出版関係者でさえも火星シリーズを知らない人が結構いるくらいだし……」

　そこまで言ったところで、異変が起きた。

　太陽系で最も高性能な船のひとつ、アナスタシア号。

　ハルと羽は純ずみの宇宙船だ。全長三〇メートル弱、涙の粒のような流線型の船体が大きく揺れたのである。

　今まで快調に金星の周回軌道上を航行していたというのに。

　しかも震動は一度だけではない。その後も船体は小刻みに揺れ続けている！

「じ、事故でしょうか!?」

「いいや、ガス欠だ。この船、燃費が悪いからなあ……」

　個人経営の零れい細さい企業と大差ない人数で操作できるスペースシップ。

　そんな小型船が宇宙最速だったり、オーバースペック気味の大火力を擁している。

　古き良き時代の宇宙ものでは、寛容に認められていた慣習のひとつである。天才科学者が一個人で製造した発明品もすくなくない。

　だが、たまに弱点を設けている作品もあった。

　ハルたちの愛機・アナスタシア号もそのひとつであった。

「この船はとにかく大食らいなんだ。人間でいえば朝昼晩の三食に加えて五回のおやつ、四回の特別食、朝食前のスムージーに夜食のラーメンとお茶漬けまで必要な感じのやつだから、急に燃料切れを起こして、飛行不能になることも……」

　アナスタシア号の墜落は、かくしてはじまったのである。

　飛行の制御が効かなくなったのち、無限に広がる大宇宙を寄る辺なく漂ひよう流りゆうするスクラップにならなかったのは、幸運だったと言えるだろう。

　近くにあった金星の大気圏へと、船は突入していった。

　この時代、太陽系にある水金火木などの諸惑星は遥はるかなる未来の技術によって、居住可能な地に環境改造テラ・フオーミングされている。

　だが、それはイコール『安全な土地』ではない。

　金星の場合、地表の多くが密林におおわれ、沼しよう沢たくで埋め尽くされている。しかも、このジャングルには危険な猛獣・怪獣たちが生息しているときた。

　アナスタシア号が不時着したのも、赤道に近いジャングルの一角だった。

「どうにか落ち着いたか……」

「そ、外に出てみましょう、先せん輩ぱいっ」

　ハルと羽は純ずみはようやく一息ついた。

　動力源たるＱＸエンジンは完全に沈黙している。

　飛び立つための推進力はおろか、電力すら生み出せなくなっていた。ハルと羽純は携帯ライトを持ち、手動で船内のドアを開けながら、船から出た。

　ふたりはその後、ジャングルのなかを三時間ほど歩きまわった。

　地球的尺度でいえば、樹齢数百年でもおかしくないような巨木が無数に生えている。

　金星の大地が生んだ木々の葉にさえぎられて、空も太陽も見えない。ジャングルのなかは昼だというのに薄暗かった。

　むわっとした空気と熱気が立ちこめている。

　ふたりが身につけた胡こ月げつ学園の制服は、汗と泥でたちまち汚れてしまった。

　苦労しつつも飛行装置付きの小型カメラを飛ばして、周辺の地形を把握する。

　地磁気計測器を使って、現在地の緯度と経度も測定。五〇キロほど先に金星人の居住地が存在することを地図で確認した。

　そして、きれいな湧き水をたたえた泉のそばで大休止したのである。

　金星の大密林はとにかく鬱うつ陶とうしい環境だ。

　だが、このなかでハルは不思議なほどの満足感を覚えていた。

「うんうん。やっぱり金星ときたら巨大ジャングルの惑星で、太陽系図書館とか銀河パトロールの本部があるべきだよねえ」

「そうなんですか？」

「うん。それがレトロＳＦの様式美なんだ。あと、火星は基本的に荒野ばかりの惑星で、超古代文明が滅びたあとの遺跡とか、運河の跡がある感じで」

「ふふふふ。よかったですね、先輩！　ところで」

　いつものように天使の微笑ほほえみでハルの心を癒いやしてから、羽純は言った。

「わたし、ここで水浴びをしたいんですけど、いいですか？」

「なんだって!?」

　ハルは愕がく然ぜんとして、即座にかぶりを振った。

「それはいけない。絶対にやめるべきだ」

「駄目……ですか？　汗もかいてますし、せっかくきれいな水があるところだから、さっぱりしたいなって思ったんです」

　動力を失ったアナスタシア号では、真水の生成装置も起動できない。

　羽は純ずみの願いどおりに自然の恵みを利用して、入浴などは済ますべきなのだが。それでもハルは冷厳と言う。

「いいかい、白しら坂さか。合法的に視聴者サービスできる水浴びシーンはＢ級映画はじめエンターテイメント作品の花だけど、必然性もなく単独行動したヒロインが予定調和でさらわれるパターンもある。君がひとりで水に入ったら、襲撃されるかもしれない」

「ええっ!?」

「念のため、僕が護衛として見守っていよう。それなら許可する」

　ハルは腰のホルスターから、ちゃきっと銃を抜いた。

　いつもの魔銃ではない。もっとごつい、レトロＳＦ仕様の大口径熱線銃ブラスターである。一方、羽純は可愛かわいらしく言う。

「……あの、先せん輩ぱい。いくら先輩でも、それは『めっ』ですよ」

「どうして？」

「それだと先輩に裸を見られちゃいます。しばらく泉から離れてくださいね」

　ハルは「うっ！」とうめいた。

　いつもは従順な歳下の羽純に、やさしく『めっ』とたしなめられる。それだけで名状しがたい充足感が心身を満たしてくれた。可愛い。可愛すぎる。

　最大限に便べん宜ぎを図ってやりたいが、それでは後輩の安全を確保できない。

　ハルは食い下がった。

「じゃあさ。後ろを向いて、泉と白坂の方を見ないようにするから」

「…………」

「それなら本当に敵が来たとき、迅じん速そくに対応できる。来なかったときはもちろん白坂の方をちらっとも見ない。どうかな？」

「仕方……ないですね。いいですよ」

　すこしだけ迷ってから羽純はくすっと笑い、了承してくれた。

「考えてみたら、先輩が変なことをするはずないですし」

「当然だよ！」

　無む垢くな信頼を寄せてくれる後輩の前で、ハルはくるりと背を向けた。

　すると、『しゅるしゅる』という衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

　羽純が今、制服を脱いでいるところなのだ。そして、水音の『ぱしゃぱしゃっ』。泉のなかに入っていった。

　さらにこの直後、魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうがとどろいた。

　ＧＹＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！

「きゃあああああああっ!?」

「やっぱりか！」

　羽は純ずみの悲鳴。ハルはすぐに両目を開けて、振りかえる。

　全長四メートルはあろう巨大イカが水中より現れて、泉の浅瀬にいた羽純へ触しよく腕わんの一本をのばしているところだった。

　もちろん、羽純は衣服を身につけていなかった。

　生まれたままの姿である。異星の密林、しかも森の泉というロケーションと相まって、湖の妖よう精せいもかくやという雰囲気すらあった。

　ほっそりとした肢し体たいは、抱けば折れそうなほど華きや奢しやだった。

　それでいて盛りあがるべき箇所は絶妙のボリュームで盛りあがっている。

　一四歳にして将来が楽しみな曲線美を描いている。にもかかわらず発育しすぎという印象はなく、羽純はどこまでも『少女』そのものの体つきであった。

　そんな羽純の手首に、触腕の一本が絡みついていた。

（……この巨大イカ、なんとなく見覚えがあるな）

　たしか以前、伊い豆ずあたりの海で遭そう遇ぐうした怪物とそっくりだ。

　そんなことを思いながら、ハルは熱線銃ブラスターを立てつづけに四発、撃ちはなった。うち一発は、羽純の手首に巻きついた触腕を吹き飛ばす。

　残りは、イカのくせに淡水に出現した怪生物の巨体をえぐり、消滅させる。













　我ながら、目にもとまらぬ銃さばき。

　いかにも宇宙を股またにかけるヒーローという感じの活劇だった。

「ありがとうございます、先せん輩ぱい！」

　そして、これも定番どおりか。

　感激した羽は純ずみがハルの胸に飛び込んできた。

　水で濡ぬれた後輩の体をしっかりと受け止めた。適度にふくらんだ彼女の乳ち房ぶさが春はる賀が晴はる臣おみの腹部に押しつけられる。

　胸のふくらみの先端に散る、淡あわいピンク色の部分もだ。

　う──っ。

　いかんいかん色しき即そく是ぜ空くう空くう即そく是ぜ色しき……。

　邪念を押さえつけるため、ハルは石のような賢者の心を呼び起こす。

　そういえば、すこし前。右手の掌てのひらで白しら坂さか羽純の胸をわしづかみにして、彼女の心臓へ直じかに魔力を送り込んだのだった。

　あのときの生々しい感触を思い出した、その瞬間。

　ハルはハッとした。

　右掌に刻み込まれていた肉体的接触の印象と記憶──それらがハルの意識に肉体のフィーリングをも思い出させてくれたのである。

　ハルの意識はすぐに覚醒した。

「ここはどこだ……？」

　まわりを見渡す。

　何もない。そこはいわば灰色の空間だった。

　背景が灰色。空気も灰色。ただただ〝灰色〟だけがどこまでも続いている。

　床も地面もないくせに、ハルは灰色の空間にどかっと腰を下ろしていた。すわっているというよりも浮いているようだ。

　そして、ハルは白坂羽純を胸のなかで抱きしめていた。

　奇妙な夢のごとき、レトロＳＦ仕立ての茶番劇。最後の瞬間、自分はこうして後輩を抱きとめた──あのときと同じ体勢だ。

　羽純は両目を閉ざし、すやすやと眠っている。しかし、寝言でこうささやく。

「すいません、先輩がせっかく注意してくれたのに……」

　ハルが体験していたのと同じ夢を見ているのだろう。

　彼女は今もあの茶番劇の渦中にいるのだ。奇き怪かいな眠りと夢の魔術に囚とらわれて──。

　ふと気づいた。

　後輩が着ているのは学園の制服ではない。私服だ。夏休みのニューヨークで竜りゆう王おうハンニバルと戦ったとき、身につけていたものだ。

「一体、何が起きたっていうんだよ？」

　ハルはつぶやいた。
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「ええと」

　一回だけ深呼吸してから、ハルは記憶を整理した。

「たしかハンニバルと戦ったあと、ソロモン王の遺のこした《指輪の秘ひ文も字じ》と七二匹の蛇じや霊れい体たいが現れて、僕たちの真上で魔力を解放したんだよな」

　だんだん脳内がすっきりしてきた。

「それから、やけに渋い声で『指輪』は僕たちにこう言った……」

　大王ソロモンの招きを受けるがいい云うん々ぬん。

　同時に指輪が放った魔力を防ぎ切れず、まともに受けてしまったのは──やはり最強の竜りゆう王おう級との死闘を戦い抜いた直後だったからだろう。

　そして今、ハルは不可解な灰色の空間に閉じこめられている。

　ただ灰色だけが続く世界。

　地平線の先まで景色に変化はない。出口らしきものも見当たらない。

「僕と白しら坂さかをとらえておくための牢ろう屋やってところか」

　つぶやくハルは、眠れる後輩を抱きかかえていたのだが。

　意を決して、その華きや奢しやな体を地面に寝かせるようにして、あえて手放した。

　ハル自身が灰色の空気に腰かけているように、眠ったままの羽は純ずみも宙に浮く。ちょうどハルの足下の高さだ。

　このデタラメさ、どう考えても魔術で作った空間だろう。

　ということは、こいつで破れるはず──。ハルは右手に『魔ま導どうの杖』を呼んだ。レトロＳＦ仕様の熱線銃ブラスターではない。

　いつも愛用している鋼はがね色いろの魔銃だった。

「僕が寝ている間に殺されなかったのは」

　ハルは魔銃に声をかけた。

「やっぱり、そこまでの力がソロモン先せん輩ぱいになかったからか？」

「おまえが察したとおりだろうよ」

　魔銃に宿る元ドラゴンの女王・火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちが言う。

　どこか皮肉っぽい、あいかわらず人の悪そうな声こわ音ねだった。

「眠れる虎とらの寝首をかければ、それに越したことはないだろうが……その拍ひよう子しにうっかり尾を踏んでしまえば、めざめた虎に引き裂かれてしまう」

「だったら寝かせておけばいい。そう考えたわけか」

「ああ。そろもんのやつにはもっと厄やつ介かいな虜りよ囚しゆうもいる。おまえにばかり力を注ぐわけにもいかないはずだしな」

　もっと厄介な虜囚？

　首をかしげてから、ハルは気づいた。

「ハンニバルか！」

　考えてみたら、疲ひ弊へいしきっていたのは紅あかき竜王も同じなのだ。

　となれば、これからの逃避行および逆襲。あの最強ドラゴンの存在も計算に入れて、立ちまわるべきだろう……。

　だんだん頭が回りはじめてきたハルへ、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちが言う。

「小僧、気づいているか？　おまえの奥の手、また奪われているぞ」

「えっ？」

　指摘されて、あわてて意識を胸に集中する。

　ここに宿る心臓は特別製だ。かつての火之[image: ]具土──ドラゴンの女王が所有した心しん金がねと一体化した器官なのだ。

　そして、彼女のドラゴン体ともリンクしている……。

　そう。春はる賀が晴はる臣おみの指示どおりに動く竜りゆう王おう級の肉体『紅ぐ蓮れんの女王』と。

　だが今、ハルは女王の存在をまったく感知できなかった。

「ソロモン先せん輩ぱいにまたやられたか」

　対ハンニバル戦のさなか、ソロモンの亡霊と『指輪』はハルから紅蓮の女王を奪い、みごとにコントロールしていた。同じことをまたやられたのだ。

「ほぼ互角の敵ってのも、厄介なものだな」

　おたがいの隙すきを突き合うような、丁ちよう々ちよう発はつ止しの攻防。

　自分たちよりも遥はるかに強大なドラゴン王たちとの激戦とは、また趣おもむきがちがう。

　ハルには戦闘そのものの経緯を楽しむような趣味はない。軽くぼやいて、ひっそりため息をつくにとどめた。

　ともあれ今は脱獄と、羽は純ずみを覚かく醒せいさせることが先決だった。

「第二ラウンドのはじまりなんて、性に合わないけど……」

　仕方ない。ハルは魔銃を一撫なでして、《解呪デイスペル》の魔術を使った。

　いにしえの大魔術師ソロモンの魔力を破るのは、決して容易ではない。しかし、彼と互角の春賀晴臣にとっては無理なミッションではないはず──。

　確信を込めて、ハルは心臓から魔力を引きずり出す。

　直後、まわりの景色が一変する。

　ハルの居場所はもう不自然な灰色の空間ではない。

　石造りの広間だ。あちこちに立つ太い柱は白い石材でできている。地球的感性でいえば、大理石のようにも見える。

「イスラム圏のモスクとかを思い出すな……」

　現代日本のいかなる建築様式とも似つかない場所だった。

　天井自体が淡あわく発光しており、照明器具の代わりをつとめていた。

　また、石の床には自他共に認めるハルのアシスタントが横たわっている。彼女は「ん……」と可愛かわいらしく吐息を洩もらしてから、ゆっくりと両目を開けた。

「せんぱい……ここは一体……？」

「僕たちが呼びもどしたソロモン先せん輩ぱいの箱船──あのなかのどこか、だろうな。とりあえず、今から脱出作戦のはじまりだ」

　寝ぼけまなこの羽は純ずみへ、ハルはうなずきかけた。




「まるで神殿みたいだな……」

　ハルはつぶやいた。

　羽純に事情を説明し、ひとまず歩きまわってみようとなったのは数分前。

　白い石造りの建造物の内部である。しかし、ひとりの人間もいない。獣にも怪物にも遭そう遇ぐうしなかった。静せい寂じやくそのものだ。

　おかげで、ひどく神しん聖せいな場所のように感じてしまう。

　このような通路をふたりで当てもなく進んでいるところだった。

「ま、伝説の大魔法使いでもあるソロモン先輩の別宅だし。神殿とか言っても大きく外れてはないか」

「あの、先輩」

　隣を歩く羽純の問いかけだった。

「ソロモン王はたしかイスラエルの王様……で、いいんですよね？」

「うん。もちろん現代の中東にあるイスラエルとは別物、ユダヤ人の祖先が築いた伝説の古代王国としてのイスラエルだけどね」

　旧約聖書には、この国の初代の王はサウルだと記されている。

　サウルの後を継いだのは、彼の息子ヨナタンではない。その親友にして、巨人ゴリアテを倒した大英雄ダヴィデである。

　このダヴィデの息子こそがソロモンだった。

　ソロモン王の統治下で、イスラエル王国は栄華をきわめたのだが。

　偉大なる魔術師王の死後、王国は北と南に分裂し、衰すい退たいの一いつ途とをたどった……。

「それにしても、なんか変だな」

　数十分ほど歩いたあたりで、ハルは首をかしげた。

　すでに一〇個近い部屋を見つけている。ワンルームマンションさながらの小部屋もあれば、ダンスパーティーが開けそうな広間もあった。

　決して、ケタはずれに豪壮な建造物の間取りではない。

　その面積および部屋数、日本人には『その辺によくある市民ホールと同じ程度』と言えば、大体わかってくれるのではないだろうか。

　しかし、そこがおかしい。

　星海の彼方かなたより呼びもどしたソロモンの箱船。

　たしかに巨大だった。身長三〇メートルの巨人が棺かん桶おけとして使えそうなほどのサイズであった。だが、だとしても。

　その内部にしては、少々広すぎはしないか？

「先せん輩ぱいっ。向こうに出口がありますよ！」

　いぶかしむハルへ、羽は純ずみがうれしそうに言う。

　右手の人差し指で示す通路の先には、大きく開け放たれた出入り口があった。しかも、そこからは外のまぶしい光が差し込んでいる。まるで日光のように……。

　輝く出口に向かって、ハルと羽純は早足で歩みよった。

　ついに外へ出る。

　茫ぼう漠ばくとした青空がどこまでも広がっていた。

　遥はるかな天上にはまぶしい太陽。

　ハルたちが踏みしめる大地は空に浮く小島のものだった。そして、島には今までハルたちがいた建物──石造りの神殿がひとつだけ建っている。

　見れば、この青空には似たような島がいくつも、否いな、幾百も浮いていた。

　どの島も似たような造りの神殿をひとつ以上擁している。

「何なんだ、ここは!?」

「船のなか──には、全然見えません！」

　ハルと羽純が驚くなか、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちの声がつまらなそうに告げる。

「どうということのない手妻だ。そろもんめは空間を魔術で広げ、ねじ曲げて、あの箱船のなかを一種の結界に仕立てあげたのだろうよ」

　魔銃に宿る元ドラゴンの女王は淡々としている。

　一方、常人の感性をいまだ捨てられないハルはかすれ声でつぶやいた。

「ここはまだ、先輩の船の内部なのか……」

「すごいですね……」

　すぐそばで羽純も呆ぼう然ぜんとして、眼前に広がる青空を見渡していた。
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「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　おとなしい羽は純ずみが珍しく絶叫している。

　無理もない。彼女とハルは手を取り合って、パラシュートも命綱もなしでスカイダイビングを敢行したところなのだ。

　さっきめざめたスタート地点の空中島──。

　その端っこから思い切ってジャンプし、空中に飛び出したのである。

　当然、自由落下がはじまる。まっさかさまに落ちていく。耳元では風がごうごうと激しく音を立てていた。

「大丈夫、ちゃんと降りられるから！」

　羽純を抱きかかえながら、ハルは叫んだ。

　もちろん後輩といっしょに落下中だ。だから《落下速度制御フエザーフオール》の魔術を使う。以前、飛行する悪あく路ろ王おうから投げ出されたとき、アーシャも使った術だ。

　とたんに、落下の勢いが極端に落ちる。

　ハルたちは羽毛が地面へ落ちるようにして、ふわふわと下方へ漂っていく。

　もはや自由落下とは言えない。重力の存在にあらがうための魔術がまるで巨人の手のように、ふたりをそっと下ろしてくれているのだ。

「先せん輩ぱいっ。わたしたち、空を飛んでますね！」

　悲鳴から一転、羽純がうれしそうに言ってくれた。

　現代の魔術結社《S.A.U.R.U.サウル》が開発した程度の術では、『飛行』という高等テクニックは不可能である。

　だが、こうしてささやかに空へ挑戦することはできるのだ。

「できれば落ちるだけじゃなくて、上に昇るくらいはやりたいところだけどねえ」

　ぼやきながらも、ハルは念じる。

　落下方向を修正するためだ。眼下にはいくつかの空中島が浮いている。

　しかし、このまま漫然と落下を続けるだけでは、どこに着地することもかなわない。そこでハルが『もうすこし左へ……』と念じると、ふたりの体は風に運ばれるタンポポの種さながらに、左方向へ動いていった。

　そして、五分ほど浮遊感あふれる不自然な落下を空中で楽しんで。

　ハルと羽純はとある空中島に降り立った。

　スタート地点の島と同じく、ここにも『神殿』が建っていた。

　大きさと外観は〝立派な体育館〟という風情だが、建材は全すべて白い大理石だ。

　地中海周辺や中東あたりにある古代神殿の遺跡──。

　そうした建造物を連想させる。もしかしたら、これは古代イスラエル王国の建築様式なのかもしれない。

「とりあえず、ここも調べてみよう」

「はいっ」

　ひとつめの島に続いて、ふたつめの島でも神殿のなかへ入っていった。




　そして、約一時間後。

　ハルはぼやき顔、羽は純ずみは困り顔で神殿の外へ出た。

　遥はるか頭上で輝く太陽は、あいかわらず幾百の空中島が浮かぶ青空を燦さん然ぜんと照らしてくれている。だというのに。

　ふたりの心はまったく晴れやかではなかった。

「結局、食糧どころか水さえも発見できなかったか……」

「すこし、おなかがすいてきましたね……」

「燃費の悪いアーシャがいたら、今頃は大騒ぎしているよ。まあ、野生の嗅きゆう覚かくで食べ物の在処ありかを突き止めてくれるかもしれないけど……」

　荘そう厳ごんな神殿風建造物の内部には、その手の物資はまったく置かれていなかった。

　代わりに、発見できたものといえば。

「完全な骨折り損じゃないけど、それでも胃袋の足しにはならないなあ」

　ハルはポケットから収穫のひとつを取り出した。

　小指の先ほどのサイズだが、純金の粒である。

　この空中島の神殿には、あちこちに金銀財宝、宝石などが置かれていた。

　そこからハルは『なるべく小さくて高価そうなもの』を選んで、失敬してきたのだ。脱出行の邪魔にならないよう、ほんのすこしだけ。

「で、でも先せん輩ぱい。いいんでしょうか、勝手に取ってきて……」

「いいんじゃないかな。ここはソロモン先輩の箱船で、僕はあの人の遺産を正当に継承した二代目ってことになってるし」

　居心地悪そうな羽純へ、あっさりと答える。

　ニューヨークでのハンニバル戦の前、ハルが《遺産継承》の儀式を行った結果、宇宙空間よりソロモンの箱船は降りてきたのである。

　ある意味では、元の持ち主の了承はすでに得ていると言ってもいい。

　ハルは澄まし顔で続けた。

「それに正規の考古学者がやったら言語道断だけど、僕は──僕らは宝探し屋トレジヤーハンターだしね。こういうところで副収入を得ておかないと。何かと必要経費がかかる仕事だから」

「そ……う、ですね」

　一瞬だけ迷ってから、羽は純ずみはすぐに微笑ほほえんだ。

「たしかにそうかもしれません。ふふっ」

　ハルが『僕ら』と言いかえた理由を察したのだろう。

　怪盗紳士や墓泥棒まがいの遺跡探険家たちの冒険談をこよなく愛する少女は、ささやかな良心の呵か責しやくよりも〝共犯者〟になることを選んだのだ。

「ただ、まあ、今は財宝よりもパンと葡ぶ萄どう酒しゆを見つけたいってのが本音かな。せめて探知系の術がちゃんと使えたらいいんだけど」

　ハルが得意とする魔術の数々。《魔力検知》《高温感知》《見敵》など。

　ソロモン王の結界というべき箱船内部にいるせいだろう。それらの術を使っても、いかなる情報を得ることもできなかった。

　そのため、こうして闇やみ雲くもに神殿のひとつへ押し入ったわけだが。

　人間・動物・魔法生物・機械生命体などのいずれにも遭そう遇ぐうしなかった代わりに、いちばん必要な『水と食糧』とも対面できないでいる。

　このままではいずれ栄養とカロリー不足でダウンしてしまう。

「考えてみたら、ここは大昔に死んだソロモン先せん輩ぱいの棺かん桶おけ兼墓場だもんな。いっしょに入っていた蛇じや霊れい体たいだって、実体のないゴーストみたいな連中だし。副葬品として金銀財宝なんかはあっても、食糧とかはやっぱり置いてないのか……？」

　ハルは不吉な予想を口にした。

　せめて出口が見つかればいいのだが、それも上う手まくいっていない。

「あとはソロモン先輩をつかまえて、腕ずくなり交渉なりで箱船の外に出してくれと要求する手か。でも、それだって先輩の居場所を突き止めなきゃだしな」

「先輩。やっぱり水み無な月づきに乗って、空を飛ぶのはどうでしょう？」

「ふわふわ落ちていくより、その方がたしかに手っ取り早くていいんだけどね」

　羽純に意見されて、ハルは考えこんだ。

　だが、この手法にも問題はある。

　魔力が強く、サイズも大きな『蛇』は目立つ。その背に乗って、ほとんど遮しや蔽へい物ぶつのない空を飛べば、いずれ発見されてしまうだろう。前に龍りゆう宮ぐう楼ろうへ潜入したときと同じく隠おん密みつ系の魔術を重ねがけしても、どれほど効くかは不明だ。

　とはいえ、空を飛べれば移動も探索も楽になる。ハルはうなずいた。

「僕らが眠りの魔術を破ったこと、先輩にばれていてもおかしくないしね。こうなったら、なるべく早く脱出できそうな方を選ぼうか。頼むよ、白しら坂さか」

「はい！」

　かくして、羽純がパートナーを呼ぶ運びとなった。

　エメラルド色の竜蛇型リヴァイアサン・水み無な月づき。背には金色に輝く羽根を二枚も生やしている。ハンニバル戦で疲ひ弊へいしきったものの、羽は純ずみが夢の魔術に囚とらわれている間に肉体も魔力も回復を遂げていた。

　本来のサイズは全長二〇メートル超──。しかし、今はもっとコンパクトだ。

　羽純が頼んで、五メートルほどに縮小させたのだ。

　それでもクロコダイルなど、たいていの大型爬はち虫ゆう類るいよりもひとまわり以上大きい。

　ハルは羽純と共に、この縮小版水無月の背に乗せてもらった。ちょうど二枚の羽根が生えているあたりだった。

　ちなみに『運転手』の羽純が前、ハルはそのうしろの順でならぶ。

「箱船全体の様子を把握したいから、とりあえず高度を上げてもらえる？」

「わかりました。おねがいね、水無月」

　魔女の要よう請せいに応こたえて、竜蛇型リヴァイアサンは飛行をはじめる。

　そういえば、さっきの戦いで水無月は不思議な術を使ったよな──。

　ハルは思い出した。あのとき満まん身しん創そう痍いになった紅ぐ蓮れんの女王。ハンニバルにとどめを刺される寸前だった。しかし、水無月がかけた治ち癒ゆ魔術でわずかに持ち直し、反撃の一手を撃つことができた……。

　物思いにふけるハルを乗せて、エメラルドの竜蛇は空を往ゆく。

　飛ひ翔しようするというより、ゆるやかに身をうねらせながら、泳ぐように進んでいく。

　だが、飛行開始から約一〇分後。どこか優雅な空の旅──その行く手に立ちはだかるものがどこからか飛んできた。

　それは簡潔に言えば、『灰色の翼竜』であった。

　ハルたちもよく知るルサールカと同じ、翼を持つ巨大生物である。

　ドラゴン族と類似の体型だが、前肢は持たない。代わりに両肩から翼が生えている。さらに、この翼竜には特徴的な部位がある。

　頭部にトサカがあり、クチバシも異様に鋭いのだ。

　そのため、ハルの目には頭部全体が三角形のようにも見えてしまう。

「プテラノドン……？」

　現れた飛行生物の形状、最も有名な翼竜のそれに酷こく似じしていた。

　ドラゴンの分類ではなく、古生物学でいうところの『翼竜』なのだ。ただし、翼長二〇メートルはあろう巨大プテラノドンが白亜紀にもいたとすれば、だが。

　そして、この翼竜はこちらへ直進してくる。

　翼を大きく広げて、風に乗りながらの軽やかな飛翔だった。

　三角形の頭部にそなわった両目はまっすぐに水無月と、その背にまたがるハルと羽純を見据えていた。

「もしかして僕ら、あいつのなわばりを荒らしちゃったのかな？」

「ど、どうしましょう、先せん輩ぱい!?」

「とりあえず、追い払ってみようか」

　ＢＡＮＧ！

　水み無な月づきの背でハルは魔銃を呼び、無造作に撃ちはなった。

　赤い光弾が円えん弧こを描きながら天翔かけて、巨大プテラノドンへと向かう。直撃させるつもりはなかった。頭のすぐ上をかすめさせて、威い嚇かくするつもりだった。

　だが、しかし。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ!?」

　巨大プテラノドンの前面に一五個の魔術記号が出現したのだ。

　この配列は防御壁となって、魔銃による威嚇射撃を払いのけてしまう。一五個の超高等ルーン文字が持つ意味は《盾》であった。

　ハルは気づいた。

「ラプトルでも上位種でもないドラゴンもどきで、ルルク・ソウンの魔術を使う……古代のリヴァイアサンか！」

　雪ゆき風かぜの姫に仕えた玄げん武ぶ王おう。伊い豆ずの海に出現した蛸たこ頭あたまのドラゴン亜種。

　あの連中の同類であり、水無月たち現代式リヴァイアサンの遠い祖先でもある。

　対ハンニバル戦の渦中に現れた蛇じや霊れい体たいたちは、肉体を失った古代リヴァイアサンの魂こん魄ぱくだった。しかし、まだ生きながらえているものもいたらしい。

　ということは、ソロモン王の眷けん属ぞくでもある──。

　巨大プテラノドンの素す性じように気づいて、ハルはとっさに命じた。

「不ふ朽きゆうの加護、大急ぎで！」

　すぐに水無月は応こたえてくれた。

　真珠色の光が竜蛇型リヴァイアサンの全身を包みこみ、その背に乗るハルと羽は純ずみのことも覆おおい隠してくれる。直後だった。

　巨大プテラノドンが『さっ』と飛ひ翔しようし、水無月のすぐ真上を通過していった。

　すれちがいざま、右の後ろ肢あし──足先に生える四本の爪つめはどれも剣のように大きく、鋭い──で蹴けりを放ってきた。

　この攻撃を、今度は加護の光が跳ね返した。

　ハルの心臓がちくっと痛む。不朽の加護で防いだダメージは、すこしずつ春はる賀が晴はる臣おみの心臓に蓄積されるのである。

「あ、あれを見てください！」

「さすがソロモン先輩の眷属……こっちと同じ芸も使えるのか」

　羽純の切せつ羽ぱ詰まった声を聞きつつ、ハルはぼやいた。

　翼長二〇メートルはあろう、プテラノドン型の古代リヴァイアサン。その巨体も真珠色の光で包まれていた。

　そう。ソロモン王は《指輪の秘ひ文も字じ》を所有している。

　対して、ハルは《弓》と《双刀》の継承者。共に竜りゆう弑ごろしのルーンを持つ者同士。しかし、今の水み無な月づきは体長五メートルほどに縮小している。

　体格の差はいちじるしい。

　あげくに、背中には人間ふたりが乗っている。

　こんな状態で空中接近戦ドツグフアイトを行えば、ハルたちは振り落とされてしまう。

「結構なピンチになってきたな……」

「先せん輩ぱいっ。さっきの魔法、もう一度やってください！」

　悩ましい状況に生なま唾つばを飲み込んだ瞬間、羽は純ずみからの助言を聞いた。

　後輩は戦闘への恐怖で顔をこわばらせている。だが、それでも決意の表情でハルのことを見つめていた。

「よし！」

　言わんとするところを察して、ハルはすぐに行動を起こした。

　華きや奢しやな後輩の体を抱きかかえて──飛び降りたのである。水無月の背から、空中へ。ビルの屋上から身投げでもするように。すかさず叫ぶ。

「頼む、白しら坂さか！」

「はいっ。水無月、わたしたちのことは気にしないで！」

　墜落しながらもハルは《落下速度制御》の魔術を己おのれと羽純に使う。

　羽純の方はパートナーに指示して、その縮小化を解除する。たちまち竜蛇型リヴァイアサンは本来のサイズである全長二十数メートルにもどった。

　そして、はじまる──。

　ソロモン王の遺産たる箱船のなかで、古代と現代のリヴァイアサンが相打つ。

　なんとも奇妙で不可思議な決戦が。
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　魔術《落下速度制御》を使えば。

　羽毛が舞い落ちるようにひらひらと、地面に向けて落下していく。

　しかし、それは魔女たちが使ったときの話。僭せん主しゆとしてレベルアップを重ねたハルは、すでに第五階かい梯ていの魔女さえも魔力の強さでは凌りよう駕がしている。

　そのハルが同じ術を使えば、さらに落下速度を遅くできる。

　一分間にわずか数センチしか落下しない──。それほどの離れ業わざも可能だった。

　ほとんど空中に停止している状態で、ハルは羽は純ずみを抱きかかえつつ、二体のリヴァイアサンが激突する模様に見入った。

　ァァァァァァァァァァァアアアアアアアアッ！

　クシャアアアァァァァァァァァァァァァァァァァ！

　水み無な月づきが鋭く吠ほえれば、巨大プテラノドンも力強く咆ほう哮こうする。

　直後、二体のリヴァイアサンは同時に攻撃を繰り出した。口から熱線の息ブレスを吐き出したのである。

　しかし、これはどちらの巨体にも届かない。

　彼女たち（全すべてのリヴァイアサンは雌めす、女性体なのだ）を守る真珠色の光──不ふ朽きゆうの加護がいかにも怪獣らしい息ブレス攻撃を阻はばむからである。

「せめて、紅ぐ蓮れんの女王がこっちにあればな……」

　ひとまずは互角の形勢を見て、ハルはつぶやいた。

　もしそうなら二対一で圧倒できるし、水無月を女王形態に変えてパワーアップさせるという手も使える。が、今はないものねだりだ。

「でも先せん輩ぱい。このまま勝つことはできなくても、負けることはありませんよ」

　共闘する後輩の発言だった。

　ハルと共にゆるやかすぎる空中落下を体験している羽純。

　この膠こう着ちやく状態を微妙によろこんでいるように、見えなくもない。

　魔女でありながら温和な性格の羽純には、傷つけるのも傷つけられるのもできるかぎり避けたいことなのだろう。

　だが、次の瞬間。膠着はいきなり崩れた。

　巨大プテラノドンが新たな魔術を行使したのである。

「えっ？　あれはたしか──」

　現れたルルク・ソウンの秘ひ文も字じを見て、ハルは驚きよう愕がくした。

　一四個の高等ルーン記号が巨大プテラノドンの特徴的なトサカの上に輝いている。この配列の意味は『偃えん武ぶ』。武を偃ふせる、すなわち〝武器を隠す〟ことだ。

　前に一度、似たような配列をどこかで見た……。

　ハルがいぶかしむのと同時に、羽純が目をみはる。

「か、加護が消えちゃいました！」

「本当だ……」

　空中で対たい峙じする、現代と古代のリヴァイアサン二体。

　彼女たちの巨体をおおっていた真珠色の光が唐突に消えてしまった。まず巨大プテラノドンの加護が消えて、それを追うように水無月の加護も失われたのである。

　ハルは思い出した。

「真・玄げん武ぶ王おう！　あいつが《矢の秘ひ文も字じ》を封印する代わりに《弓の秘文字》を消したときの魔術と──同じタイプの術だ！」

「が、がんばって、水み無な月づき！」

　共に戦況を見守る羽は純ずみが声をかけた。

　すると、エメラルド色の竜蛇は楽器のように美しい声で哭なく。

　ァァァァァァァァァァアアアアアアアアアア──。

　それは疑ぎ似じ神しん格かくを発動し、さらに《弓の秘文字》を行使するための詠えい唱しようだった。やにわに風が動き出す。渦巻きとなって、回転をはじめる。

　空中戦を行っていた二体のリヴァイアサン。

　その周囲に満ちていた大気が渦巻く風となり、すぐに竜巻と化して、プテラノドンの方を呑のみ込こんでしまった。

　巨大な翼竜は回転する暴風にあらがえず──蹂じゆう躙りんがはじまった。

　水無月の疑似神格《風》によって、竜巻には暴力的なパワーと刀剣のごとき鋭さが付加されていた。風は巨大なプテラノドンをもみくちゃにしながら、真空の刃やいばとなって巨体のありとあらゆる部分を切り刻むのだ。

　しかも、竜りゆう弑ごろしである《弓》の魔力も付与エンチヤントされている。

　巨大プテラノドンの流す青い血が空中に流れ出て、うずまく暴風はいまや淡あわい青色の竜巻に変わっていた。

　凄せい惨さんともいえる光景だった。

　しかし、水無月の優勢を目まの当たりにしても、ハルは明るい気持ちになれない。

「あいかわらず気の利くやつだけど……」

　敵の手て強ごわさを悟って、水無月は一撃必殺に踏み切ったのかもしれない。

　争いごとを好まない羽純の指揮リードでは、戦いが長引くほど不利になっていくと悟って。だが。

　竜巻に巻きこまれ、幾千の裂傷を刻まれながらも、プテラノドンは倒れない。

　一五個のルルク・ソウン記号──《盾》の魔術で我が身を守り、なんとか水無月の魔術攻撃を持もち堪こたえている。

　そして、ついに暴風の乱舞が終わり、必殺の風が凪ないだとき。

　満まん身しん創そう痍いになりながらも、巨大プテラノドンはふらふらと滑空して、健在をアピールしてみせた。そのうえ魔術まで使う。

　空を舞う翼竜の真上にルルク・ソウンの秘文字が七個、現れる。

　意味は《癒いやしの手》。ソロモン王に仕える『蛇』、その全身の傷という傷が見る間にふさがっていき、治ち癒ゆしていく。

「真・玄武王と同じ……女神の力に目覚めたリヴァイアサンってやつか」

「先せん輩ぱい！　水み無な月づきにもう一度、さっきのをやってもらいます！」

「いいや。ちょっと待ってくれ」

　けなげに訴える後輩へ、ハルは言った。

「僕に考えがある。苦しいだろうけど、水無月にしばらく時間稼ぎをさせて欲しい。防戦に徹して、ひたすら持もち堪こたえる感じで」

「は……はいっ」

　ハルの要よう請せいにうなずいて、羽は純ずみは両手を胸の前で組んだ。

　祈るような仕草であり、パートナーの無事と健闘を願う表情だった。

　一方、空中の怪獣大決戦。

　回復した巨大プテラノドンはついに攻撃する側に転じた。さっと風に乗って水無月へ急接近すると、後ろ肢あしの四本爪づめで一撃を加える。

　竜蛇型リヴァイアサンの胴体は美しいエメラルド色だ。

　その竜りゆう鱗りんに四つの裂傷が刻まれて、四筋の青い鮮血が流れ出た。

　もちろん、それだけでは終わらない。水無月も反撃のため竜蛇の頸くびをのばし、喰くらいつこうとする。

　だが、巨大プテラノドンはひらりと急上昇して回避するのだ。

　さらにすばやく舞いもどって、ふたたび四本爪で水無月を切り裂く。そのまま攻撃と回避、攻撃と回避を繰りかえして、ヒット・アンド・アウェイのはじまり──。

　水無月の劣勢を尻しり目めに、ハルはぐるりと周囲を見渡した。

　現在、戦闘が起きている空域には、五つの空中島が浮いている。

　プテラノドン以外の敵影が近くにない以上、そのどこかにいる可能性が高い。ハルはうなずいて、右手の魔銃を五連射する。

　五つの魔ま弾だんが向かう先はバラバラ──五つの空中島だった。

　いずれの島も、空中に浮いているハルたちから一〇キロ以上は離れている。

　そして、ハルは目をつぶる。

　五つの弾丸が向かう先に存在するものを全すべて知覚するために。そこに何があるのかを視認し、魔道の気配を感じ取るために。

　たとえ特級魔女マスターマギであろうと、いかなる人類の手にも為し得ない離れ業わざだ。

　しかし、魔弾の射手である大魔術師・春はる賀が晴はる臣おみには可能なのだ。認めたくないが、自分の魔ま導どう力はすでに人の限界を超えてしまっている。

　放った魔弾が五つとも空中島にたどり着き、その大地に突き刺さる。

　同時に、ハルはある島の神殿から魔術の波動を感じ取った。

「そこか……」

　魔銃で狙撃するべきか。いや。

　ハルはかぶりを振った。そういう非情の狙撃手スナイパーめいた真ま似ねは柄がらでもないし、なにより助手兼後輩の教育に悪い。

　ならば警告か。こういうときに役立つ術がある。

「仕方ないな。あの配列を試してみよう」

「え──っ？」

　羽は純ずみがきょとんとした。

　彼女とハルの前に、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが五つも顕あらわれたからだろう。

　意味は《灼しやく熱ねつと爆ばく裂れつ》。かつて強敵パヴェル・ガラドも使っていた。この配列に向けてハルが魔銃を撃つと、赤い光弾は五つの秘文字と共に飛んでいく。

　向かう先は、もちろんハルが魔術の波動を感じ取った空中島である。

「せ、先せん輩ぱいっ。ドラゴンの魔法も使えたんですか!?」

「使えるようになったんだよねえ。それほどむずかしくないヤツなら」

　後輩の問いへ、ハルはため息と共に答えた。

　僭せん主しゆとして力が増したせいで、ついに『魔ま導どうの杖』でもある魔銃からルルク・ソウンの叡えい智ちまで引き出せるようになったのだ。

　一方、《灼熱と爆裂》の配列は標的の空中島にまで到達した。

　その地表で五つの秘文字が激しい爆発を起こす。

　例によって、島には石造りの神殿がひとつだけ建っていた。が、爆炎も爆風もそちらには届かない。あくまで警告だからだ。

「さて……」

　ハルはふたたび三個の魔術記号を手元に呼ぶ。

　ルルク・ソウンの秘文字である。意味は《意思疎通》。相手が知的生命体であれば、言語と種族の壁を越えてコミュニケーションが図れるという術だ。

　これを自分と羽純に使ってから、呼びかける。

　ヒット・アンド・アウェイで水み無な月づきをなぶっていた巨大プテラノドンへ。

「月並みな脅おどし文句で恐縮だけど、そろそろ戦闘をやめないと次は当てる──。君のパートナーにそう伝えてくれ」

　有翼の敵が動きを止めたので、さらに言う。

「君のご主人さまと話がしたい。今から、あっちの島に行くよ。もし逃げたら……残念だけど、背中から撃つことになる。よほど魔術とかが達者でないと、《弓の秘文字》からは逃げ切れないと思うよ？」

　ついでに、逃走を封じるための脅し文句。

　通達した直後、巨大プテラノドンは唐突に消きえ失うせた。

　メッセージはつつがなく伝わったようだ。古代のリヴァイアサンは盟約を交わした魔女の指示にしたがい、実在化を解除したのだ。

　あとはあちらの空中島に行くだけ──。

　羽は純ずみに向けて、ハルは肩をすくめてみせた。

「絶対、近くにパートナーがいると思ったんだよね。なんていうか、アーシャが指示するときのルサールカにすこし似てたから」

　このあたり、幼なじみたちのコンビネーションを長年見てきた者の勘である。

　そして、巨大プテラノドンの相方がソロモン王でないことも明白だった。もしそうなら、もっと《指輪の秘ひ文も字じ》を前面に押し出していたはずだ。

　あざやかに事態を収束させたハルへ、羽純が賛嘆のまなざしを向ける。

「すごいです、先せん輩ぱい……こんなにあっさり『蛇』を追い払って」

「いやいや。運がよかっただけだよ」

　謙けん遜そんではなく、割と本気でハルは言った。

　出くわした相手がたとえば真・玄げん武ぶ王おうだったら、こうはいかない。

　それにトレジャーハンティングを生業なりわいとする春はる賀が晴はる臣おみ。正規の本業以外で誉ほめられても、くすぐったいだけなのだ。

　とはいえ、この戦闘の持つ意味は大きいかもしれない。

　秘文字を爆ばく裂れつさせた空中島へ、ハルはちらりと視線を投げた。

　あそこに古代のリヴァイアサンを操る魔女がいる。彼女は大魔術王ソロモンに仕える者でもあるはず──。

　ようやく情報を手に入れるチャンスがめぐってきた。

　まだ見ぬ魔女との対面にそなえて、大きくうなずくハルだった。
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　幾度もプテラノドンの爪つめで切り裂かれた水み無な月づき。

　決して軽いダメージだとは言えない。

　が、幸いにも重傷というほどの深刻さでもなかった。この程度なら、『蛇』たちは持ち前の強い生命力で自然治ち癒ゆしてしまう。

　ハルと羽純は水無月の背に乗って、新たな空中島に移った。

　この島の神殿に、あの巨大プテラノドンを操る魔女がいるはずなのだ。

「ありがとうね、水無月」

　羽純が礼を言って、パートナーの実在化を解除する。

　それから、ふたりは神殿に乗りこんだ。

　伝説のソロモン王が治めた古代王国……その時代に築かれたはずの施設である。

　ドーリア式の建築物──古代ギリシアのパルテノン神殿に代表される様式に似て、華美ではないシンプルな装飾があちこちに施されている。

　使用された石材が全すべて白いこともあってか、やたらと荘重な雰囲気だ。

　そして、そのエントランスから程近いあたりに、彼女はいた。

「さっきはどうも。僕は春はる賀が晴はる臣おみ、こっちは連れの白しら坂さか羽は純ずみ。あなたの名前も聞かせてもらえるとありがたいな」

　ハルの名乗りに合わせて、隣で羽純がぺこりと頭を下げる。

　それを受ける相手は妙齢の美女だった。

　エキゾチックな彫りの深い顔立ちで、そして黒髪だ。

　スタイルも抜群。赤い一枚布を体にぴっちりと巻きつけたような衣装と相まって、情熱的な異国の踊り子という印象を強く受ける。

　しかし、ハルはここで微妙な違和感を覚えた。

　この感覚は何だろう？　首をかしげていたら、美女が名乗った。

「シャミーラム」

　落ち着きのある美声だ。だが、何かがやはりおかしい。

　ともあれ、ハルは正体不明の違和感を無視することにした。今は会話優先だ。

「ねえ、シャミーラムさん」

　魔銃を持ったままだが、なるべく愛想よく声をかける。

「こんな銃を使っておいてアレだけど、僕らとすこし話をしてくれるだけでいいんだ。手荒な真ま似ねをするつもりはないから協力を……」

「奇遇じゃな」

　ハルの言葉をさえぎるように、美女シャミーラムはささやく。

　口元にたたえる微笑は妖あやしいほどに艶つやっぽい。蠱こ惑わく的てきとでも言おうか。

「弓の継承者どの……。我もあなたに協力を願うつもりでいた」

「へっ？」

「あなたの力を見込んで、お頼み申す。我にかけられた大殿の呪じゆ縛ばく……是非とも解いていただきたいのじゃ」

「えーっと」

　古代王国の美魔女にじっと見つめられて、ハルは困った。

　世間話程度でいいから会話して、箱船攻略のヒントを何か見つけられれば。

　そのくらいの心づもりだったのだが、いきなり予想外のオファーである。しかも問題はそれだけではない。

　……ひそかにハルは思う。

　このお姉さん、なんか目つきがえらく色っぽいぞ。参ったな……いやいや。

　こんな邪念を女性陣に悟られてはいけない。

　きりっと表情を引き締めて、あえて固い声で告げる。

「教えてよ。お姉さんの言う『大殿』って誰？」

「無論、我が王国の大王・ソロモンの殿じゃ。指輪の竜りゆう弑ごろしを継ぐ大魔術師たる御お方かた──あなたと同じじゃな」

「…………」

「我は大殿に仕える魔道師のひとりであった。大殿が身み罷まかる前、この箱船をつつがなく守護せよと命じられて、蛇じや霊れい体たいどもと共に船へ乗りこむ次第となったのじゃ」

「ははあ」

　つまりは墓の管理人、墓守という役どころか。

　うなずくハルに向けて、シャミーラムは誘うような微笑を見せる。

「凡百の術師が一千人集まろうとも、大殿の術を解くなぞ不可能」

「だろうねえ」

「しかしな、あなただけはべつじゃ。弓の僭せん主しゆ殿の魔道師としての御ご力りき量りよう、見たところ大殿と同等──。ならば必ず解けようぞ」

　美魔女シャミーラムの妖よう艶えんなまなざしを受けて。

　視線から逃れるようにハルはちらりと右手の魔銃を見やり、訊たずねる。













「なあ。彼女にかけられた呪じゆ縛ばくってわかるか？」

「我に絶対服従せよ……強制の呪縛だな」

　さすが元竜王。火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちはあっさり看破してみせた。

　強制ギアスの呪のろい。ハルは首をかしげた。

「そんなものを部下にかけるなんて、ソロモン先せん輩ぱいはちょっと心が狭いのかね？」

　ところどころ不可解な話であった。

　事情がはっきりわからないまま、うかつな手出しはしたくない。しかし。

「あの、先輩。シャミーラムさんの呪い、解いてあげたらダメですか？　絶対服従の魔法だなんて、すごく気の毒です……」

　今までひかえめに沈黙を保ってきた羽は純ずみ。

　彼女がハルのそばに来て、気の毒そうにささやきかけてきた。

　シャミーラムの要よう請せいと火之[image: ]具土の解析を聞いて、いたたまれなくなったのだろう。ハルとちがって、この後輩はきわめて心清らかなのだ。

　できれば、羽純を安心させてやりたいところではあるのだが。

「白しら坂さかもこう言ってるし、お姉さんの頼みを聞いてあげたいんだけど」

　ハルは単刀直入に言った。

「ソロモン先輩はどうして絶対服従の呪縛をかけたのかな？　そこがわからないと、ちょっと協力できかねる感じだね」

「かんたんな話じゃ。弓使いどの、こちらによろしいか？」

　手招きされたので、シャミーラムのすぐ前まで行く。

　その瞬間だった。古代王国の美魔女はハルの右手をさっとつかんで、引き寄せて、己おのれの乳ち房ぶさを『ぐっ』とつかませるようにしたのである。

　しかも、ハルの右手の上に己の左手を重ねて、ぎゅっと力を入れる。

　シャミーラムがまとう衣装の生地はうすく、しかも胸元もあらわな大胆さ。おかげで、否いやが応おうでも〝彼女の感触〟をたしかめられる。

「Ｏ──ＯＰＰＡＩ!?」

　ハルは言葉にならない叫びをあげた。はっきり言って巨乳だ。

　明らかに織おり姫ひめさえも凌りよう駕がして、ルナをも超える規格外のボリューム──。

　その一方で、羽純がつぶらな瞳ひとみをきょとんとさせて、ハルの掌てのひらとシャミーラムの乳房に見入っている。

　予想外の出来事に思考が追いつかず、頭の回転が停止したようだ。

　そして、ようやくハルは驚きよう愕がくから立ち直り、

「あの、シャミーラムさん？」

「なんじゃ？」

「肌がものすごく冷たいですね……。氷みたいです。おまけにこわばっているというか、硬直しているというか、全然やわっこくないというか……」

　思うところを率直に語る。

　対して、シャミーラムは妖あやしい微笑で応こたえてみせた。

「ふふふふふふ」

「あと、胸の鼓動とか脈打つ血管とか命のぬくもり的な体温を一切感じなくてですね。言っていいのか迷いますけど、死後硬直した体みたいで……」

「うふふふふ」

「これってつまり、もしかして」

「お察しのとおりじゃ。我はすでに命なき者。一度は死した身ぞ」

「「!?」」

　意外すぎる告白に、ハルだけでなく羽は純ずみまで絶句している。

　さっきの違和感はきっとこれだったのだ。生者ならぬ死者の気配を、ハルは魔術使いの直感で無意識に感じ取っていて──。

「ソロモンの大殿は使命をさずけるにあたり、我の命を奪い……殉じゆん死しさせたのじゃな。そのうえで死者たる我を『生ける亡者』として甦よみがえらせ、箱船の墓守をまかせた」

　生ける亡者リビングデツド、死せざる者アンデツド。

　ファンタジーＲＰＧなどでは一大勢力を形成する者たちだ。最も代表的な存在はゾンビであろう。グール、幽霊、吸血鬼などもここに分類される。

　唖あ然ぜんとするハルの前で、告白は続く。

「なにしろ蛇じや霊れい体たいどもと共に、幾千年も箱船のなかでじっとしているという務め。生者には到底つとまる仕事ではない。そう考えたのじゃろう。つまり、我にとってソロモンの大殿はかつての主君にして、憎むべき仇かたき」

　妖よう艶えんに微笑ほほえむシャミーラム。

　しかし、不意にその顔から感情が消えた。まるでデスマスクさながらの、ぞっとするほど冷酷きわまりない表情を見せる。

　その迫力に、思わずハルの背筋がゾクッとした。

「だから服従の呪のろいをかけられたのじゃ。決して大殿に反旗をひるがえさぬよう。しかし、弓の僭せん主しゆどのが協力してくれるのであれば……我は晴れて自由の身となる」

　いかがであろう？

　問われて、ハルは返答に困った。まさか、箱船のなかで最初に出会った美魔女がこんな背景を持っているとは。

　ソロモンの遺産をめぐる攻防戦と大冒険。

　思わぬ展開を迎えつつあった。





【第二章　魔術師王ふたたび】
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　紅あかき竜王ハンニバルの豪放さは、誰しも認めるところである。

　これは大おお雑ざつ把ぱと言いかえてもいい。行き当たりばったりでも可だ。そして現在、ドラゴン族最強の王はその気質にまかせて、大いにくつろいでいた。

「まあ、どのみち体を休める必要はあるからな」

　だらしなく寝ころんで、ふわーっと大あくびまでする。

　人間形態である。赤毛の逞たくましい大男。ずっと身につけていた紅いコートをようやく脱ぎ、雑に丸めて、枕代わりにしている。

　今、彼をとりまく環境はきわめて特殊だった。

　地平線の先まで続く灰色の空間。紅きハンニバル以外の何物も存在しない結界に閉じこめられているのだ。

「うむ……最後に虜りよ囚しゆうの憂うき目にあったのは四千年前か？　五千年？」

　あいまいな記憶をたどろうとして、すぐにやめる。

　べつに詳細を思い出す必要などない。要は『ずいぶんご無沙汰だった』なのである。この手の冒険はひさしぶりだ。

　結構わくわくしている自分に、ハンニバルは気づいた。

「なつかしいな。昔はたまにやったものだが」

　敵将の城にとらえられて、牢ろう獄ごくに放ほうり込まれる。

　しかし、武力と智ち力りよくを最大限に駆使して脱出を果たし、自由の身となる。ついでに敵将を討ち滅ぼして、ささやかに意趣返しもする。

　牢獄暮らしには退屈・飢え・拷ごう問もんといったスパイスが加わることもあった。

　が、今となってはどれもいい思い出だ。

　最強の高みに達した現在のハンニバル、あの頃のスリルと緊張感をときどきなつかしく感じるときがある。

「ふうむ。いっそ竜王としての力を全すべて一度捨て去って、はじめから〝やり直す〟のもいっそ面白いかもしれん」

　ふと思いついた妄想をもてあそび、にやにやする。

　尚なお、彼を虜とりこにしている張本人はすこし前、《弓》の継承者が星海より呼んだ亡霊だ。妙な箱船にとりついていたのだ。

　どうやら《指輪の秘ひ文も字じ》を所有する僭せん主しゆらしいが……。

「あいさつにも来ないとは、気の利かんやつだ」

　灰色の牢ろう獄ごくにハンニバルを放ほうりこんだまま、一度も顔を見せない。

　しかし、野生の超感覚を持つドラゴン王にはわかる。あの者、ないしはあの者の配下が常に牢獄の外から余のことを見張っておると。

　己おのれに向けられる視線と警戒心を、漠然と感じるのである。

「無駄に疲れる真ま似ねをする」

　ハンニバルはかすかに唇を曲げ、嘲ちよう笑しようした。

　すこし感覚を研ぎすませれば、わかるはずなのだ。

　弓の使い手との対決で、紅あかき竜王は心しん金がねに決して浅くはない疵きずを負った。そのためダメージの治ち癒ゆと魔力の回復が遅れている。

　事を起こすのはまだ早い。もうすこし力がもどってからでいい。

　そう思うからこそハンニバルは悠然とあくびを噛かみ殺ころし、怠たい惰だに時を過ごしている。今は休養に専念すべき状況だった。

　だから、外の連中もびくびくと神経質になる必要はない。

　まだ、いまのところは──。

「それもわからんとは、やはり人間……いまだ竜ならざる者ゆえかね？」

　つぶやいてから、思い出す。

　雪ゆき風かぜの姫。矢の竜りゆう弑ごろしを継いだ者。可か憐れんなる白きドラゴン王。

　あの小娘は不完全にしか変へん化げできない半人半竜というべき存在だが、その辺の機き微びは十分すぎるほどに心得ている。

　となると、むしろ資質の問題か。

　人間という種族も結局は生物、獣の仲間であるはずなのに。

　彼らの大部分がそのことを認めず、受け入れず、進んで『獣』たろうとはしない。

　考えてみれば、奇妙な連中であった。

「さて、あの若いのはどんなものだろうな？」

〝竜りゆう王おうのまがいもの〟という稀き代たいの道具を操った僭主の少年。

　弓の継承者のことを思い出した。あやつめ、今頃は何をしているのだろう？




「ささ。春はる賀がどの、まずは一いつ献こん」

「いやいや、あっはっは」

「おお、よい飲みっぷりじゃ。ささ、もう一献」

「いやいや、あっはっは……ってシャミーラムさん。さすがに蒸留水でお酌をされても、なんだかねえ」

「などとおっしゃいながら、なかなか愉快そうではありませぬか」

「いやいや、あっはっは」

　死せる美魔女シャミーラムは細長い壺つぼを手にしていた。

　ここからハルが持つ盃さかずきに飲料水を注いで、お酌してくれているのだ。

　なんだかんだで〝きれいなお姉さん〟に世話を焼かれて、わずかに鼻の下が伸張気味のハルだった。

　尚なお、この手焼きの壺、素人しろうとがいいかげんに土をこねたような代しろ物ものだ。

　はっきり言って見栄えが悪い。色もそっけない赤茶色。しかし、壺のなかの蒸留水はどれだけ注いでも、決して尽きることがないという。

　地味な見た目に反して、すばらしい魔法の宝物なのだ。

『とりあえず、水と食糧を確保したいんだけど……どこかに当てはあります？』

　すこし前にシャミーラムから懇願されて。

　考えた末、結局ハルは《解呪デイスペル》の術を使った。

　そうしてソロモン王による呪じゆ縛ばくを破ったあと、今度はハルの方が腹ごしらえの手伝いを頼んだところ、とある空中島へ案内されたのである。

　そこの神殿に水と食糧を生み出す宝物があると言われて。

　ハルたちを島から島へと運んだのは、巨大プテラノドンだった。













　名はアシュケロン。シャミーラムの操る『蛇』である。この古代式リヴァイアサンは女主人とハル、羽は純ずみを背に乗せて、軽やかに飛んでくれた。

　かくして、ハルたちはひさしぶりの食事にありついた。

　ただし、決して彩りに富む食卓ではない。飲み物は魔法の壺つぼから出てくる蒸留水。さらに唯一の食べ物といえば──

「先せん輩ぱい、どうぞ」

　と、羽純が土色の大皿を差し出してくれた。

　これも手焼きの品で、あちこち微妙にでこぼこしている。作った職人はかなり下手くそである。しかし、これも魔法の宝物だった。

　祈りを捧ささげると、もっちりした生地の白いパンが皿の上に出現するのだ。

　今もパンの現物が大皿に載っている。羽純が祈りを捧げて、用意したものだ。ハルは後輩の甲か斐い甲が斐いしさに感謝しつつ、パンの一部をむしり取った。

　……もそもそとかじる。まずい。

　思い切り精神集中すると、ほんのかすかな甘みをパン生地から感じる。

　だが、それだけだ。食パンといえども結構な量のクリームやバターが投入される日本の基準からすれば、ほぼ『味がない』レベルだろう。

　こんなものでも滋養と栄養たっぷり──とは、シャミーラムの弁だった。

「聖書に出てくるマナって、こういうのだったのかもねえ」

　つぶやきつつ、無味に近いパンをもそもそ咀そ嚼しやくする。

　製作者の羽純はあどけない笑顔を浮かべて、あいづちを打った。

「聞いたことがあります。たしか神様の食べ物ですよね？　イエスやモーセが神に祈ると、天から霜みたいに降ってくる」

「そうそう、それそれ」

「ここから出たら、わたし、何か美お味いしいものを作ります。姉さまやアーシャさんほど上手じゃありませんけど……食べてもらえますか？」

「もちろんだよ！」

「ふふふふ。ありがとうございます」

　羽純のけなげな提案に、強くハルはうなずいた。

　清く正しく先輩と後輩が心の交流を交わす一幕である。しかし、羽純はすぐにハッとして、ぎこちなく視線をそらしてしまう。

　先輩の痴ち態たいをこれ以上は見てられない、とでも言うように。

　こほん。せき払いして、ハルはまじめな声こわ音ねでシャミーラムへ告げる。

「すいません。そろそろ悪ふざけはやめてもらえますか？」

「ほほう」

　美魔女シャミーラムは『つーっ』とハルの内ももを人差し指のフェザータッチで一撫なでしてから、悪戯いたずらっぽく言う。

「悪ふざけとは何じゃろうなあ？」

「そ、そういう不適切な行為ですっ。あと、必要もないのに僕のそばに来て、たぶん『Ｈ』相当の胸元とか谷間を見せつけることも──」

「いけないのじゃろか（つつーっ）？」

「も、もちろんですよ」

「などと言う春はる賀がどのの顔に『もっとやってくれ』と書いてある気も……」

「根も葉もない決めつけですよ、それは」

　内心どきりとしつつも、ハルは反論する。

　もちろん表情は万全を期して、『きりっ』とさせている。だが、シャミーラムは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体で『にやにや＆つつつーっ』と反撃を仕掛けてきた。

「本当の本当にそうじゃろうか？」

「と、当事者の僕が言ってるんだから、まちがいありませんっ」

「ふふふふ。春賀どのがうそつきという線もある。まだまだじっくり調べてみようぞ」

　やたらとサービス精神が旺おう盛せいなシャミーラム。

　最初の胸タッチ以降もこういうスキンシップやお酌で、ハルにさまざまなアプローチを試みてくれている。

　正直、『これでアンデッドじゃなかったらなあ』と思う反面。

『生きてるか死んでるかなんて小さなことじゃないか』とも感じてしまうのは、やはり男として当然のむっつりスケベな感情、かもしれない。

　いかんいかん。色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき。

　観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ・行ぎよう深じん般はん若にや波は羅ら蜜みつ多た時じ・照しよう見けん五ご蘊うん皆かい空くう・度ど一いつ切さい苦く厄やく……。

『形あるものは結局、形のないものと似たようなものなんだぜー』

　そんな意味のお経を心のなかで一心に唱えてから、ハルは冷たく古代王国の美魔女を突き放そうとした。

　だが推定Ｈの谷間に眩げん惑わくされて、なかなか言い出せないでいたとき。

「ま……待ってください！」

　やにわに羽は純ずみが叫んだ。

「その、先せん輩ぱいも遠慮していることですし。そろそろシャミーラムさんもこちらへ来て、お食事をされてはいかがでしょうっ」

「いやいや。我には朝あさ餉げも夕ゆう餉げも不要じゃ。なんといっても死んでおるし」

「!?　すいません、そうでした……」

　差し出した大皿とパンを断られて、羽純は大いに狼ろう狽ばいした。一方の美魔女シャミーラムはしれっとした顔で、さらに言う。

「それにな、羽は純ずみどの。これはあくまで恩返しの一環」

「そう……でしょうか？」

「そうじゃとも。せっかくの恩義を忘れて、不義理をしては人でなしもいいところ。我はできるかぎり恩人の春はる賀がどのに尽くしてあげたいのじゃ」

「で、でも」

「それに春賀どのの御お顔かおを見るかぎり、満まん更ざらでもなさそうじゃぞ？」

「そんなことはありませんっ。ないはずです！」

　いにしえの魔女へ、羽純が珍しく興奮気味に食ってかかる。

　まるでシャミーラムに嫉しつ妬としているかのようだ。ハルが目を丸くしていると、当の相手はのんきな顔で言う。

「いやいや。この年頃の殿方にかぎって、それはありえないのじゃ。死んでいるとはいえ我のごとき極上の美女から積極的に迫られて……まちがいなく春賀どのは助平心を刺激されておる。さりげなく我の胸元をちらちら見つめていることがその証しよう拠こじゃ」

「そ、そうなんですか、先せん輩ぱい!?」

　訳知りっぽい講釈にたじろいで、羽純が不安そうにささやく。

　無論、ここでボロを出すほどハルは軽率ではない。手持ちの演技力を総動員して、どうにか平静そのものの顔を装った。

「ば……バカだなあ。そんな真ま似ねするわけないだろう？」

「ふふふふ。春賀どのも素直でない御お方かたじゃ」

　一方、死せる美魔女は愉たのしそうにうそぶく。

　胸を張り、大地の実りを象徴するかのようなバストを誇示するおまけ付きだ。

　その圧倒的な存在感と『たゆゆゆんっ』という不謹慎な揺れを、ハルの眼球は自然と追いかけそうになったのだが、なんとか踏みとどまった。

　色しき即そく是ぜ空くう空くう即そく是ぜ色しき。よし大丈夫、賢者モードは順調に発動中だ。

　すると、そんなハルを意味ありげに見つめて、シャミーラムはつぶやく。

「まあ仮に、万が一、その気が本当にないとしても」

　そして流し目。もう死んでいるくせに、どうしてこんなに色っぽいのだろう？

　魔女の神秘を不思議がるハルの前で、問題発言は続く。

「春賀どのは我が乳ち房ぶさをああも情熱的にまさぐった殿方。彼と我とは、明らかに一線を越えた間柄と申すべきじゃろう」

「あ、あれはシャミーラムさんが勝手に僕の手を引っぱったんですよ」

「その割に、しっかりばっちり揉もみしだいていたような……」

　驚いた拍ひよう子しにそうしてしまったのは事実なので、ハルは言葉に詰まった。

　が、あれは助平心ゆえではない。一応、表向きは。とにかく反論しようとした瞬間、ハルよりも先に発言したのは──羽は純ずみだった。

「だ、だったら、わたしもいっしょです！」

「ほう。羽純どのも？」

「はいっ。わたしだって先せん輩ぱいに胸をさわられたことがあります！　めいっぱい『くしゃっ』とされる感じで！　シャミーラムさんだけが特別じゃありません！」

「し、白しら坂さか!?」

「ほほう」

　可愛かわいい後輩の突然すぎる告白にハルはたじろぎ、シャミーラムは腕組みした。

「春はる賀がどの……ソロモンの大殿と同じであったか」

「へっ？　どういう意味です、それ？」

　ハルの問いかけに、古代の魔女はあっさりと言う。

「己おのれの家臣である乙女に手をつけ、つまみ食いして、その後は甘い言葉で妾めかけにしてしまう類たぐいの殿方であったか──ということじゃ。我もかつては寵ちよう姫きのひとりとして、大殿のおそばに侍はべる身であった」

「…………」

「…………」

　予想の斜め上を行く身の上話に、羽純は唖あ然ぜんとしている。

　ハルも同様だったが、どうにか気を取りなおす。このまま防戦一方ではまずい。言動ともに衝撃的な死せる魔女から、そろそろ主導権を奪い返さなくては。

「ええと、その辺の話にも大いに興味はありますけど」

　まじめな声こわ音ねでハルは話題を変えた。

「先に今後のことを話し合いましょう。僕らには選択肢がふたつあると思います。ひとつ目はシャミーラムさんの案内で出口に向かって、みんなで箱船から出ていく」

「たぶん無理じゃのう」

　美魔女は残念そうに回答した。

「箱船からの出入りを意のままにできるのはただひとり、船の主のみ。この場合はもちろんソロモンの大殿となるな」

「じゃあ、ふたつ目の選択肢しかないかな」

　ハルは肩をすくめて、あえて軽い調子で言う。

「僕たちはみんなで協力して、この船をシージャック──つまり力ずくで乗っ取って、自由に操れるようにしなくちゃいけない」
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　雑談・腹ごしらえ・ミーティングのあと。

　ハルと羽は純ずみは古代王国の美魔女と別れて、ふたたびふたりきりになった。

　縮小サイズの水み無な月づきに乗って、またも空中島ひしめく箱船の空を飛んでいく。やはり羽純が前、ハルがうしろの順ですわっている。

　さっきとちがうのは、きちんと目的地がある点だ。

　人間界の船舶でいう操そう舵だ室しつ──。ソロモンの箱船にもあるらしい。

　シャミーラムがその座標を『魔ま導どうの杖』であるハルの魔銃に入力してくれた。さすが古代の魔女と賞賛すべき、さりげない高等技術であった。

「でも、シャミーラムさんといっしょじゃなくて、いいんでしょうか？」

「彼女自身が言ったとおりだよ。目立つ僕らとつるんでいるより、シャミーラムさんには別行動してもらう方がたぶんいい。危ないときは陰から助けてもらえる」

　不安そうな羽純に答えてから、ハルはぼそりとつぶやく。

「あと……もし彼女がウソをついていた場合、いっしょにいるのも危険だし」

「うそって何でしょう？」

「つまり『ソロモン先せん輩ぱいを憎んでいるから寝返ります』って話がウソで、あの人は僕たちを陥おとしいれるつもりだった場合だね。裏切り者をかかえたまま集団行動ってのも厄やつ介かいな話だし、いつ寝首をかかれるかもわからない」

　その辺に気を遣いながら同行させるより、別行動の方がいいか──。

　ハルはそう考えたのである。人間の善意はなるべく信じたいところだが、信頼ないし信用は無条件にあたえていいものではない。

　一方、羽純はそんな可能性を微み塵じんも考えていなかったようだ。

　きょとんとしている。そして、反論したげであった。が、口を開く前にしばらく考えこんで、結局こう言った。

「たしかに……あの人とはさっき会ったばかりですものね」

「まあねえ。残念だけど、ときにはこういう用心が必要なんだ、僕らには」

　などと応じつつ、じんわり癒いやされるハルだった。

　人をむやみに疑わない羽純の清らかさに、じんときたからだ。

「と、ところで、ですね」

　暗い雰囲気を変えたくなったのか。羽純がべつの話を持ち出した。

「わたし、ソロモンさんって、すごくひどい人だと思うんです」

「たしかにねえ。いい仲だった女の人を殉じゆん死しさせて、呪のろいで永遠に墓守をやらせるなんて、とんでもない外げ道どうだよ」

「先せん輩ぱいの魔法でシャミーラムさんを助けたりはできないんですか？」

「無理かなあ。役に立ちそうな術はなさそうだよ。今さらアンデッド化を解いても人間に生まれ変わるわけじゃないし。心安らかに成仏してもらえる術もない」

「残念です……。あっ」

　いきなり羽は純ずみが口ごもった。そして、ぎこちなくつぶやく。

「そ、そういえば先輩、さっきはすみませんでしたっ。シャミーラムさんが特別じゃない、みたいに言っちゃって」

「ああ、うん。結構びっくりしたよ」

「その……自分でもよくわからないんですけど、どうしても言わなくちゃ駄目だって、居ても立ってもいられなくなったんです。あのままだと先輩がシャミーラムさんのものになる気がしちゃって──」

　やはり、羽純は嫉しつ妬としていたのだろうか？

　春はる賀が晴はる臣おみを独り占めしそうな勢いでアプローチしていた、古代の美魔女に。そう感じた瞬間に、ハルはハッとした。

（これはいよいよ、僕が『お兄さま』になるフラグの成立か……！）

　昨日、羽純に言ったばかりである。

『僕に近づく女性へ嫉妬心を感じる。それはつまり、僕を先輩以上の存在──「兄」に相当する歳上男性と考えるがゆえの喪失感情！』

　この瞬間、ハルは得も言われぬ感動を味わった。

「本当にすいません。それでわたし、ついさっき気づいたんですけど」

「へ、へえ。何を？」

　冷静なふりを装いつつも、ついソワソワしてしまう。

　ハルは思わず想像した。『わたしにとって、先輩はもう〝お兄ちゃん〟なんです！』とか告白される衝撃的な展開を。

　参ったな。僕にもついに血のつながらない妹ができてしまうのか。

　しかし、続く羽純の発言によって、完璧に意表を突かれた。

「先輩……わたしの胸にさわったときのように──ほかの人たちにも同じことをしているんですか？　その、姉さまとかアーシャさんにも……」

「あ、えーと。アーシャにだけはそんなことしないよ、絶対に」

　厳密にはルサールカ新生のとき、類似の行為をしているのだが。

　それでもハルは思う。あれはあの一回限定の例外的行為であり、二度と繰りかえされることはないだろうなと。実際、幼なじみはハルの助けなしでも《射陽の神弓》をみごとに行使できるのである。しかし。

「じ、じゃあ、姉さまとルナさんにはやっぱり」

「…………」

　失言に気づいた。自ら真実を告白してしまった！

「ど──どうしても必要だったんでね。ドラゴンたちに勝つために」

　ここは真しん摯しに〝事実そのもの〟を語るしかない。

　ハルは全力で顔を『きりり』とさせた。声もシリアスそのもの。このままでは『先せん輩ぱい』としての威厳を失ってしまう。

　正念場を乗り切るための、心からの述じゆつ懐かいだった。

「実際、戦いの途中でそれ以外のことを考える余裕もなかったし」

　……まあ、深層心理に近いレベルの本心を白状すると。

　織おり姫ひめやルナにさわった瞬間、〝それ以外のこと〟が心をよぎったという自覚も、実はあるのだが。

　とはいえ微量の脚色を加えた述懐に、羽は純ずみはうなずいてくれた。

「わ、わかりますっ。わたしのときもハンニバルさんとの大決戦でしたし。で、でも、そうだったんですね。……あれ？」

　体長五メートルほどに縮小した水み無な月づき。ふたりはその背にまたがっていた。

　だが、ハルの前にすわる羽純が急に──脇腹を押さえて、前まえ屈かがみになったのである。

「あ……ぅぅぅぅっ。な、なんだかすごく、おなかが痛いです……」

「し、白しら坂さか!?」

　うしろから羽純の肩に手をかけて、ハルは後輩の顔色をうかがった。

　結局、三、四分ほど腹痛を堪こらえてから、羽純はようやく持ち直して、ひどく憔しよう悴すいした面持ちでささやいた。

「すいません……。先輩が姉さまたちともああいうことをして、姉さまもルナさんもあんな気持ちになってたんだと思ったら、急におかしくなっちゃって」

「そ、そうなんだ」

　おそらく、重度のストレスから来る胃痛ではないか。

　繊細な羽純らしい体調不良だ。

　というか、ある男と親密な女性が自分以外にもいると考えるだけで、ストレスを感じてしまう。まるで該がい当とう人物に恋い焦がれているみたいではないか……。

　いやいやいや。まさかまさか。

　今の考えを、ハルは途中で自ら否定した。

　いくらなんでもこれは自意識過剰、都合よすぎる妄想というものだろう。

　もちろん羽純が〝そういう気持ち〟を向けてくれたら天にも昇る心地になるだろうが、さすがにありえないと思う。

　ひとまず、不可解なストレス源から羽純の気をそらした方がいい。

　ハルは話題を変えた。

「そういえばさ。『あんな気持ち』って具体的にはどういう気持ちだったのかな？　それ、僕が白しら坂さかの心臓に魔力を送りこんだときだよね？」

　厳密に言うと、掌てのひらで魔女の胸にタッチすることで魔力を送りこむ儀式だ。

　そのときの心境、織おり姫ひめもルナもいまだにはっきり教えてくれない。第三の被験者・羽は純ずみはすこし考えてから、小声で言う。

「説明しにくいんですけど、すごく……気持ちがよかったです……」

「へえ。気持ちがよかった」

「はい。なんだか天国にいるみたいで、体の隅々まであたたかくなる感じで。ただ、その瞬間が過ぎるとすごく疲れちゃうんです」

　一種の多幸感というところか。ドラッグのように常習性がないといいのだが。

　なるほどとうなずくハルへ、羽純が言った。

「先せん輩ぱいはその……どうでしたか？」

「どうって？」

「わたしのここ、姉さまやルナさん……シャミーラムさんみたいに大きくないですし」

　羽純は自らの胸のふくらみをそっと右手で押さえていた。

　そして不安そうに、心配そうにささやくのである。

「もしかしたら、先輩はこういうのが好きじゃないかもって考えたら……わたし、すごく切なくて。ごめんなさい、もっと立派だとよかったんですけど」

「ななな、何を言うんだ白坂！」

　驚いてハルは叫んだ。

「どちらかというと僕は『大きい方がいい派』だけど、だからって小さい方に価値を認めないような人間じゃない！　白坂みたいにつつましいのだって僕は大好きだ！」

　言ってから、ハルは失敗を悟った。

　勢いあまって何を口走ったのだ、自分は──。だが、奇特なことに羽純はこんな問題発言を最後まで聞き、そしてうなずいてくれた。

　しかも、幸せそうに微笑ほほえみまで浮かべる。

「本当ですか？　ふふふふ、よかったです」

「…………」

　後輩の思いがけない反応と可愛かわいらしさに『どきっ』とした、まさにその直後。

　ルゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ──。

　水み無な月づきが低い声で鳴いた。

　羽純を介して眷けん属ぞくの盟約を交わした『蛇』だ。だから、ハルは言わんとするところをすぐに察することができた。それは警告だった。

　リヴァイアサンの超感覚で、水み無な月づきは危険な敵の接近を感じ取ったのだ。

「白しら坂さか。いちばん近い島に降りよう」

「わ、わかりました。ソロモンさん──でしょうか？」

「その可能性は十分にあるね。気をつけよう」

　羽は純ずみもパートナーの警告を理解している。

　即座に「はいっ」とうなずき、水無月の背中をやさしく撫なでた。

　するとエメラルド色の竜蛇は三、四キロ先にあった空中島へと向かった。その陸地に降下して、腹ばう姿勢になってくれる。

　ハルと羽純はすみやかに地上へ降り立った。

　そして、ぐるりと空を見まわす。ある方角から紅ぐ蓮れん色のドラゴン上位種がゆっくりと飛来してくる。焔ほのおをまとう美しい姿には見覚えがある。

　まちがいない。紅蓮の女王だ。

　ソロモン王が春はる賀が晴はる臣おみから奪った、ドラゴン王の肉体。

「いよいよ先せん輩ぱいと直接対決になるのかな……」

　つぶやいてから、ハルも魔銃を呼び出した。
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　新たな空中島に陣取ったハルと羽純。

　もちろん、唯一のリヴァイアサンには大車輪の活躍をしてもらう必要がある。今まで縮小していた水無月を巨大化させて、ふたたび本来のサイズにもどしていた。

　エメラルド色の竜蛇は今、ハルたちの上空で鎌かま首くびをもたげている。

　見つめる先には紅蓮の女王がいる。

　本来はハルの切り札となるドラゴン王の肉体だが、今はソロモン王の掌しよう握あく下か。ゆるやかな飛ひ翔しようでこちらの空中島へ接近しつつある。

　女王は背後に、七二個もの青白い鬼火を引きつれていた。

　めらめらと燃える鬼火たちの形状は全すべて同じだ。ドラゴン族のシルエットである。

「あの子たちはみんな、実体を失った『蛇』たち……なんですよね？」

「うん。リヴァイアサンの魂である蛇じや霊れい体たいってやつ」

　不安そうな羽純の問いに、ハルは淡々と答えた。

「そういえば白坂は見てないんだっけ。悪あく路ろ王おうも肉体を得る前は、ああいうふうに影のままうろついていたよ」

「た、たくさんいますね……」

「たぶん、あいつらがソロモン王に仕えた悪魔七二体の元ネタなんだろうな。どれがバアルでどれがアスモデウスとかは見分けもつかないけど」

　バアル、ダンタリアン、マルコシウス、アスモデウスなどなど。

　ソロモンが使し役えきした魔神たちの名前である。それらはもともと『ユダヤ教ではない異教の神』の名であることもすくなくない。

　異国・異民族の神々を邪神・魔物と貶おとしめる、無邪気かつ不寛容な作為であった。

　ともあれ、紅ぐ蓮れんの焔ほのおをまとうドラゴン上位種が先陣に立ち、青白く燃える火の玉を軍勢のごとくひきいて飛来する──。

　対して、こちらの陣営は自分と羽は純ずみ・水み無な月づきのみ。なんとも頼りない。

　しかも数時間前、シャミーラムとその『蛇』アシュケロンとの戦いで、水無月は疑ぎ似じ神しん格かくをすでに一回使ったばかり。

　そして、パートナーである羽純は第二階かい梯ていの魔女だ。

　今日はもう、あと一度しか疑似神格の行使を命じられない……。

「白しら坂さか。疑似神格を使うタイミングに気をつけよう」

「は、はいっ」

「ところでさ。ハンニバルとの戦いの最後で、水無月は癒いやしの魔術を使ったけど──あれ、同じことをやれとか指示できるかな？」

「すいません。わたしには……わかりません」

　ネガティブな返答をすることが申し訳ないのだろう。

　羽純は可愛かわいらしい顔を切なげに陰らせ、悲しそうにハルを見つめる。あいかわらず目力が強い。彼女のつぶらな瞳ひとみに引きこまれそうになる。

「あれはいつのまにか水無月がやってくれたことなので……。あと、同じことをやってと頼んでも、上う手まく伝わらない気がします。前に火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちさんも言ってましたし」

「そういえば」

　ハルは思い出した。ホエールウォッチングの船上での会話だ。

　神の系譜につらなる者を操ろうなどとは不ふ遜そんのきわみ。

　ただ真しん摯しに祈りを捧ささげることこそが神に近づく唯一の手立て、だったか。

　まあ、だからこそか。ハルはひそかに思う。だからこそ、現代の魔女たちのなかで誰よりも純真な羽純だけが『女神の力』をパートナーから引き出せた──。

　その可能性は大いにありうる。

「わかった。そっちは棚ぼたがあればいい程度の期待だけ持つようにするよ。僕たちはとりあえず専守防衛ってことにしよう」

「はい！」

「敵の出方に合わせて、あとはアドリブだ」

　先手を仕掛けられるほどの戦力がない……とはあえて言わない。

　そんな言葉で羽は純ずみがおびえてはいけない。ハルの大本営発表的な行動指示に合わせて、空中島の上空では、戦闘が開始された。

　青白い鬼火をひきいた紅ぐ蓮れん色のドラゴンとエメラルド色の竜蛇型リヴァイアサン。

　ソロモン王の眷けん属ぞくと、春はる賀が晴はる臣おみの眷属同士の激突である。

　まず、蛇じや霊れい体たいたちが謡うたいはじめる。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ハルはハッとした。同じ歌をすこし前にも聴いた。

　あれはニューヨークの廃はい墟きよでハンニバルとの激闘が終わった直後、手負いの竜りゆう王おうとあらためて対たい峙じしたとき。蛇霊体たちはこうして合唱し、それを聴くハルの意識はすこしずつ遠くなっていった……。

　まちがいない。あれも精神攻撃のひとつだったのだ。

　ハルと羽純、さらにハンニバルの隙すきを突き、一気に虜とりことするための──。

「白しら坂さか、もっと近くに！」

　自分と、それから後輩の心身を今度こそ守り切らなくては。

　手招きすると、羽純は「はい！」と駆け寄ってくる。そして驚いた。後輩はハルの胸へ飛び込むように、勢いよく抱きついてきたのである。

「べ、べつに密着してくれる必要はないんだよ!?」

「す……すいませんっ。つい勢いあまって。それに──」

　ハルに『ぎゅっ』としがみつきながら、羽純は困惑気味に言う。

「この間、姉さまとも先せん輩ぱいはこうしていたので……魔力を受け取るためには、こういうのも必要なのかなって思っちゃったんです」

　答えてから、不意に一四歳の後輩は恥ずかしそうに身をすくませる。

　ハルと『抱き合っている』ことを今さら意識して、恥ずかしくなったのだろう。彼女が体を離そうとしたので、ハルはあわてて言う。

「そ、そのままで大丈夫。これはこれで都合がいいからっ」

　言ってから、ハルは不ふ朽きゆうの加護を展開させた。

　真珠色の光が抱き合う先輩・後輩をまずつつみこみ、さらに上空で臨戦態勢に入った水み無な月づきの全身を覆おおいかくす。

　前回はこれさえできないほど、ハルもハンニバルも消耗していた。

　はたして、今回は──

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……！

　蛇じや霊れい体たい七二匹の合唱がクライマックスに達した瞬間、紅ぐ蓮れんの女王が『くわっ』と口を開いて、そこから灰色の影を吐き出した。

　この悪あしき魔力を帯びた〝灰色〟に、ハルたちは呑のみ込こまれていく。

　空中で女王と対たい峙じする水み無な月づきの巨体も、地上で抱き合うハルと羽は純ずみも──。

　だが、今回は絶対的防御力を誇る不ふ朽きゆうの加護が守り切ってくれた。灰色の影は一切の効力を発揮せず、眠りもしなければ夢も見ない。

　ただし、ハルの心臓はきりきりという鋭い痛みを二〇秒ほど味わったのだが。

　仕方ない。これも不朽の加護を維持するための代価であった。

「ソロモン先せん輩ぱいの必殺技ってところか……」

　ハルはつぶやいた。

　奪われた紅蓮の女王、その頭上に聖句が輝いている。

　一七個のルルク・ソウン文字から成る配列の意味は『汝なんじ、夢見るままに惑まどい、迷いの園にて永えい劫ごうを閲けみせよ』であった。

　また、女王の前にはいつのまにか黄金のリングが顕あらわれていた。

　直径七メートルほど。《指輪の秘ひ文も字じ》が魔ま導どう器として具現化した姿だ。

「一撃で竜りゆう王おう級や僕らをノックダウンするスゴ技だもんな。よっぽど隙すきだらけのときじゃないと通じないよ、さすがに」













　ボクシングで言えば、一打必殺のハードパンチなのだろう。

　ただし、モーションが見え見えで楽々ディフェンスされてしまう類たぐいの。

　そんな攻撃、もう怖くない──と言いたいところだが、ハルは眉まゆをひそめた。自分と水み無な月づきが疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたら、この決め技を防ぎ切れなくなる。

　となれば、消耗戦や長期戦は避けないといけない……。

　不安をよそに、紅ぐ蓮れんの女王＋ソロモンの指輪がふたたび動きはじめた。

　まず、女王の背後にいた蛇じや霊れい体たいたち──七二体が次々と空へ昇り、くるくると円を描くようにして群れ飛ぶ。あまり意味のない動きだ。

　が、蛇霊体たちは飛びながら魔力をソロモンに捧ささげて、彼を助けている。

　ここにいるだけで実は十分に役立っている。そのバックアップを受けつつ紅蓮の女王は右手をのばし、黄金のリングをつかみ取った。

　具現化した《指輪の秘ひ文も字じ》である。これをフリスビーのように投げる。

　標的は──エメラルド色の竜蛇・水無月だった。

「水無月、おねがい！」

　地上から羽は純ずみが叫ぶ。

　その要よう請せいに応こたえて、全長二〇メートル近い竜蛇の体がパッと機敏に身をくねらせて、投じられたリングをかわしてみせた。

　毒蛇が狩りをするときにも似た、稲妻のような動きだった。

　しかも、かわすと同時に水無月は襲いかかる。紅蓮の女王へと。紅あかきドラゴン王の喉のど元もとへ噛かみつきにいったのである。

　だが、水無月の顎あごと牙は不ふ朽きゆうの加護によって阻はばまれた。

　紅蓮の女王もまた真珠色のバリアーをすばやくまとったのだ。

　ハルが僭せん主しゆならソロモン王も僭主。共に竜りゆう弑ごろしのルーンを使いこなす者同士、魔力だけでなく防御力も同等に近い──。

　そのまま、水無月と女王は空中で格闘戦をはじめた。

　女王が紅蓮色の右腕をのばして、水無月の頸くびに鋭い五本爪づめを突き立てようとする。

　水無月が長い竜蛇の胴体を『バシン！』と鞭むちのようにしならせて、女王の全身をしたたかに打ちのめす。

　が、どちらの攻撃も不朽の加護に防がれる。傷をあたえられない。

　それでも両者はあきらめず、組んずほぐれつの格闘戦を繰りかえした。

　たとえば、女王が噛みつけば水無月も噛みつき返す。

　水無月が女王の巨体にぐるぐると巻きつき、押しつぶそうとする。女王はドラゴンの四肢を人間の手足のように使って、殴る蹴けるの連打──。

　至近距離から容赦なく、野獣めいた攻撃を応おう酬しゆうし合う。

　とはいえ、どれも不ふ朽きゆうの加護には通じない。おたがいに無傷のまま。にもかかわらず、互角の攻防ではなかった。

「う……っ！」

「先せん輩ぱい！　胸──心臓が痛むんですか!?」

　気づけば、ずっと抱き合っていたハルと羽は純ずみ。

　しかし、ハルは唐突にうずくまってしまい、あわてた羽純に取りすがられた。

　さっき紅ぐ蓮れんの女王によって投じられた黄金のリング──。

　これが自らの意思を持つ猛もう禽きんのごとく飛ひ翔しようを続け、女王と取っ組み合いをする水み無な月づきの巨体のあちこちに何度も激突し、打撃のダメージをあたえていくのである。

　いわば、水無月は二対一で戦っている状況だった。

　不朽の加護で防御しても、竜りゆう弑ごろしの攻撃によるダメージはハルの心臓に届く。

　黄金のリングが水無月の背や胴、後頭部めがけて飛んでくるたび、『ズンっ』という衝撃がハルの心臓にひびく。

　避けなければならない消耗戦に、ハルと水無月は巻きこまれていた。

「これは結構やばいかもな……」

「あっ。空を見てください、わかりますか!?」

　うめいたハルへ、不意に羽純が告げた。

　彼女が指さす方角の空。

　胸の痛みを堪こらえつつ、そちらへどうにか目を向ける。

　翼竜がかなりの速さで飛んでいる。女王と水無月が戦う空域よりもだいぶ高度が上だ。戦場を横切るように飛んでいく。アシュケロンだった。

　プテラノドン型のリヴァイアサン。美魔女シャミーラムのパートナーだった。

「シャミーラムさんが助けに来てくれたんですよ！」

「みたいだね。ただ……こっちに近づけなくて、たぶん困ってる」

「えっ？」

　羽純が驚く。ハルはため息まじりに言った。

「結局、アシュケロンはソロモン先輩の眷けん属ぞくだからね。僕を助けようとして近づいてきても、本来のご主人さまには逆らえない」

「…………」

「だから、遠巻きに見守るくらいしかできないんだよ」

　つぶやくハルを心配そうに見つめてから。

　羽純は決然と顔を上げた。そして立ちあがる。強い意志の宿った瞳ひとみで上空に目を向け、紅蓮の女王と黄金のリングを鋭く見据える。

　そのふたつは連携して、水無月を着々と打ちのめしているところだった。

「シャミーラムさんでも先せん輩ぱいを助けられないのなら……わたしがやってみます！」

　羽は純ずみの宣言。しかし、ハルはかぶりを振った。

「待ってくれ白しら坂さか。やるって、一体どうやって……!?」

「水み無な月づきに頼んで、いちばん強い魔法で女王を攻撃してもらうんです」

「う、上う手まくいけばいいけど、たぶんひとりじゃ無理だよ。アーシャか十じゆう條じよう地じのどちらかがいれば、わからないけど──」

「で、でも！」

　その瞬間だった。水無月が澄んだ声で啼ないた。

　ラァァァァァァァァアアアアアアアアアァァァァァァ──。

　エメラルド色の竜蛇型リヴァイアサンは右前肢の掌てのひらに宝ほう珠じゆを握っている。この球が白い輝きを燦さん然ぜんと放ち、同時にハルは感じた。

　何か──神々しい霊気のようなものが天より降ってくるのを。

　それはハルのすぐ近く、羽純の体に吸いこまれた。

「ほう」

　長く沈黙を続けてきた火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちが魔銃のなかでささやく。

　自称悪魔にしては珍しいことに──嘆声だった。そして、当の羽純は電気に打たれたように『びくっ』として、茫ぼう洋ようとした目つきになった。

　が、すぐにハッとして、うずくまったハルへにじり寄る。

「先輩。ここから流れ出る力を全部止めてください」

　おごそかに通告して、羽純はハルの胸を右手でさわる。

　心臓の真上だった。いきなりの指南に「えっ？」とハルは驚いた。

「天啓を得たのだ、小娘は。したがえば良いことがあるやもしれぬぞ」

　にやにやと笑うように、魔銃内部の火之[image: ]具土はつぶやく。

　一方、羽純の方は一途かつ真剣なまなざしで春はる賀が晴はる臣おみを見つめていた。

　段階を踏んでの論理解説を放棄した、後輩のサジェスチョン。しかし、ハルはついうなずいて、言うとおりにしてしまった。

　まあ、どのみち打つ手がない大ピンチでもあったのだ。

　心臓＝火之[image: ]具土から受け継いだ心しん金がねに意識を集中する──。

　ドラゴン族の最重要器官。その機能を完全停止。するとハルからの魔力供給を絶たれて、水無月がまとう加護の光はいきなり消きえ失うせた。

　しかし、紅ぐ蓮れんの女王がまとう真珠色の光もやにわに消滅してしまう。

「えっ!?」

　驚くハルの眼前で、さらに紅蓮の女王は動きまで止めた。

　微動だにすることさえもなく、空中に浮かぶこともできない。紅蓮色のドラゴン王は墜落をはじめる。その瞬間だった。

　クシャアアアァァァァァァァァァァァァァァァァ！

　巨大プテラノドンである古代の『蛇』アシュケロンが吠ほえた。

　ずっと遠巻きに戦況を眺めていた魔女シャミーラムのパートナー──その全身がオレンジ色の焔ほのおにつつまれる。

　アシュケロンは悪あく路ろ王おうと同じ、《火》の疑ぎ似じ神しん格かくを持っていたのだ。

　火の鳥ならぬ火か焔えんプテラノドンと化して、紅ぐ蓮れんの女王へと高速飛行の開始。そのまま体当たりして──跳ねとばす。

　このダメージで、紅蓮の女王は崩壊をはじめた。

　細かな粒子となって、ドラゴンの巨体はさらさらと崩れ去っていく。

　また、上空で群れ飛んでいた七二匹もの蛇じや霊れい体たいたちはみんな散り散りに、何ど処こかへと飛び去っていった。

「あっけないもんだな……」

　思いがけない勝利に、ハルは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。そして気づく。

　もともと紅蓮の女王は春はる賀が晴はる臣おみの所有物。魔力の発生源たる女王の心しん金がねも、ハルの心臓と同化してしまっている。

　ならば、自分が魔力供給を絶てば、女王にも影響は当然出るわけで──。

　かんたんな理屈だった。

　だが、戦闘中になかなか気づける理屈ではない。そのことを教えてくれた羽は純ずみはやさしく微笑ほほえんで、ハルを見つめてくれている。

　その表情のやわらかさ、清純さ、可愛かわいらしさに思わず心打たれたとき。

「──!?」

　ハルは愕がく然ぜんとした。

　羽純の頭上に、黄金のリングがいきなり出現したのだ。

　直径七メートルほど。具現化した《指輪の秘ひ文も字じ》──ソロモン王の魔ま導どう具だった。この指輪が魔力を放った瞬間、ハルも魔銃の引き金をひいていた。

　フルオート射撃である。

　万一の時のために温存していた最後の自衛手段だ。

　赤い光弾の連射三〇発にさらされて、黄金のリングは消えていった。

　残念ながら撃破したのではなく、逃走である。ソロモンの指輪はある程度のダメージを受けながらも、この場をどうにか逃れるべく、忽こつ然ぜんと消きえ失うせた。

　ただし、しっかり精神攻撃の呪じゆ詛そを放ってから。

　この呪詛はハルの耳から脳内へと侵入を果たし、猛威を振るいはじめた。

「わあああああああああっ！」

「先せん輩ぱい!?」

　羽は純ずみがあわてて叫んでいる。

　可愛かわいい後輩に「心配ないよ」と言おうとして、ハルは果たせなかった。徐々に意識が遠くなっていく。物事を明めい敏びんに考えられなくなってきた。

　朦もう朧ろうとした意識のなかで、ハルは思う。

　第二ラウンドはどうやら痛み分け……次でどうにかしてけりをつけなければと。

　そして、視界が暗転した。
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「……というわけで春はる賀がくん。しっかり懺ざん悔げして欲しいの」

　いきなり十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめに宣告された。

　ハルは「へっ？」と首をかしげてから、訊たずねる。

「懺悔って一体、何を？」

「わたしの気持ちをちゃんと知ってるくせに、ルナさんと羽純にまで〝ああいうこと〟をしちゃう罪深さを」

「あ、ええと」

　すこし前、春賀晴はる臣おみと十條地織姫の仲はたしかに大きく進展した。

『わたし、春賀くんのこと好きでもいい？　やっぱりチーム内の恋愛はだめ？』

『い、いいに決まってるじゃないか十條地！』

　という会話まで交わして。

　だから、織姫にはハルを弾だん劾がいする権利があるはずだった。

　だから、当然こういう罵ば倒とうをハルに向けても問題ないはずだった。

「春賀くんも男の子だから『むっつりすけべ』は仕方ないけど……でも、わたしという女の子がいながら、ほかの娘にまでえっちなことをし続けるのは大問題よ！　二ふた股またなんて男として──ううん、人間として最低の行いなんだから！」

「や……やっぱりまずいかな、あれ？」

　えっち・最低と声こわ高だかになじられて。

　怒って反論するよりも先に、ハルは大いに動揺した。

　実は、自分でも忸じく怩じたるものをかかえていたのである。いくら大義名分があるからといって、さすがにちょっと──問題あるよなあと。

　夏休みに入ってから、わずか一か月程度だろうか。

　その短期間にハルは織姫・ルナ・羽純の胸を〝揉もみしだいている〟わけで……。

「い、一応ささやかに自己弁護させてもらうとね」

　ハルは口をもごもごさせて、歯切れ悪く言う。

「ああしないと僕の魔力を君たちに伝えられないし、十じゆう條じよう地じがそばにいないときだったし、僕もできるだけ変なことは考えないようにがんばってたし、無罪を主張するだけの材料はないわけじゃない……とも思うんだけど……」

　織おり姫ひめにじろりとにらまれて、主張がどんどん『ごにょごにょ』していく。

　結局、彼女の叱しつ責せきだけでなく。自分自身のなかにうしろめたい気持ちがあるので、毅き然ぜんとして反論できないのである。

　そのことをハルはまざまざと痛感した。

　……奇妙な話だが、夏休み前はこうではなかった。

　あの頃〝掌てのひらと胸＝心臓を密着させる〟相手は織姫だけだったし、十條地織姫という少女はすでに当時から春はる賀が晴はる臣おみにとって特別な人物だった。

　そう。実際、彼女みたいな女の子と出会ったのは初めての経験なのだ。

　十分に女らしいくせにおてんばで、勇気とやさしさの双方を持ち合わせる……。

　まあ、出会った当初、ハルは織姫を避けたりもしたが──いや。それも彼女の特別さがとにかくまぶしく思えたからだ。

　今まで出会ったことのない個性に、ついつい惹ひきつけられてしまう。

　その自覚がひそかにあったから、意識的に避けようとしていた……ありうる話だった。

「あれ？」

　ここでハルは首をかしげた。

　織姫はなぜ、自分と羽は純ずみの行為を知っているのだろう？

　羽純の口から報告された──可能性はない。ハンニバル戦の途中で自分たちは離ればなれになり、まだ合流を遂げてないのだから。

　だから、ハルは織姫とのことを一時棚上げして、考えないようにして。

　ここ半日ほど、羽純とふたりきりで箱船からの脱出行に取り組んでいたはず──

「待って織姫さん！」

　新たな人物のセリフだった。

「ハリーのことを愛しているのは、あなただけじゃないのよ！」

「ルナさん、いつのまに!?」

　愕がく然ぜんとする織姫とハルの間に、ルナ・フランソワが割って入ってきた。

「ふふふふ。たしかにハリーとの好感度を先に上げていたのは織姫さんでしょうけど……。でも、忘れないで」

　黒いドレスの金髪美少女は、妖あやしくも蠱こ惑わく的てきな微笑を浮かべている。

「告白したのは私が先。ハリーと熱いくちづけを交わしたのも、私が先。それどころか、私はハリーと結婚して、新生活をはじめることにも一切迷いがないのよ。はっきり言って、覚悟という点では織おり姫ひめさんだって目じゃないでしょうね……」

「そ、そんなの、早い遅いの問題じゃないわ！」

　織姫が負けじと文句をつける。しかし、ルナは余裕だった。

「たしかにそうね。でも、私の愛情の方が織姫さんよりも──いろんな意味で『重い』と言えるんじゃないかしら？」

　誰より積極的なアメリカ人少女はうそぶく。

　ずいっとハルに密着して、耳元でささやきかけるおまけ付きで。ハルの胸に『Ｇ』の領域に達した彼女のふくらみが押しつけられる。

　ずしりとした肉の量感とやわらかさ。だが、それだけではない。

　やわやわ・むにむにという、はじけるような反発力に満ちた感触でもある。

「それにねハリー」

「う、うん」

「もしルナ・フランソワ・グレゴリーを伴はん侶りよとして選んでくれたら……絶対に後悔させない自信、私にはあるのよ。あなたもわかってるでしょう？」

　才気と計算高さと愛情深さを併せ持つルナ・フランソワ。

　彼女ならば、この宣言を実現させてしまう可能性はきわめて高い。それに何より『あの計算高いルナが僕にはこんなに献身的に尽くしてくれるんだよなあ』という想おもいから、つい情にほだされそうになる──。

　そんな自覚がハルにはあった。

　悪女の深情けが身にしみるとでも言おうか。

　また、胡う散さんくさい裏稼業とは無縁のお嬢さまとちがい、ルナといっしょに行動するときのやりやすさには、故郷に帰省したかのような〝居心地の良さ〟があった。

　ルナ・フランソワと十じゆう條じよう地じ織姫。

　ふたりを前にして、ハルの心は大いに揺れた。

　いかに決断し、行動すればいいのか。頭のなかがその迷いでいっぱいになる。

　だが、またしてもハルは首をかしげた。どうしてルナもここにいるのか？　彼女には東とう京きよう新都での留守番役を頼んでいる──。

　そして、かすかな泣き声がどこからか聞こえてくる──。

「なるほど」

　全すべて了解できた。なるほど、そういうことかと。

「こういう精神攻撃がソロモン先せん輩ぱい……というより指輪の得意技なんだな」

　両目をつぶり、己おのれの心臓に意識を集中させる。

　魔力の生成。それを使って、右掌てのひらの竜りゆう弑ごろしを発動させる。

　ここで選ぶべきは《弓》ではなく《双刀の秘ひ文も字じ》であった。閉ざした両目で見ることはかなわないが、十字型のルーン文字が掌てのひらに浮かびあがる感触はわかる。

「指輪のメンタル攻撃──悪いけど、もうたくさんだ」

　ハルは右掌の秘ひ文も字じに魔力をそそぎこんでから、おもむろに両目を開ける。

　すぐそばにいた織おり姫ひめとルナ・フランソワがたちまち消きえ失うせた。正確には《指輪》の精神攻撃によってイメージ化された、春はる賀が晴はる臣おみの迷いや悩みそのものである。

　悪あしき魔術・邪気・邪霊を切り裂き、滅ぼす──。

　それこそが《双刀の秘文字》の本領だ。今回も上う手まくいった。

　視界がふたたび暗転する。

　次の瞬間、ハルはふたたび空中島にもどっていた。

　地面の上でうつぶせになっている。ほんの数分ほど寝ていたようだ。

　すぐに身を起こした。ただし、まだ立ちあがる気分でもなかったので、どかっと地面にすわりこんだまま、あぐらをかく。

　……そばには羽は純ずみが寄り添ってくれていた。

　昏こん倒とうしたハルをよほど心配したのか、後輩は泣き顔だった。

「元にもどったんですね、先せん輩ぱい！」

「心配かけたみたいで悪いね。でも、もう大丈夫──」

　大丈夫だよと言いかけて、ハルは中断した。

　いきなり羽純に抱きつかれたせいで、びっくりしたからだ。あぐらをかいていたハルを押し倒さんばかりの勢いで、飛び込んできたのである。

「ごめんなさいっ。私が魔力を全部止めればいいみたいに言ったから……！」

「と、とんでもない」

　ハルはとまどいつつも、やんわりと言った。

「あのアドバイスがあったから、手っ取り早くソロモン先輩を撃退できたんだ。僕が受けたダメージだって、たいしたことないし」

　それに精神攻撃のさなか、遠くから聞こえた泣き声。

　あのとき、まちがいなく羽純の声だとハルには確信できた。きっと後輩が責任を感じて、泣いているのだと。

　だからこそ、その瞬間に我に返って、反撃に転じたのである。

「僕はちゃんと健在だから、大げさに泣かないでくれよ」

　すすり泣く羽純の背中をぽんぽんたたいて、ハルは頼む。

　本当に妹がいたとしても、こんなふうに慰めたとは思えない。春賀晴臣は幼い頃からドライな性格の個人主義者だったのだ。柄がらにもなく頼りがいのある歳上男性のような真ま似ねをして、ハルは気恥ずかしくなった。

　しかし、これで後輩の涙が止まるのなら、安いものだろう。

「すいません。わたし、先せん輩ぱいがもう二度と目を覚まさないんじゃないかと思って、すごく取り乱してしまって……」

　心やさしい少女はほどなく泣きやんでくれた。

　泣きはらしたせいで目がすこし赤い。しかし、照れくさそうに笑ってみせる。そして、そそくさとハルの体から離れていった。

　そうだった。今までずっと抱きついたままだったのだ。

　結局、あぐらをかいたハルと五〇センチほどの距離を開けて、羽は純ずみは行儀よく地面に正座をして、ふたりで向き合う形となる。

　それから、あらためて羽純は微笑ほほえんでくれた。

　今度こそ天使の微笑である。いつもどおりの透明感あふれる笑顔だった。

「ふふふふ。わたし、理由はわかりませんけど、さっきと同じ気分です。すごく幸せというか、満たされている感じで」

「さっきと同じ？」

「はい。その……先輩がわたしみたいな胸もいいって、言ってくれたときと」

「…………」

　天使の微笑みはいつも最上級の癒いやしをもたらしてくれる。

　しかし今回、ハルはどきりとした。なぜか羽純のたたずまいから〝女らしさ〟を感じてしまったのである。













　彼女の胸にさわって、直じかに魔力を送りこんだ体験からか？

　今のややきわどい話題のせいか？　羽は純ずみと抱き合ったことで彼女の細いがのびやかな肢し体たいの感触を直にたしかめてしまったからか？

　それとも──羽純の側に、なにかしらの変化が起きているせいなのか？

　もしかして、これら全部とか？

　ハルの思考が胸のどきどきのせいで大いに乱れた、そのときだった。

「春はる賀がどの」

　シャミーラムに声をかけられた。いつのまにかハルのそばに来ていたのだ。

　みごとな神出鬼没ぶりだが、常人ならぬ古代の魔女である。驚くほどの芸ではない。ハルは平然と返事をする。

「危なかったですけど、どうにか無事に切り抜けました」

「すまぬのう、たいした力添えもできなくて。我が盟約の相方であるアシュケロンはソロモンの大殿に仕える眷けん属ぞくでもあるゆえ……」

「とどめの一撃を担当してくれただけで十分すぎます」

　ハルの言葉に、シャミーラムはにやっと笑った。

「そう言ってもらえると助かる。春賀どのと羽純どのも息災かつ熱々でなによりじゃ」

「あつあつ？」

「ふふふふ。すまぬが見せてもらっていたぞ。おふたりが熱い抱ほう擁ようを交わして、おたがいの無事と愛をたしかめ合う瞬間を」

「…………」

　にやにや笑うシャミーラム。

　美魔女の誤解を解こうかと考えてから、ハルは口を閉ざした。彼女は羽純が『ハルの相手』だからと熱烈すぎる奉仕活動を遠慮してくれているのだ。

　一方、羽純はうれしそうに言う。

「わたしと先せん輩ぱい、そんなに仲がいいように見えたんですか？」

「それはそうじゃ。そもそも羽純どの、我やアシュケロンの目もはばからずにあんな真ま似ねをしておいて、熱々でないとは言わせぬぞ」

　いや、兄と妹だって抱き合ったりするじゃないか。

　ひそかに考えるハルの隣で、羽純はにこにこと無邪気に微笑ほほえんだ。

「たしかに……そうですね。ちょっとうれしいです。ふふふふ」

　何だろう？　これではまるで、羽純がひそかにハルのことを慕っている少女のようではないか。ただし、彼女自身もその気持ちに無自覚だという。

　……もしかして、〝そういうこと〟なのか？

　……いやいや。さすがに、それはなさそうにも思える。

　とにかく軽々しく決めつけてはいけない。それと、こんな気持ちを見抜かれたら先せん輩ぱいとしての沽こ券けんにかかわる。

「ところで春はる賀がどの。今お使いになられた文字」

　胸のどきどきを表情に出すまいと焦るハルへ、シャミーラムが言う。

「面白い霊れい験けんを秘めておるようじゃな。駆く邪じや顕けん正せい──辟へき邪じやの大だい法ほうとは畏おそれいる。春賀どのの竜りゆう弑ごろし、弓だけではなかったとは」

「双刀の文字、だそうです」

　ハルは右手の掌てのひらを開いて、十字型のルーン記号を見せた。

　その紋様をつくづくと眺めてから、古代の美魔女は不可解そうにつぶやく。

「ふむ……。この文字の霊験があれば、我や大殿のような死にぞこないの亡霊など、一撃で浄化できそうなものじゃが」

「わかりますか。すごいですね」

　シャミーラムの慧けい眼がんに、ハルは感心した。

　悪あしき霊気を切り裂く《双刀の秘ひ文も字じ》。ならば、その威力は死霊・生ける亡者の類たぐいにはてきめんに効くことだろう。

　だが、ソロモン王ほどの霊には、並の斬ざん撃げきでは致命傷をあたえられない。

　やはり、必ひつ滅めつ之の法ほうクラスの一ひと太た刀ちが欲しいところだった。

「ちょっとあつかいがむずかしい文字なんですよ。さっきくらいの威力を出すので、今は精一杯です」

　彼女を一〇〇％信用しきっていないので、ややあいまいに理由を語る。

　アーシャやルナ・フランソワでも単独では成功できないほど、双刀を使う必滅之法は難度の高い秘術なのだ。

　現在、唯一の仲間である羽は純ずみに協力してもらったとしても──

　彼女の技ぎ倆りようでは、残念ながら上う手まくいかないだろう。

「せっかくの利剣じゃというのに、惜しいのう……いや待て」

　不意にシャミーラムが思案顔になった。

「ならば、我とアシュケロンが春賀どのの《弓》にも辟邪の霊験をさずけて進ぜよう」

「えっ」

　驚くハルへ、シャミーラムはさらに言う。

「そのうえで弓と双刀、ふたつの竜弑しで大殿を狙ねらえば……勝利できるやもしれぬ」

「そんなことができるんですか!?」

「おまかせあれ。我らは羽純どのと同じく、女神の霊力を操る者であれば」

　辟邪の太刀だけで悪霊を滅ぼせないのなら、辟邪の弓を足せばいい。

　シンプルな理屈を古代王国の美魔女はあっけらかんと語る。そんなシャミーラムへ、現代のうら若き魔女はびっくりした顔で問いかけた。

「あ、あの。わたしと同じ──というのは？」

「さきほどやっていたではないか。水み無な月づきと申したか……女神の神性を宿した『蛇』に祈りを捧ささげて、己おのれが進むべき道を天啓として授かる」

　逆転のきっかけとなった羽は純ずみのアイデア。

　あれも治ち癒ゆの魔術と同じく、特殊な術法を用いた結果だったのだ。

「たしかに、そういう芸はふつうの疑ぎ似じ神しん格かくじゃできないもんなあ……」

　ハルはつぶやいた。

　現代のリヴァイアサンは基本的に地水火風の四属性、そのどれかを所有する。稀まれに特殊属性にめざめる『蛇』もいる。ルサールカの月、グリンダの重力などがそうだ。

　しかし、女神の力はそれらのいずれにも該がい当とうしない。

「まあ、羽純どのはこの道にまだ不慣れなようじゃが……『蛇』たちの〝聖なる女神〟としての貌かおを甦よみがえらせる巫み女こはめったに現れぬもの」

　羽純をまっすぐに見つめて、古代の巫女はつぶやく。

「それだけでもなかなかたいしたものじゃと我は思うぞ、うむ」

　奔ほん放ぽうな性格のシャミーラムは、純真な後輩とは似ても似つかない。

　だが、彼女はきっとソロモン王に仕える巫女たちのなかでも、とびきり優秀な逸いつ材ざいだったのだろう。もしかしたら現代の特級魔女マスターマギをしのぐほどに。

　あまたの家臣・愛あい妾しようのなかから、わざわざ墓守として選ばれたほどである。

　遥はるかな古代の世で『この道』に精通していたらしい先せん達だつは、訳知り顔で現代生まれの後輩を褒めそやすのだった。
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　辟へき邪じやの霊れい験けんをハルの《弓》にさずける。

　そう宣言したあと、シャミーラムは空を見あげた。ハルたちの頭上を翼長二〇メートル前後のプテラノドンがゆっくりと旋回中だ。

　古代式リヴァイアサン・アシュケロンへ、死せる盟約者は呼びかけた。

「我が盟約の友、アシュケロンよ。死者の領域より黄よ泉み帰がえりし命をあるべき場所──憩いこいの園へ導く力を我らに授さずけ給たまえ！」

　ハルたちがいる空中島の、十数メートルほど上空を飛ぶアシュケロン。

　大きく広げた翼で風を受け止めて、気流に乗って旋回中だった。しかし、一度だけ右側の翼をほんのすこし羽ばたかせた。

　すると、その片翼からルルク・ソウンの秘ひ文も字じが九つ、降ってくる。

　意味は《邪じや霊れい浄じよう滅めつ》。これが辟邪の霊験──シャミーラムとアシュケロンのコンビが行使した聖なる秘術なのだ。

　僭せん主しゆであるハルの目には、特におかしなところのない術に見える。

　が、念のため確認することにした。

（あれ、本当に大丈夫かな？）

（ふふん。小僧よ、おまえも疑うたぐり深ぶかいやつだな）

（たしかにシャミーラムさんはさっき協力してくれたけど……結果としてソロモン先せん輩ぱいは滅びたわけじゃない）

　魔銃の内部でせせら笑う火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちへ、ハルは主張した。

　余人には聞こえない、魔術の絆きずなにもとづく思念のやりとりである。

（僕らを信用させるための芝居って線もあるよ）

（まあな。ひとまず、あの死にぞこないの術に妙な仕掛けはないようだぞ）

（わかった。ところで幽霊が他人を死にぞこない呼ばわりするの、いかがなものかなあ）

　ともあれ、問題はなさそうだった。

　ハルは魔銃を天にかざす。アシュケロンが降らせたルルク・ソウンの秘文字は全すべて、『魔ま導どうの杖』でもある武器に吸いこまれていった。

　これで辟邪の霊験が魔力付与エンチヤントされたことになる。

「あとはいよいよ大殿との決着じゃな」

「うん。ただ、今も派手にやり合ったばかりだし」

　もうひとりの魔女にちらりと視線を投げかけて、ハルは言った。

　羽は純ずみは今日、水み無な月づきに疑ぎ似じ神しん格かくを二回使わせている。彼女は第二階かい梯ていなので、これ以上の使用は命じられない。

「ちょっと一休みしよう。僕たちには息抜きが必要だよ」

「さようか。ところでのう、春はる賀がどの。ひとつおねだりしてもよろしいか？」

　急にシャミーラムが持ちかけてきた。

「もし事が上う手まく運んで、この箱船を出られるときが来たら……我にも、その双刀の一ひと太た刀ちをあたえてもらいたいのじゃ」

「でも、そんなことをしたら……」

　ハルにはわかる。彼女はソロモン王とはちがう。

　そんな真ま似ねをすれば、あっけなく消滅するはずだ。自らの『死』を願い出たシャミーラムは初めて、超然とした面持ちをハルに見せた。

　生ける亡者としての『生』に何の未練もない、悟りめいたすがすがしさ──。

　そのような何かと共に、淡あわく微笑ほほえんでいる。

「大殿より死を賜たまわってから、すでに幾千年。我は僭せん主しゆ……竜族の同類である大殿や春賀どのとはちがう。この歳月、只ただ人ひとにはいささか長すぎる。重すぎる」

「…………」

「そろそろ冥めい府ふへの旅支度をととのえてもよい頃じゃろうて」

　まだ、古代の美魔女を一〇〇％信用しているわけではない。

　しかし、この言葉を信じたいという気持ちはある。ハルはうなずこうとした。が、それよりも先に羽純が言う。

「だ、ダメです、それは。自分から冥府へ行くだなんて……」

「なに。今も棺かん桶おけに半分足をつっこんでいるようなものじゃ」

「で……でも。じゃあ、こういうのはどうですかっ？　先せん輩ぱいがソロモンさんの船を手に入れたら、シャミーラムさんが船長さんになって、どこか好きなところへ行かれるとか……」

　言葉を探して、羽純は翻意させようとしている。

　それには答えず、代わりにシャミーラムはこんなことを告げた。

「羽純どのはやさしい娘じゃのう。じゃが、それだけではいかん。もし春賀どののおそばに仕える巫み女ことして、また女神たる『蛇』の代弁者として大成を望むのであれば……ひとつ、越えねばならぬ壁があるぞ」

　いきなりの教えに羽純がきょとんとする。

　対して、古代王国の魔女はあくまで自然体のまま語りかけた。

「なに、そう難儀なことではない。その資質はすでに羽純どのの心にそなわっておる」




　その後、今後のことを相談し、方針を定めて。

　シャミーラムは『ある目的』のため、先に出発した。

　ハルと羽は純ずみの方は隠おん密みつ系の魔術をいくつか重ねがけしてから、移動を開始する。ふたたび縮小させた水み無な月づきの背に乗って、空の旅である。

　ただし、行き先はない。

　このままなんとなく一、二時間ほど身を隠しつつ、飛行を続けるつもりだった。

「先せん輩ぱいはまだ、あの人のことを信じられないんですか？」

「まあ、信じたいとは思うけどねえ」

　己おのれの前にすわる羽純の問いへの、ハルの答えだった。あの人。無論、シャミーラムに決まっている。

「そんなふうに言うってことは、白しら坂さかの方は──」

「わたしは……全然心配していません。シャミーラムさんはとてもいい人だと思います」

　ふたりとも、竜蛇である水無月の胴にまたがっている。

　ハルのすぐ前、先頭にすわっていた羽純はわざわざ振りかえり、にっこりと無む垢くな笑顔を見せてくれた。

　しかし現在、春はる賀が晴はる臣おみは可愛かわいい後輩の保護者役でもある。

　耳に心地よくない現実論も、ときには口にしなければいけない。

「確たる根拠もなしに、印象だけでそういうことを決めるのはよくないよ」

　あえてドライに言うハルだった。

「最悪の事態は常に想定しておかなくちゃ」

「根拠とは言えないかもしれませんが──一応、理由はあります。あの人のことで水無月が何も言ってきませんから」

「水無月が？」

「はい。あの子はあまり信用できない人がわたしのそばに来ると……すぐに警戒してくれるんです。すごく賢いんですよ」

「なるほど、そうきたか」

　にっこり笑う羽純にほだされている内心を隠して、ハルはむっつりうなずいた。

　いかにも少女らしい、印象にもとづく一方的な決めつけである。

　こういう意見には毅き然ぜんと反論すべきなのだが、ここで超自然の存在である『蛇』を持ち出してくるあたりが羽純の非凡なところかもしれない。

　ただ純粋なだけではない。地に足つけた聡そう明めいさもきちんと持ち合わせている……。

「ふふん」

　背後から、ふくみ笑いが聞こえた。

　振りかえれば、いつのまにか和服姿の火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちが実在化していた。縮小した水み無な月づきの背に腰かけて、両足をそろえて宙に投げ出している。

「おまえもなかなか強情で小心だな、小僧」

「それは否定しないけど、用心深いってのも足しといてよ。ところで」

　のんきに論評する元ドラゴンの女王へ、ハルは訊きく。

「あんたはあの人のこと、どう思ってるのさ」

「ん？　べつにどうでもいい。偽りなく本心から手助けするつもりなら、遠慮なく利用するだけのこと。腹に一物ある輩やからなら、そやつが仕掛けた罠わなごと食いちぎるのみ。小僧よ、これが王者の気き概がいというものだ」

「参考にならない意見、本当に助かるよ」

　ハルたちの問答を聞いて、羽は純ずみがくすくす笑っている。それから不意にハッとして、こんなことを口にした。

「あの……さっき言われた『壁を越えないといけない』ですけど、具体的にはどうすればいいんでしょう？」

　白しら坂さか羽純が女神たる『蛇』の代弁者として、大成を望むのであれば。

　そう前置きしての通告だった。羽純は困ったように言う。

「本当に、わたしに素質があると──思いますか？　わたし、魔法とか苦手だし、とてもそんなふうには感じられないです」

「あー……あれか」

「ふん」

　うなずくハルを見て、火之[image: ]具土がにやにやと人の悪い笑顔になった。

「小僧の方はおおかた察しが付いているようだな」

「そういうあんたこそ、その辺のからくりは全部承知しているだろうに」

「えっ!?　おふたりともおわかりなんですかっ？」

　目を丸くして、羽純は感激していた。

「ぜひ教えてください！　わたし、今よりももっと先せん輩ぱいやみなさんのお役に立てるようになりたいんです！」

「うーん……悪いけど、言わないでおくよ」

　もちろん指南することはたやすい。しかし、ハルは肩をすくめた。

　なんでもかんでも世話を焼けばいいというものではない。まあ、教える方は一時的に『上から目線』の心地よさを味わえていいかもしれないが。

　それでかえって教わる方の『理解の深さ』が浅くなる恐れもある。

　若くとも仕事人としてハルはひとかどの力量を持つ。だからこそ突き放した。

「教えられるより、自分で気づいた方がいいことってあるしね」

「そ、そうなんですか」

「うん。仕事とか、スキルに関することでは特に。まあ、心配ないと思うよ」

　後輩が不安そうだったので、ハルはすこし余計に付け足した。

　本当なら不要なコメントなのだが仕方ない。やっぱり可愛かわいい教え子なのだ。

「シャミーラムさん、あんな性格だけど人を見る目はたしかみたいだ。白しら坂さか、君には素質がある──というか、そういうのに向いている性格だと思う」

「は……はい」

　けなげにうなずく羽は純ずみに癒いやされてから、ハルは火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちを見た。

　今のやりとりで気づいたのだ。さっき古代の美魔女がなにげなく口にしたセリフ。今にして思えば、なかなかに深い意味がありそうな──。

「話題を突然変えて恐縮だけど、ひとつ質問。たしか純血種のドラゴンは人間に化けるのをいやがるんだろ？」

　純血種。純粋に生まれたときからドラゴンだった個体。

　対して雑種がいるという。元は人間などドラゴン以外の生き物だった。しかし、のちに魔道の導きによって竜に転生した個体。

　そして今、元ドラゴンの火之[image: ]具土は人間の幼女として実在化している。

「そんな格好をしているあんたは雑種だった……でいいのかな？」

「はて。どうであったか」

「できれば、いつものおとぼけは勘弁して欲しいところだけど」

「とぼけているわけではない。単に覚えておらぬだけだ」

　火之[image: ]具土はいいかげんな答えで傲ごう然ぜんと切り返してきた。

　胸まで張って、なんともえらそうに告げる。

「あまりに昔のことだからな。まあ、いつか思い出すときがあれば、教えてやってもよいだろう。期待せずに待て」

「なるほど……」

　幾千年を生きたか不明の、老ろう獪かいなる元ドラゴン王。

　火之[image: ]具土はにたりと笑ってみせた。今の質問をおかしく思ったようだ。一方、ハルは考えこむ。

　さっきのシャミーラムの言葉はこうだった。

『大殿より死を賜たまわってから、すでに幾千年』

『我は僭せん主しゆ……竜族の同類である大殿や春はる賀がどのとはちがう。この歳月、只ただ人ひとにはいささか長すぎる。重すぎる』

　そんなとき、不意に羽純が言った。

「先せん輩ぱい。水み無な月づきの方はそろそろいいみたいです！」

「みたいだね」

　今、三人でまたがっているエメラルド色の竜蛇型リヴァイアサン。

　その全身から強い魔力がいきなり放たれて、ハルたちの感覚を刺激していた。使い切った疑ぎ似じ神しん格かくの使用回数が回復したのだ。

　ハルはポケットから懐中時計を引っぱりだした。

　八月一八日の一八時頃である。

　夜の到来と共にリヴァイアサンの魔力は回復する。昼夜もさだかでない箱船内部だが、水み無な月づきの体内時計（？）は夜の気配を察したのだ。

　尚なお、ハンニバルとの戦闘は八月一六日の二三時頃に終結した。

　すでに四三時間──二日近くもここに閉じこめられている。

「そろそろソロモン先せん輩ぱいと決着をつけにいこうか」

　ハルは心臓＝心しん金がねに意識を集中した。

　さっき取りもどした紅ぐ蓮れんの女王──ドラゴン王の巨体が顕けん現げんする。焔ほのおをまといつつ水無月のすぐ隣に来て、併走するように同じ速度で飛ひ翔しようする。

「水無月の回復を待つ間に襲撃されなくて、助かったよ」

「シャミーラムさんのおかげですね！」

　羽は純ずみがあいづちを打つ。

　今も別行動中の美魔女には『陽動』をお願いしたのだ。

　夜の到来を待つ一、二時間ほど、ソロモン王とその手下の目を惹ひきつけて、時間稼ぎをして欲しいと。それまでハルたちは隠おん密みつ系の術で身を隠している──。

「あとはやっぱり、女王を取り返したおかげだろうねえ」

　あちらにとっても切り札だった紅蓮の女王。

　戦力的には、これでハルの方が有利……だとは思える。ただし、ここはソロモン王の遺産たる箱船の奥深く。依然として地の利はあちら側にある。

　ともあれ、いよいよ最終局面までハルたちはどうにかこぎつけた。

　もともとの目的地・操そう舵だ室しつへ乗りこむ。そのために水無月と女王に命じて、飛行速度を上げさせるハルたちだった。





　　　　　　　２






　いにしえのイスラエル王ソロモンが遺のこした箱船。

　その内部に広がる〝空〟が具体的にどれほど広いか、ハルも把握していない。とにかく、空全体の中心部に近い空域の一隅へ、ついにたどりついた。

　そこがハルたちの最終目的地だった。

　シャミーラムに教わった、『箱船の操そう舵だ室しつ』である。

「船の形……なんですね」

　羽は純ずみがささやいた。

　彼女とハルはあいかわらず縮小させたままの水み無な月づきに乗っている。

　エメラルド色の竜蛇を先導するのは、紅あかきドラゴン・紅ぐ蓮れんの女王。火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは実在化を解いて、魔銃にもどっている。

　今までとちがい、一行の前に待ち受けるのは空中島ではなかった。

　方形の巨船が空に浮いているのである。

　舳へ先さきから艫ともまでは百数十メートルというところか。船体の幅は三〇メートル程度だ。

「なんだかノアの箱船みたいなサイズだな」

　旧約聖書に出てくる伝説の船。

　有名すぎる名前をハルはつぶやいた。大洪水から逃れるため、ノアとその家族、ありとあらゆる動物たちを乗せていたという。

　そのサイズは『長さ三〇〇キュビト、幅五〇キュビト、高さ三〇キュビト』。

　聖書に記された単位キュビトの正確な長さについては諸説ある。

　だが〝三〇〇×五〇×三〇云うん々ぬん〟はおおむね今、ハルたちの見つめる箱船と同程度の大きさだと言われている……。

　甲かん板ぱんにはマストも船室もない。まったいらだった。

　これは船に見えて、実際はそうにあらず。

　シャミーラムいわく、『ソロモンの箱船を制御するための魔術装置』なのだという。

「やっぱり、無防備ってことはないか！」

　紅蓮の女王ひきいる一行は、あと二〇〇メートルほどで『船』に到達する。

　すると、『船』の周囲を取りまくようにドラゴン──を模した青銅造りの像がいきなり出現したのである。

　これらのドラゴン像は生ける獣のように翼を広げ、飛びはじめる。

　姿とサイズは竜族小型種とよく似ていた。頸くび・胴・四肢なども本物のラプトルさながらに稼働している。只ただの模型ではない。

　魔術によって、かりそめの命を付与された魔法の像ゴーレムにちがいなかった。

　一二体のゴーレムはハルたちの一行を迎え撃つべく、飛来する！

「先せん輩ぱい、水無月を大きくさせましょう！」

「大丈夫。その必要はないよ」

　共に水無月の背にまたがっているハルと羽純。

　操縦士役を果たすべく前にいる後輩が振りかえり、こわばった声で訴えた──が、ハルは落ち着きはらったままだ。

　自分たちを運ぶため、水み無な月づきには体長五メートルほどに縮んでもらっている。

　それを解除する必要はまだない。アーシャのように野生の勘で敵の危険度を悟ったりする特技はないものの、それでもわかることはある。

　一二体のゴーレムたちが放つ魔力、たいした強さではないと。

「さすがのソロモン先せん輩ぱいも、リヴァイアサンに匹敵するような手下を魔術で創造することはできないんだ。女王だけで簡単にかたづくよ」

　かつて、雄敵パヴェル・ガラドは錬金術で強剛な眷けん属ぞくたちを造り出した。

　が、生前は『まだ人間』の域にとどまっていたソロモン王。やはり、そこまでの魔ま導どう力は得られなかったのだ。

　その差を埋めるため、リヴァイアサン錬れん成せいの術式を開発したのだろう。

　確信するハルの目の前で、紅ぐ蓮れんの女王はまず口から火を吐き出した。竜りゆう王おう級の肉体が放つ焔ほのおは大きく空中に広がり、灼しやく熱ねつをまき散らす。

　この火に呑のみ込こまれて、ゴーレム一二体の全すべてが燃え尽きた。

　一瞬の出来事である。焔のなかで耐火のために悪あがきをする間もなく、『じゅっ！』という音を立てて、蒸発していったのだ。

「ま、向こうも亡霊になっているわけだし、生きてた頃の絶頂期よりもだいぶ衰えているだろうしね……」

　真っ向勝負を挑んでも、そうそう苦境に陥おちいらないはず。

　その予測を確信に変えつつ、ハルはひそかに思う。だから──先輩は何か奇策を立てて、反撃してくるはずだけど……。

　ともあれ障害を排除して、ハルたちは『船』へ近づく。

　ハドソン川に降りてきた箱船本体と同じく、この制御装置も木造船だった。

　紅蓮の女王、そして縮小化を解いた水無月が船のまわりで衛星のように護衛につく。そうして、ついにハルと羽は純ずみは木造の甲かん板ぱんへ降り立った。

「じゃあ、はじめようか」

　甲板のまんなかあたりで、ハルは魔銃を呼び出した。

　射撃ではなく、検索するためだった。

　銃の形をした『魔導の杖』に秘められし、ルルク・ソウンの秘密の数々……。

　なかでも太古の昔より竜族が継承してきた呪じゆ文もん書しよを高速で探り、〝使える呪文〟に目星をつける。

「これだ」

　ハルは魔銃を一撫なでして、心臓から魔力を引き出した。

　その直後、木造船の甲板にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一三個も顕あらわれる。

　意味は《支配権奪取》。魔導器マジツク・アイテムや使い魔フアミリアなどの支配権コントロールを奪い取り、我がものにしてしまう──。

　それがこの術の要よう訣けつだった。

　同じ術を使って、ソロモン王は幾度も紅ぐ蓮れんの女王を奪ってきた。

　今度はこちらがやり返す番だろう。しかし。

「術のかかりが妙に遅いな」

　これで一気にソロモンの箱船をシージャックと思いきや。

　ハルは眉まゆをひそめた。まだ三〇％程度しか支配権を奪えていないと、魔銃が教えてくれる。残り七〇％は依然としてソロモン王のものだ。

　が、三一％、三二％とすこしずつ支配率は上がっているところ。

　なんでだろう？　いぶかしんで再検索する。

　すぐに《対抗呪じゆ文もん》の秘ひ文も字じが見つかった。特定の呪文を防ぐ、それが無理ならば影響をできるだけ受けにくくする。

　対魔術防御を目的とする、ルルク・ソウンの秘術だった。

「ソロモン先せん輩ぱいはこれを前もって、制御装置にかけておいたのか」

　自分の真ま似ねをされたときにそなえて、抜け目なく。

　さすが古代の大魔術師、力は互角でも駆け引きではまだあちらの方が上だ。とはいえ、いい術を教わった。

　ハルはふたたび魔銃を撫なでて、紅蓮の女王を見つめる。

　紅あかきドラゴンの頭上に四個の秘文字が顕あらわれた。《対抗呪文》である。

　また隙すきを突かれても、これで女王を守り切れるだろう。思わぬところで魔法戦闘のテクニックをひとつ知ることができた。

「こういう術比べっぽいの、考えてみたら初めてかもな」

「すごいです、先輩。本当に──と言うと変ですけど、本当に魔法使いみたいです」

　つぶやくハルへ、隣にいた羽は純ずみが言う。

　本当の魔法使いみたい。意味を察して、ハルは苦笑した。

　たしかに、今まで春はる賀が晴はる臣おみの使ってきた《S.A.U.R.U.サウル》の魔術はどれも地味であり、ふつうの人が想像する『魔法！』のイメージとは微妙にちがう。

　しかし、ルルク・ソウンの叡えい智ちは決して深入りしたい学問ではない。

　思わずハルはぼやいた。

「この手の知識とか経験値、あまり集めたくないんだけどねえ」

「えっ？　どうしてなんですか？　魔法の使い方が上達するのって、すごく素敵なことに思えますけど」

「それだけじゃすまないから厄やつ介かいな話なんだ」

　箱船の支配権を一〇〇％奪うまで、まだ二〇分以上かかるだろうか？

　その間にソロモン先せん輩ぱいがこちらへ来るだろうなと考えつつ、なかば上うわの空そらで羽は純ずみに答えてから……ハルはハッとした。

　自分は今、明らかに失言したのかもしれない。

　ずっと隠してきた〝あの秘密〟を明るみに出す一言だった。

　しかも相手は白しら坂さか羽純──いつもハルの言葉を真剣に聞いて、メモまで取って、復習まで欠かさない少女に、今の発言はうかつすぎたか……。

　羽純が聞き流していることに期待して。

　ハルはおそるおそる彼女の顔色をうかがってみた。

「それだけじゃすまないって、どういう意味でしょう……？」

　ダメだった。羽純はひどく不安そうにハルを見つめている。

　何か適当な言いわけで煙に巻こうか？

　しかし、織おり姫ひめにはとっくに知られている。ルナ・フランソワも竜りゆう弑ごろしを持つリスクについて、すでに疑惑を抱いている。

　そしてアーシャは──

　春はる賀が晴はる臣おみの幼なじみは、もしかしたら。

　野生の勘と腐れ縁の神通力をめいっぱい駆使して、なんとなく何かありそうだくらいには察しをつけていて、あえて口には出さないのかもしれない。いや、本当に気づいてないという線も十分にありそうだが。

　ともあれ、ハルはため息をついた。

　ルルク・ソウンの魔術を使えるほどに、僭せん主しゆとしてレベルアップしてしまった。

　そろそろ潮時かもしれない。朗報だけでなく『悪い報しらせ』もカミングアウトする……。

「実はねえ」

　できるだけ気楽そうに聞こえることを祈って、ハルは言った。

「このまま力が強くなっていくと、僕はドラゴンになっちゃうらしいんだ」
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　かつて、黒衣の男ソフォクレスはハルに語った。

『水と空と大地を征することが、竜弑しの継承者を強くする』

『版はん図とが増えるほどに君は力を増し、竜りゆう王おうへ近づいていく』

『実はだな。かつては竜ならざる生き物であった雑種の竜は──意外と多い』

　竜弑しのゲーム・王への道についての淡々とした説明。それと合わせて、ハル＝僭主がドラゴン化する可能性も教えられた。

　そして、今はソロモンの箱船内部に広がる大空のなか。

　こんなところに来るとは夢にも思わなかった木造船の甲かん板ぱんで、ハルはひととおりのことを羽は純ずみにも伝えた。

　かつてソフォクレスが春はる賀が晴はる臣おみにそうしたように。

「あとどのくらいでリーチがかかるのかはわからないけど」

　ハルは服の袖を肘ひじまでめくり、右手を羽純へ突き出した。

　腕全体をガラスでコーティングしたかのような光沢がある。さわれば金属に似た、硬質の感触をたしかめられる。

　以前、織おり姫ひめにも気づかれた〝肉体の変化〟である。

　息をのむ後輩の前で肩をすくめて、ハルは袖をもどした。

「今のところ順調にレベルアップが進んでいるからね。そろそろ気をつけていかないとダメだと思う」

　聞き役の羽純はメモを取ることもできず、呆ぼう然ぜんとしている。

　やはり衝撃だったのだろう。まあ、ハル自身は竜りゆう弑ごろしのルーンを継承した直後からリスクの存在を疑っていたので、決して意外な情報ではなかったのだが。

「まあ、考え方によってはさ」

　言葉を失っている羽純に代わり、ハルはひとりで話を続けた。

　沈黙が妙に気まずく、重く感じられたせいだ。

「たいしたリスクじゃないとも言えるよ。ほら、ドラゴンになったあとでも人間の姿に変身できるんだし。雪ゆき風かぜの姫がそうだし、ハンニバルも、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちだってそうだ。あの連中、どれが本当の姿か、わからないくらいだよ」

「あ、あの」

　ようやく羽純が口を開いた。ハルの軽口よりも遥はるかに不安げな口調だ。

「先せん輩ぱいは本当にそう思っていたら、ここまでドラゴンになることを隠さないような……そんな気がします」

「…………」

「もしかして、まだ何か隠しているんですか？　ドラゴンに変わる以外にも、すごく大変なことが起きるとか!?」

　さすがに羽純は聡さとい。世間知らずであっても本質的に賢い少女なのだ。

　最大の問題点を鋭く指摘されて、ハルは参った。できれば最後まで秘密にしておきたかったが──否いな。

　たぶん、そうではない。むしろ逆か。

　己おのれのメンタルの弱い部分をハルは自覚した。

　自分はおそらく、このことを誰かに話したかったのだ。だから今、ため息まじりに口を開いて、歳下の少女に仮説を語ろうとしている……。

「さっき火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちはこう言った。『大昔のことはわからない。自分がもともとドラゴンだったか人間だったかは覚えていない』って」

　静かにハルは言った。

「僕の予想だと、あいつはもともと人間だったはずだよ。そして──その頃の記憶を失ったんだと思う。竜りゆう王おうになる前か、竜王になったあとかはわからないけど、ドラゴンとしての能力がレベルアップするにつれて……」

「き、記憶喪失──なんですか？」

　羽は純ずみがびっくりしている。ハルは肩をすくめた。

「どうかな？　むしろ僕らが子供時代のことを自然と忘れていくノリで、だんだんと人間だった頃のことを忘れていったのかもしれない。白しら坂さかだって、赤ん坊時代の記憶をきれいさっぱり忘れてるだろう？」

「は、はい」

「つまり、そういうことなんだと思う」

　雑種の竜王（そして僭せん主しゆ）にとって、人間時代は『幼年期』なのだろう。

　なにしろ、彼らはその後も幾百・幾千・幾万年にもおよぶ歳月を生きる超存在だ。たかだか数十年の人生経験など、一瞬にも等しいはずだ。

　だから忘れる。自然の成りゆきとして人間時代を忘れてしまう。

　さらに『かつては人間だった』自覚もうすれて、時を経へるうちに──すこしずつメンタリティが変化を遂げていくのではないか。

　人間から元人間へ。よりドラゴンに近しいパーソナリティーへ。

　もともとの性格から人間らしさが徐々に抜け落ちていき、やがて彼らはより怪物的な人格を完成させる。

　そう。竜王──ドラゴン族の王者たるにふわさしい人格を。

　その果てに紅あかきハンニバルの豪放さ、雪ゆき風かぜの姫の稚ち気きとカリスマ、火之[image: ]具土の不ふ遜そんさなどが醸じよう成せいされたのではないか……。

　ハルは淡々と、この仮説を羽純相手に語った。

　ずっと以前から、そういう可能性をひそかに疑ってきたのだ。

「さっきシャミーラムさんは僭主のことを『竜族の同類』と言っていた。まだ僕の肉体は人間のままだっていうのに」

「…………」

「だから、それはたぶん精神のことなんだよ。ふつうの人間が何千年も生きつづけたら発狂したっておかしくない。でも、僕らは人間だったという過去と自覚を忘れることで、とんでもない長さの年月をつつがなく生きていく──ドラゴンとしてね」

「……で、でも」

　なんとか声と思案を振りしぼったらしく、羽は純ずみが口をはさむ。

「それは全部、先せん輩ぱいの想像ですよね？」

「まあね」

「じゃあ、ちがっている可能性もありますよ！」

「でも、そうじゃないとつじつまが合わないんだ。いろんな状況証しよう拠こからハンニバルとか雪ゆき風かぜの姫が『雑種』だってことはほぼ決定的だけど……。ほら、あいつらはまちがいなく人間を『異種族』として見ている」

　彼らの言動を思い出す。

　人間出身であるはずなのに、ハンニバルは人類の文化へ無邪気な好奇心を寄せつつも、あくまで異種族としてあつかう。雪風の姫だって似たようなものだ。

　春はる賀が晴はる臣おみもいずれそうなるのかもしれない。

「僕のドラゴン化が進んで──」

　ハルはつぶやいた。

「肉体だけじゃなくて、精神にまで変化がおよんだら……今までの一五、六年をきれいさっぱり忘れちゃうのかもしれないな。白しら坂さかのことも、アーシャも、十じゆう條じよう地じも、ルナのこともわからなくなって、みんなとのつきあいも全部忘れて」

　人づきあいに熱心ではない、恬てん淡たんとした性格である。

　そんなハルであっても、あらゆる友人知ち己きとの交わりをきれいに失い、戦闘種族であるドラゴン族のひとりとして再スタートを切るというのは──

　どうにも気の滅め入いる未来予想図だ。

　はあ。軽くため息をついて、かぶりを振る。

　こんなときにかぎって、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは出てこないまま。『ちがう』とは言わない……つまり遠まわしにハルの予測を正しいと認めているのか。

「じ、じゃあ、もしかして」

　羽純がおずおずと言った。

「ルナさんみたいに素敵な人から告白されたのに、はっきりお返事しないのは──いずれドラゴンになって、記憶がなくなるかもしれないからですか？」

「うーん……かもしれないねえ」

　せっかくいい仲になっても、相手にそんな不都合をもたらすのでは。

　なかなかに問題があるのではないか……。

　こうして羽純に指摘されてみると、たしかに『それはダメだな』と自分でも思える。あまり自覚はなかったが、そういう想おもいが足かせになっていたのかもしれない。

　考えこむハルへ羽純がさらに加える。

　しかも、予想だにしなかった方向からの一撃を。

「あと、ちがっていたら、すいません。先せん輩ぱいは姉さまと好き合っている……ような感じですけど。おつきあいをはじめる様子じゃないのも──やっぱり」

「!?」

　新たな爆弾を投じられて、ハルはたじろいだ。

　例の『チーム内恋愛はいろいろまずい』理論にもとづき、いやいや僕と十じゆう條じよう地じはそんな関係じゃ断じてないよ──と言おうとして。

　羽は純ずみのまっすぐな瞳ひとみを前に、返事もごまかしも口にできなくなった。

「まあ、その、なんというか」

　とはいえ、ここで熱弁をふるえるほど、こういう問題に慣れていない。

　しどろもどろになりつつ、必死に言葉を探す。

「僕が十條地に対してある種の特殊な感情を抱いていることは、まあ否定できない一事実であると言えなくもない、かもしれないね、うん。この問題のもう一方の当事者である十條地の側にも僕に対して通常の男友達の範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつする類たぐいの感情を確認できる……ようなサムシングがあるような、というかあるかなーと言える状況も……」

「ええと。つまり……おたがいの気持ちはわかり合っている関係なんですね？」

「あ、うん、そんな感じ」

　あっさり要約されて、ハルはぎくしゃくとうなずいた。

　本当は〝もうすこし〟進展が見られるのだが、さすがにそんな報告を年下の後輩へするのは気恥ずかしい。

　それに、織おり姫ひめの方も従姉妹いとこには秘密にしておきたいと思うかもしれない。

　軽々しい発言を避けてから、なんとか羽純と向き合う。

「ていうかね白しら坂さか、君はいつから僕らの〝そういうの〟に気づいてたんだ？」

「夏休みの前くらいからだと思います」

　え、そんな頃からとたじろぐハルの前で、羽純はささやく。

「わたし、姉さまのことも先輩のことも大好きですから、ふたりのことをよく見ていて……それで先輩たちがいっしょのときとか、すごくいい雰囲気だなあって思いましたし」

「へ、へえ」

「なんだか姉さまと先輩、距離が近いなあとか。春先と今ではいっしょにいるときの感じが全然ちがうなあ、みたいにも」

「そ、そうだったのか」

　ハルはぎくりとした。そんな頃から僕らは『変な感じ』だったのかと。

　しかし、考えてみればルナは例の告白後、真っ先に織姫をライバルだと宣言していたし、学校の連中にも妙なうわさを流されつづけていた……。

　気づいてなかったのは、女子力の低いアーシャくらいだったのでは？

　恥ずかしさにハルは愕がく然ぜんとした。

「それで先せん輩ぱいは……姉さまとのことをどうされるんでしょう？」

　一方、羽は純ずみはひっそりとつぶやく。

　なぜか切なげに、恐れのいりまじる面持ちで。

「もしかして正式に、恋人同士としておつきあいをはじめるとか──」

「…………」

　真正面から問われて、ハルは困惑した。

『わたし、春はる賀がくんのこと好きでもいい？　やっぱりチーム内の恋愛はだめ？』

『い、いいに決まってるじゃないか十じゆう條じよう地じ！』

　そうだった。織おり姫ひめとこの問答をしたのは記憶に新しい。

　しかし、あのときの言葉がもっとストレートで具体的だったら。たとえばルナのように『まず恋人からはじめて、将来のことも真剣に考えましょう？』だったら。

　自分はイエスと即答できただろうか？

　さっきルナのことを訊きかれたときと、同じ逡しゆん巡じゆんが首をもたげてくる。

　さて──春賀晴はる臣おみはいつまで人間としての人格と自覚を保てるのだろう、と。

「そりゃあ好きでいてもらえるのは、とてもうれしいけど。僕みたいなのがふつうの女の子とそういう関係になっても……いいのかねえ？」

　思うところを素直につぶやく。

「まあ、こういうケースでは考えなしに最後まで突っ走るのが、動物的にも恋愛学的にも正解なのかもしれないけど」

　もちろん、残り時間がすくないからこそ燃えあがる恋愛もあるだろう。

　しかし。

　残念ながら、そうするにはいささか理性的すぎるハルだった。よくも悪くもいろいろなことを考えすぎる性分なのだ。

　そんな述じゆつ懐かいをする『今のところはまだ人間』へ、羽純がけなげに言ってくれる。

「で、でも、先輩はいちばん大変な役目を受け持っている人ですから……こ、恋人とか家族の支えとかがいちばん必要な人だと思いますっ」

「いやいや」

　正直な心情を語るうちに、ハルは気持ちの整理がついてきた。

「そういう恋とか愛を人生の最優先事項にするのは、やっぱり僕の柄がらじゃないよ。ルナと十條地の気持ちは本当にありがたく受け取るけど、人間関係としては今までどおり『只ただのお友達じゃないけど、おつきあいに至る一歩手前』くらいがいいんじゃないかな」

「そんな風に自分を抑え込まないでください──んんっ」

「白しら坂さか!?」

　急に羽は純ずみがみぞおち付近を押さえて、しゃがみこんだ。

　必死に腹痛を堪こらえているらしく、可愛かわいらしい顔をゆがめて、冷や汗を浮かべている。ハルはさっきの出来事を思い出した。

　またしてもストレス性の胃痛、なのだろうか？

「一体どうしたんだい？」

「わかりません……。先せん輩ぱいが姉さまと、あとルナさんとおつきあいすることを考えていたら、急におなかが痛くなってきて」

「バカだなあ。そうはならないって言ったばかりだろう？」

「だ、ダメですっ。わたし、先輩はもっと楽しい思い出も作らなきゃダメだと思います。ドラゴンの秘ひ文も字じを手に入れてからは夜もあまり寝ないで、今後にそなえての準備とか、お仕事とかでずっといそがしいですし……」

　人間としての自覚を失い、ドラゴンになってしまう前に。

　そう付け足さなかったのは羽純の配慮だと、ハルにはすぐにわかった。

　突然の腹痛に苦しみながらも他人を精一杯気づかおうとする。いかにも羽純らしい心ばえのやさしさに思わず感動したとき。

「くくくく」

　天使とは真逆の悪魔っぽい笑声を聞いた。

　ついに火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちが実在化して、ハルたちをにやにやと眺めてみせたのである。

「安心しろ、羽純よ。あれこれ理屈をつける小僧だがな……所しよ詮せんはこやつも男。それもかなりの助平根性を隠し持つ男だ」

　いきなりの胡う乱ろんすぎる発言だった。

「現にこやつ、織おり姫ひめと申す巫み女ことはすでに接せつ吻ぷんを済ませておる」

「ええっ!?　ルナさんともこの間──していましたよね!?」

　訳知り顔で密告する火之[image: ]具土に、仰天する羽純。

　プライバシーの侵害を訴えたいハルだが、自称悪魔の演説はまだ続く。

「ま、つまり、あちこちこじらせている性根のひねくれた男であっても、肉欲にはあらがえないということだな」

「に──にくよく。すいません、その言葉がわからないです……」

　Ｒ15指定のかかりそうな単語に、羽純が首をかしげる。

「お肉を食べたい欲求、という意味でしょうか？」

「当たらずとも遠からずだ。いい勘をしている。あとで辞書とやらをひいておけ」

「は、はいっ」

「ダメだ白しら坂さか、そんな言葉を調べたら！　あ、あんたも変なことを教えないでくれ！」

「変なことではない。おまえの行く末にかかわる大事だぞ、小僧」

　ハルのクレームに対して、にやにやと火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは笑う。

　この場を引っかきまわすために、タイミングをはかっていたらしい。しかも、元ドラゴンの女王は悠然と付け加える。

「おまえの仮説とやら──当たりか否いなかはわからん。いまだ竜りゆう王おうならざる僭せん主しゆであった頃のことなど、妾わらわはとっくに忘れているからな」

「だと思ったよ」

「だが……雪ゆき風かぜの小娘はたしかにかつて人間だった」

「やっぱり」

「そこを踏まえて、おまえの話を思い返すと──ふふふふ。たしかにうなずける節があちこちにある。認めてやるぞ小僧、なかなか面白いところに目をつけた。かつての女王として、その慧けい眼がんを誉ほめたたえてやろう」

「誉められても全然うれしくないけどね……」

　きわめて珍しい元竜王からの賞賛にも、まったくよろこべない。

　ぼやき顔のハルをにやにやと笑ってから、火之[image: ]具土は羽は純ずみへと向き直る。

「そして羽純よ。おまえはこの小僧にこう求めたいのだな？　すこしは人として〝まとも〟になれ、と」

「そ、そこまでは……。ただ、もっと楽しく生きて欲しいなって」

「同じ意味だ。おまえも気づいているとおり、こやつは目的を果たすためなら人並みの暮らしなど歯牙にもかけず、ひたすら我が身を削る類たぐいの男だからな」

　嘲あざけるような指摘だった。

　だが、ハルは「うっ」と言葉に詰まった。

　さすが元女王というべきか。意外と鋭く、春はる賀が晴はる臣おみの人間性を見ている。

　たしかに──たくさんの友人・自じ堕だ落らくな放課後・ＳＮＳでの人づきあい・きれいな家・あたたかい食事・十二分な睡眠時間・家族のぬくもり・団らん・週末のデート……そういったリア充的な幸福要因に背を向けて、ハルは仕事中毒ワーカホリツクともいえる集中力で課題ミツシヨンに取り組む人間だった。

　楽をするための努力は惜しまないのがハルの流儀。

　だが、それは逆を言うと、成功のための苦労をいとわない気質でもある。

「はい。先せん輩ぱい、すぐに自分のことをおろそかにするから心配で……」

「そのような輩やからでも助平根性を内に秘めた男である限り──」

　和服を着た幼女の顔で、火之[image: ]具土がほくそ笑む。

「あらがうことのむずかしい誘惑がある。あやつがおまえの従姉妹いとことこっそり接せつ吻ぷんまでしていたように」

　ハルの身を案じて心配顔になる羽純への、胡う乱ろんな教えであった。

　それはエデンの園で無む垢くな心のままアダムと共に暮らすイブへ、『知恵と欲望』を吹きこむサタンのささやきにも似ていた。

「ど、どういう誘惑でしょう？」

「たとえば、おまえの従姉妹いとこがご自慢の体を差し出して、一夜の情事を迫るとか」

「!?」

「それで足りなければ、ルナとかいう小娘も同じことをするとか」

「ルナさんも!?」

「そこまでしてもああだこうだと能書きをたれるのなら、羽は純ずみよ、おまえもいっしょに迫ってやるといい」

「わわわわわわたしも、ですか!?」

「ま、待ってくれよ。白しら坂さかに何をやらせるつもりなんだ!?」

　問題発言の連続に呆ぼう然ぜんとする羽純に代わって、ハルは叫んだ。対して火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは傲ごう然ぜんと胸を張り、にやにやと言う。

「いろいろ面白くなりそうだと思ってな。色恋の道を指南してやる気になった」

「やっぱりそういう魂こん胆たんか！」

「おまえにとっても損になる話じゃない。すこし黙っていろ」

「できるか！　天使のような白坂の心に変な考えを吹きこまないでくれ！」

　後輩の純潔なる清らかさを守れるのは自分しかいない。

　義憤にかられて、ハルは悪魔の化身である幼女へ食ってかかった。また、羽純の方にも声をかける。

「大体、白坂は僕をそんな対象として見てないだろう？」

「えっ？　どういう対象でしょう？」

　羽純がきょとんとしている。ハルはもっと丁寧に訊きいた。

「つまり恋愛対象とか、男女の仲になるような相手として」

「えっと、あの、それは……もちろん先せん輩ぱいのことは大好きです。ずっと仲良くしていただきたいと思ってますし、こういうお兄さまがいたらいいなって思いますけど。そ、その、おつきあいしたいとか結婚とかは考えたことがなくて……」

　予想どおり、羽純が否定しにかかる。

　ハルはうなずいた。そうなのだ。自分たちの関係はあくまでプラトニックに先輩・後輩からはじまって、擬似的な兄妹あたりに収まるべきなのだ。

　……いや、まあ。

　本当に恋愛対象として見てもらえるなら、最高にうれしい話ではあるが。

　そんなハルをよそに、火之[image: ]具土は少女へ問う。

「なるほど、今まではなかったのだな。では、今はどうだ？」

「えっ？」

「羽は純ずみよ。紅あかき炎えん帝てい……当節で言う〝はんにばる〟と戦って以来、よく腹を痛くしているようだが。そういうとき、おまえは小僧のことを考えているのだろう？」

「は、はい。先せん輩ぱいと姉さまのこととかを」

「ふふふふ。無む垢くな小娘もついに嫉しつ妬とを覚えたか。まあ、憎からず思っていた男の掌てのひらと心しん金がねを魔道の絆きずなで結ばれては情欲の火種も燃えあがろうというもの……」

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは、まるで羽純がハルを慕っているように言う。

　羽純もハルの方をちらっと見てから、すぐにうつむいてしまう。自分の気持ちに整理がつかず、恥ずかしいとでもいうように。

　なんだろう？　ハルは混乱してきた。

　白しら坂さかが僕のことを本当に意識しているような雰囲気じゃないか──。

「ところで小僧」

　困惑していたハルへ、不意に火之[image: ]具土は言った。

「仮説とやらが正しければ、おまえの頭にも〝人としての記憶と自覚がうすれる〟とかいう症状が起きてもおかしくないはずだな？」

　たしかめてやろうと幼女の顔が笑っている。

「ふふふふ。あのアーシャとかいう娘、古ふるいつきあいなのだろう？　あやつと初めて会ったのはいつ、どこでだ？　そのとき、いっしょに何をした？」

「いきなりすぎる質問だろ、それは」

　脈絡のない話題の転換にハルは愚ぐ痴ちる。

　しかし、羽純との気まずさをごまかすにはちょうどいい会話だ。

「あれはたしか一一年前、僕らが五歳のときだ。ふたりで……どこだったかヨーロッパの町で迷子になって、ハンバーガーだかホットドッグを分け合ったんだ。あのときお金を出したのは僕とアーシャのどっちだったかな？」

　すらすらとハルは答える。

　しっかり覚えていることなので、何のよどみもない。

「とりあえず、僕の頭はまだ何も問題ないようだよ」

「そのようだな。とっととなまくらになっていれば面白いものを」

　憎まれ口をたたき合うハルと火之[image: ]具土。

　それを聞く羽純は困惑気味に小首をかしげている。ハルたちの不謹慎さについていけないのかもしれない。

　そんな後輩へフォローを入れようとした瞬間だった。

　ハルたちがいる木造船の甲かん板ぱん──その上空に、七二体もの竜のシルエットがいきなり出現したのである。もちろん蛇じや霊れい体たいたちだった。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　例の合唱じみたもの悲しい歌を、蛇じや霊れい体たいたちは謡うたいはじめた。

　ついにソロモン王も『最後の山場』へ到達したのだ。





　　　　　　　４






　最後の敵が到来したのを見て、ハルは後輩に目配せした。

　おしゃべりは中断、いよいよ決戦のはじまり──そのサインに羽は純ずみはこくりと即座にうなずいてくれた。

　ハルたちは今、ソロモンの箱船を制御するための装置の上にいる。

　木造船の形をした制御装置のまわりを警護するように、羽純のパートナー・水み無な月づきは悠々と泳ぎまわっていた。

　エメラルド色の竜蛇型リヴァイアサンへ、羽純は可か憐れんな声で呼びかける。

「水無月、おねがいね！」

　ハルたちの頭上一〇メートルほどに、水無月がやってきた。

　狩りをはじめた毒蛇のように鎌かま首くびをもたげて、遥はるか上空をにらんだ。

　そのあたりをソロモンに仕える七二匹の蛇霊体たちが群れ飛んでいる。ここから二、三〇〇メートルほど高度は上だろうか。

　蛇霊体たちの飛行は決して一糸乱れぬものではない。

　各自ばらばらに、空に楕だ円えんを描くようにして旋回を繰りかえしている。

　いつもソロモン王をバックアップするときに見せる、おきまりの動きだった。ハルも負けじと眷けん属ぞくに指示を出す。

「女王はこっちに。僕たちのそばへ」

　やはり木造船のまわりを警護のために飛んでいた、紅ぐ蓮れんの女王。

　紅あかきドラゴン王はハルたちのすぐそば──木造船の甲かん板ぱんに降り立った。船体の長さは百数十メートルの巨船なので、ドラゴンであっても問題ない。

　火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちはすばやく姿を消した。魔銃のなかにもどったのだ。

　これでこちらは迎撃準備を万端に済ませた。一方、ソロモン王の陣営はといえば、いきなり今までと趣向を変えてきた。

『……さすが、我が遺産の鍵かぎを手にした者というべきか』

　重厚にして威厳あふれる男性の声が天にとどろく。

　まるで雷鳴だった。ただし、ソロモン王の結界内部はあいかわらず無限に青空が広がる空間ではあるのだが。

『……ここまで手こずらされるとは思っていなかったぞ、弓使いよ』

「つまり、あんたがソロモン先せん輩ぱいってことでいいのかな？」

『……いかにも』

　短く答える声までもが重々しく、いんいんと天にとどろき渡る。

　姿を見せないとはいえ、なかなか凝こった演出だろう。

　これが日本のアニメなら、超大御所クラスのベテラン男性声優をキャスティングしたような美声だ。とにかく渋い。出演料ギヤラも高そうだ。

「ま、まるで神様みたいですねっ」

　不届きな感想を抱く先輩とちがい、羽は純ずみは心から感服している面持ちだ。

　対して、ハルはいつもどおりの顔でうなずく。

「うん。この演出の元ネタはまさにそこだと思うよ。天にまします唯一神の声をありがたく頂戴する預言者……イエス・キリストの登場前、旧約聖書なんかではおなじみのシチュエーションだ。バリエーションもいろいろある」

　割とのんきに、うんちくを語る。

「旧約聖書はそもそもソロモン先輩の治めた古代イスラエルの民──ユダヤ人の祖先について記した物語だ。彼らは民族の系統でいうとセム族に属するわけだけど、セム族系の神話に登場する天空神たちこそが旧約の『神』の源流なんだ。聖書では悪魔とされるバアルも、本当はユダヤじゃないセム族系の天空神、しかも主神クラスでね。そういう古代宗教の痕こん跡せき、実は旧約・新約どちらの聖書にもあちこちに残されている」

「は、はい」

　羽純はうなずいてくれたが、明らかにとまどっている。

　ハルの落ち着きが不可解なのだろう。対して、ふたたび天から降ってきた美声はどこか愉快そうであった。

『……大王たる我の知らぬ知識を語るか、後世の僭せん主しゆよ。なかなかの余裕だな』

「そりゃあねえ。先輩のバックグラウンドは僕と同じ……人間以上竜りゆう王おう未満の半端者だし。ハンニバルあたりと比べたら、すこしは気も楽になるよ」

　軽口をたたきながらも、もちろん気は抜けない。

　同等の力量同士の対決なのだ。油断すれば足下をすくわれる。だが、それでも──自分で言ったとおり、精神的に余裕がある。

　激戦をくぐり抜けてきた経験値ゆえだとすれば、いやな話であったが。

　ともあれ、戦闘種族とは真逆の文系男子でありながら、ハルは天の声と対たい峙じする。

「あんたの狙ねらい、ベタに僕の体を乗っ取ることか？」

『……左様。大王たる我の遺産にたどり着くほどの僭主がいれば──その肉体と竜りゆう弑ごろしを奪い、我が王国再建の足がかりとする……そのつもりであった』

　まったく予測と同じだったので、ハルは肩をすくめた。

　とはいえ、これは現代人ゆえの感想だろう。紀元前の人間としては画期的な発想で復活計画を企てたソロモン王、悪びれずに言う。

『……が、汝なんじは手て強ごわい。苦労をかけさせてくれるな』

「仕方ないよ、僕よりレベルが低いのはここまで到達できないだろうし。竜りゆう王おうさまたちが相手なら、逆に先せん輩ぱいだってかなわないだろうし。ところでさ」

　ハルは話を変えた。

「実はちょっと期待しているんだ」

『……ほう、何を？』

「こうして真正面から出てきて、僕と言葉まで交わしてくれるってことは──いよいよ不意打ちのネタも切れたのかなって」

『…………』

「ああいう化ばかし合いの方が僕の性しようには合ってるんだけど、そろそろ地上も恋しいし、直接対決で幕引きしたいんだよね」

『……ならば刮かつ目もくして見よ、弓使い』

　ほくそ笑みながら、大王ソロモンの亡霊は告げる。

『……汝を打倒するために、大王たる我が考え出した最後の奇策だ。ふふふふ……星海の秘録より見いだしたる正義と清浄の印よ』

「えっ!?」

「先輩、あれ!?」

　ハルと羽は純ずみは愕がく然ぜんとした。

　ソロモン王の呼びかけに応こたえて、輝く五ご芒ぼうの星が顕あらわれたのだ。そう。黒い焔ほのおが軌跡を描きながら天翔かけて、巨大な刻印を空に描いてみせたのである。

　現代の魔術関係者にとっても、おなじみといえる〝あの五ご芒ぼう星せい〟を。

『……我が呼びかけに、魔神の生誕をもって応じよ。我ソロモンは新たなる下僕の降臨をここに願う。我は求め──訴えたり！』

　ふたりの現代人の前で、五芒星は『∞』の形へと姿を変えたあと。

　そのまま、さらに魔ま獣じゆうの巨体へと変化を遂げる。ドラゴンだった。しかも、紅ぐ蓮れんの女王とうりふたつの形状である。

　ただし、焔をまとう紅あかき竜王に対して、新たな女王は黒かった。

　体表色が黒蓮のごとき〝黒〟なのだ。そして、その身にまとう焔の色も漆黒。名付けるならば、漆黒の偽女王というところか。

「この手があったか……さすがソロモン先輩」

　感心して、ハルはつぶやいた。

「リヴァイアサン錬れん成せいの術を編み出した元祖だもんな。しかも、いきなり『蛇』を誕生させるだけじゃなくて──僕の女王をコピーまでして！」

　知る人ぞ知る魔ま導どうの呪じゆ文もん・我は求め、訴えたりエロイム・エツサイム。

　この聖句によって生み出された偽女王は雄々しく、高々と咆ほう哮こうする。

　オオオオオオオォォォォォォォォォオオオオオオオッ！

　びりびりと大気が震える。紅ぐ蓮れんの女王にも見劣りしない力強さだった。

　ハルは魔力の流れを感じて、見抜いた。遥はるか上空を群れ飛ぶ蛇じや霊れい体たいたちが魔力を捧ささげて、偽女王の動力源となっている。

　ハルの心臓と同期している紅蓮の女王と、魔術的なパワーは互角か。

『……汝なんじの申したとおりだ、弓使い』

　激しい咆哮のあと、偽女王は言い放つ。

『かくなるうえは大王たる我と汝、いずれの力が上かをはっきりさせることが決着の道。勝負と参ろうか！』

　黒きドラゴンの顎あぎとから出てきたのは、ソロモン王の美声だった。

　彼は自ら生み出した古代式リヴァイアサンに憑ひよう依いしたのだ。ハルと女王に挑み、今度こそ正面から撃破するために。

「先せん輩ぱい。ものすごく強そうですね……」

「うん。ただ、そんなに長持ちはしないはずだよ。僕らの女王だって、前はすぐに崩壊していただろう」

　不安そうな羽は純ずみを力づけるため、ハルは言った。

　所しよ詮せんはコピー品。オリジナルと同等以上のスペックを持つはずがない。ただし──崩壊するまで二、三〇分くらいはかかりそうな印象だ。

　長くはないが、短すぎもしない。その間に戦闘を終わらせることもできる。

「切り札には切り札で対抗するのがいちばんか……」

　上空から漆黒の偽女王が降下をはじめた。

　もちろん、ハルたちのいる木造船へ向けてだ。距離が離れているため、ゆるやかな速度に見える。が、時速にすると一〇〇キロ以上は出ていそうだ。

　すぐにこちらへ到達する。ハルは偽女王に魔銃で狙ねらいをつけた。

　それと同時に、紅蓮の女王もその手に《弓》を呼んだ。

　紅蓮色の長弓──。《弓の秘ひ文も字じ》が具現化した武器である。だが、肝心の《矢》はまだ出さない。ハルは指示した。

「白しら坂さか、疑ぎ似じ神しん格かくを！」

「はいっ。おねがいね、水み無な月づき！」

　秘ひ文も字じによる盟約の絆きずながあるため、以心伝心で意思は伝わった。

　ラァァァァァァァラァァァァァラァァァァァァァァ──。

　羽は純ずみの願いを受けて、エメラルド色の竜蛇は高らかに鳴いた。《風》の疑ぎ似じ神しん格かくを行使して、天に雷雲を呼んだ。

　そこから稲妻を落とした。紅ぐ蓮れんの女王が突き出した右腕の掌てのひらへと。

　左腕は紅蓮の弓をにぎっている。そして、空の左手に落ちた稲妻は『電光の矢』へと形をととのえて、女王の武具となった。

　この矢を紅あかきドラゴン王は弓につがえ、ひょうと射放つ。

　狙ねらうはもちろん黒き偽女王。同時にハルも魔銃の引き金をひいた。すると、飛び出した電光の矢がルルク・ソウンの秘文字を九つもまとう。

　辟へき邪じやの霊れい験けん──《邪じや霊れい浄じよう滅めつ》の魔力が付与されたのである。

　さっき魔銃にシャミーラムが預けてくれた〝女神の力〟であった。

「頼む！」

　飛来する偽女王を迎え撃つため、辟邪の霊験を宿した矢が飛ぶ。

　その行方をハルは期待と共に見送った。この一矢でソロモン王の霊にダメージをあたえたあと、紅蓮の女王に《双刀》を振るわせて、勝利を決めるのだ。

　対して、矢が近づくのを見て、偽女王は──

『……聖なる盾よ！』

　ソロモン王の声で防御の呪じゆ文もんを唱えた。

　直後、ドラゴンの体たい躯くに負けないほど巨大な十字架が──偽女王の前に顕あらわれた。辟邪の矢を阻はばむための盾として、忽こつ然ぜんと。

　それだけならハルは驚かない。ありふれた防御魔術だ。

　しかし、十字架に鎖で縛りつけられた巨体はプテラノドンのそれ。

　アシュケロンだった。さらに、その喉のど元もとには細い鎖で古代王国の美魔女までが結びつけられ、麗うるわしき虜りよ囚しゆうとなっていた。

　両目を閉ざして、うつむいている。意識がないようだ。

「シャミーラムさん!?」

　驚きよう愕がくのあまり、ハルは叫んだ。

　同時に、とっさに念じてしまった。曲がれと。

　その想おもいに応こたえて、辟邪の矢は大きく軌道を曲げた。十字架とアシュケロンに命中する寸前で明後日の方角へと進行方向を変えて──

　天空の彼方かなたへ飛び去ってしまう。

　……まあ、冷静に冴さえわたった頭で考えるのであれば。

　シャミーラムは消滅を望んでいたのだから、巻き添えにしてもよかったはずだとか。

　裏切りの可能性も否定できない以上、非情に徹して、標的もろとも撃ち抜くという選択肢だってあったとか。

　より〝賢い行動〟をいくつか考え出せただろう。

　だが、どれも戦闘種族ならざる春はる賀が晴はる臣おみがとっさに選びうるものではない。なにより選びたいものでもない。しかし、代償は高くついた。

『……度しがたい隙すきだぞ、弓使い！』

　偽女王がソロモン王として吠ほえる。

　その漆黒の右手に、黄金のリングが顕あらわれる。直径七メートルほど。武器化した《指輪の秘ひ文も字じ》だった。

　直後、とてつもなく不快な不協和音が炸さく裂れつした。

　黄金のリングから放たれたのだ。『ｎｙｙｙａａａａｒｒｒｌｌａａａａａａｔｈｏｏｏｏｏｏｏｔｔｔ……＠＠×●□◎△＋＝＊￥！』と。

　この魔性の音は──ハルと紅ぐ蓮れんの女王に向けられたものだった。

「わああああああああああああああああああっ！」

　異様すぎる怪音が耳から脳に侵入するのを、ハルは実感した。

　脳髄が沸騰し、内蔵という内臓がひっくり返ったかのような不快感・嘔おう吐と感がこみあげてくる。人間らしい思考をかなぐり捨てて、ひたすら絶叫をつづけたくなる。

　だが、それでもハルは気づいた。必ひつ滅めつ之の法ほうだと。

　偽女王の頭上にルルク・ソウンの秘文字が九個、顕れている。

　意味は『我、騒そう擾じようの星の音ねをかき鳴らし、人心を大いに惑まどわす』──。

　しかも、偽女王＝ソロモン王の攻撃は終わらない。黄金のリングを『ぶん！』とフリスビーのように投げて、紅蓮の女王に命中させた。

　この一撃にぶちのめされて、女王の巨体がふっとぶ。

　怪音による精神・体内へのダメージと合わせて、もう立ちあがれない。女王は木造船の甲かん板ぱんに力なく横たわるのみだった。それはハルも同じだった。

　ばたりと倒れこみ、うつぶせになる。

「うううう……」

「先せん輩ぱい！」

　口から洩もれ出るのはうめき声のみ。

　そんなハルへ、羽は純ずみは駆けよろうとして──途中でやめた。

　空から漆黒の偽女王が降下してきて、こちらの木造船へと近づいてくるからだ。迎え撃てる者はもう彼女しかいない。

　羽純はすがるようにハルを見つめてから、すぐに視線を上げた。

　飛来してくる偽女王とまっすぐに向き合い、なすべきことをなそうとする。不安のせいで可愛かわいらしい顔がひきつってはいたが。

　やはり、彼女はああいう性格の女の子なのだ。

　ハルはかきまわされた頭でぼんやりと考えながら、右手の魔銃を見やる。

　こんなありさまでも引き金をひく程度はできる。微力ながら羽は純ずみを援護するべきか……いいや。その選択肢をあえて捨てて。

　代わりに、蚊の鳴くような声でささやきかける。

「ちょっと伝令をお願いしてもいいかな……」

　怪音のダメージのせいで、もごもごと口が動いただけだった。

　だが、意図は伝わったらしい。魔銃のなかから守護者たる自称悪魔の気配が消えた。
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「ふ……ふわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　灰色の空間に閉じこめられている紅あかきハンニバル。

　寝っ転がったまま大口を開けて、あくびをした。両目に涙がにじむ。

「本当に気の利かんやつらだな……。こっちはさんざん昼寝もして、惰だ眠みんをむさぼるのにも飽あき飽きしているというのに」

　とにかく暇だった。何もすることがない。

　そろそろ訊じん問もんか拷ごう問もんにでも来ればいいものを、と心から思う。

　尚なお、〝やつら〟とはもちろんハンニバルをとらえた連中のことだ。

　顔を見せに来たら、まず真っ先に文句を言うつもりだった。

　地味くさい灰色だけが〝のっぺり〟と続くだけの牢ろう獄ごくなど、手抜きもいいところだ。まじめに用意しろ、きちんと工夫してみせろと。

　だというのに、誰ひとりとして来ない。

「まさか、余を退屈という責め苦で狂い死にさせるつもりか？」

　ううむ……と考えこむ。

　さまざまな艱かん難なん辛しん苦くと闘ってきたハンニバルだが、それだけは苦手だ。

　無為な時間を過ごすのは大歓迎である。惰眠もいい。

　しかし、そんなときでも風に乗って流されるままに空を漂い、雲を枕にして天空へ体をあずける方が遥はるかにいい。

　こんな灰色の空間で無ぶ聊りようをかこつなど、趣味ではない。

「……となれば、暇いと乞まごいをすべき頃合いだが──さて」

　牢獄の外はどのような案あん配ばいだろう？

　竜りゆう王おうというより、戦士の抜け目なさでハンニバルは情報を欲した。

　豪放にして豪快が彼の流儀であるが、まだしばらくドラゴン体に変化できそうもない。繊細な情報収集もときには必要だった。しかし。

「この格好のまま外をうろつき、どこまで行けるか試すのも一興か」

　ふと気まぐれを起こし、ぺろりと唇を舐なめてみる。

　竜に化身できる程度の魔力と体力を回復させてから、事を起こすつもりだった。

　しかし考えてみれば、人間体で脱出を試みる方が数段面白そうだ。今の自分でどこまでできるか──挑戦するのも悪くない。

　ハンニバルはむくりと身を起こした。

　その瞬間、彼は古ふるいなじみの気配を察した。声をかける。

「ひさしいな、紅ぐ蓮れんの女王。息災そうでなによりだ」

「なに。単に死にぞこなっているだけで、息災も何もない」

　あぐらをかいたハンニバル。すぐ隣に紅あかい衣を着た幼女がすーっと顕あらわれる。かつて紅蓮の女王と呼ばれた竜りゆう王おうの人間体だった。

　例によって皮肉な物言いで女王はうそぶき、にやりと笑う。

「だが、外では大暴れしている連中もいるぞ」

「ほほう。うらやましい話だ。それで警戒がゆるみ、おぬしもこの牢を難なく見つけられたというところか。さてさて」

　にんまりとハンニバルは笑う。

「女王よ。なにゆえ余のもとへやってきた」

「ちょっとした思いつきだ。にぎやか好きなおまえのこと、外のことを教えれば……勝手にあれこれ悪さをはじめるだろうと。あとはこちらがそれを利用すればいい」

「はははは！」

　旧知の身勝手な言いぐさに、ハンニバルは哄こう笑しようした。

　死して尚なお、昔と変わらぬ口の悪さ。そして、最強のドラゴン王であるハンニバルの性格もよく知っている。

「ま、妾わらわの弓を継いだ小僧からの伝言もあるがな」

　人の悪い表情で、かつての女王は付け足した。

「ここを出るまで呉ご越えつ同どう舟しゆうというのは、どうだと」

「たしかに……せっかくの祭りだというのに、ひとりだけ蚊か帳やの外では面白くない。遅ればせながら、余も参加させてもらうか」

　大きくうなずいてから、ふとハンニバルはつぶやく。

「それで外の形勢はどうだ？　余の見たところ、弓と指輪の僭せん主しゆ……力量は互角、悪だくみでは指輪が上というところだったが」

「ほぼ、その通りだな。先ほど弓の小僧が一杯食わされたところだ。まあ、しかし」

　幼い人間体の姿で、女王は肩をすくめた。

「あやつにも隠し玉はある。勝負はまだこれからであろう」




　空ではついに格闘戦がはじまった。

　漆黒の偽女王とエメラルド色の竜蛇・水み無な月づきが相打つカードだ。

　しかし、優勢なのは偽女王だった。一見してわかる。漆黒の巨体は空中の一点にとどまったまま、余よ裕ゆう綽しやく々しやくでたいして動かないからだ。

　その周囲を水無月の方がせわしなく動き、隙すきを突こうとする。

　竜蛇である羽は純ずみのパートナーは長々とした蛇のごとき胴を持つ。その蛇体をくねらせつつ飛びまわり、タイミングをはかって、噛かみつきにかかる。

　大きく顎あごを開け、瞬時に飛びこむ。その様子は稲妻の閃ひらめきさながらだ。

　だが、偽女王のまとう不ふ朽きゆうの加護で防がれてしまう。

　対して、水無月は加護の光をまとっていない。それを供給すべきハルが倒れ伏し、いまだ悶もん絶ぜつしたままだからだ。

　怪音波によってかきまわされた体は、あいかわらずまともに動かない。

　それでも頭の方はクリアになりつつある。

　ハルは状況を把握しようとした。

　すこし先では、羽純が心底不安そうに空の戦いを見守っている。ハルの方を一瞬たりとも振りかえりはしない。

　だが、それでいい。この緊迫した状況下でそんな真ま似ねをする方が大問題だろう。

　今、白しら坂さか羽純は全力で戦いに集中すべきなのだ。

　そして、偽女王と水無月の戦い。

　ソロモン王の憑ひよう依いする偽女王は、不朽の加護によって鉄壁の防御を誇る。

　どれだけ水無月が果敢に噛みつき、けなげに牙を突き立てようとしても、真珠色の光であっさりはじき返してしまう。そうして自分は傷つかないまま、偽女王はドラゴンの巨体でエメラルド色の竜蛇に襲いかかるのだ。

　鋭い五本の爪つめが生えた左右の手で殴りつけ、爪で切り裂く。

　逞たくましい両腕で水無月の胴を抱えこみ、剛力にまかせて締めあげる。力自慢の力士が鯖さば折おりをするようなものだ。

　さらに、ドラゴンの顎で水無月の巨体に噛みつく。

　傷つけられるたび、水無月は悲痛な叫び声を口から放った。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアッ！

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアッ！

「ごめんなさい、水無月！　でも、もうすこしだけがんばって……！」

　必死に羽は純ずみが声をかけ、元気づけている。

　疑ぎ似じ神しん格かくはあと一回使えるはず。しかし、まだ使用するつもりはないようだ。

　タイミングを見きわめている──否いな。おそらく思い切れずにいる。最後の一回を繰り出して、もし失敗したらと。

　たとえばアーシャなら、その一回に全身全霊をかけるところだろう。

　これが乾けん坤こん一いつ擲てきの一撃と思い定めて。しかし、その決断が羽純にはできない。生来の気質と戦闘経験のすくなさから、心が躊ちゆう躇ちよしてしまっている。

　うつぶせに倒れたまま、後輩のピンチを見守るハル。

　立ちあがる力はない。が、握ったままの魔銃の引き金をひく程度なら……いや。

　代わりに、ハルは必死に力を振りしぼり、体を一八〇度回転させた。うつぶせから仰あお向むけへと体勢を変えて、広い視界を確保する。

　ハルはつぶやいた。

「指輪はあっちで健在か……」

　空中でドッグファイトする偽女王と水み無な月づき。

　その奥の方に見えるのは、宙に浮かぶ黄金のリングだった。

『ｎｙｙｙａａａａｒｒｒｌｌａａａａａａｔｈｏｏｏｏｏｏｏｔｔｔ……＠＠×●□◎△＋＝＊￥……ｎｙｙｙａａａａｒｒｒｌｌａａａａａａｔｈｏｏｏｏｏｏｏｔｔｔ……＠＠×●□◎△＋＝＊￥……』

　リングは必ひつ滅めつ之の法ほうによる怪音をずっと流しつづけていた。

　最初ほどのつんざくような音量ではない。呪のろいの文句でも詠えい唱しようするかのような低音で、ずっと垂れ流しにしている。これが今もハルの心身をさいなんでいる。

「指輪の秘ひ文も字じ……精神攻撃とか、自由を奪う攻撃がやたらと多いな……」

　ハルはそういえばと思い出した。

　古代ヨーロッパなどでは、指輪には『拘束』『服従』という意味合いがあった。一種のまじない・魔術の道具だったのである。

　それが転じて結婚指輪など社会的拘束の証あかしとなった──。そういう説もある。

　察するに《指輪の秘文字》はその遥はるかな源流というところか。

「とにかく、あれを排除しないとダメみたいだな……」

　そのとき空の戦場で変化が起きた。

　偽女王が新たな武器──巨大な十字架を手にしたのだ。

　ついさっき、ハルが辟へき邪じやの矢を放ったとき。ソロモン王が盾として呼び出した。そこには巨大プテラノドンのアシュケロンがつながれたまま……。

　あのあと、十字架はずっと空中を浮遊していた。

　これを偽女王はつかみとり、ドラゴンの膂りよ力りよくで豪快に振りまわした。ちょうど手近にいた水み無な月づきの頭部を『ガァァァァァァンッ！』と殴りつける。

　十字架は木製だったので、粉々に砕け散った。

　拘束具が壊れたため、縛りつけられていたアシュケロンも墜落していく。

　そして、バットで打たれたボールのように、水無月の巨体もふきとぶ。だが、それを見た羽は純ずみはパートナーよりも先にべつの名前を叫んだ。

「シャミーラムさん！」

　そう。アシュケロンの喉のど元もとには、古代王国の美魔女も縛りつけられていた。

　彼女のたおやかな肢し体たいも宙に投げ出され、下へと落ちていった。

　しかも、ここは空中島ひしめく大地のない世界。シャミーラムの体はどこまでもどこまでも落下していく。

　美魔女とアシュケロンは自由落下をつづけ、ハルたちの視界から消え去った。

「水無月！　シャミーラムさんを助けに──」

　いってあげてと言いかけて、羽純が口をつぐんだ。

　もう間に合わないと悟ったのだろう。また、ここで偽女王に背を向けて、戦場を去ることは許されないからだ。

　今、まともに戦える者は彼女と水無月だけなのだから──。

　一方、ハルはいよいよ魔銃を撃つべきかと迷った。この弾丸には自動追尾の魔力も付与できる。シャミーラムたちの行方を追わせることも可能なのだ。

　しかし、直後にハルはささやき声を聞いた。

（春はる賀がどの……）

「えっ？　シャミーラムさん、今どこに？」

　声はすれども姿は見えず。魔術で声だけを届けているようだ。

（どうにか島のひとつに引っかかった……というよりもぶつかって、奈落の底まで行かずに済んだところじゃ）

「それはよかった。戦いを無事に切り抜けられたら、迎えに行きますよ」

（ああ、いや。それにはおよばぬ。身づくろいをととのえたあとで、我の方からそちらへ行かせてもらうつもりゆえ）

「身づくろい……？」

（うむ。結構な高さから落ちたのでな。頭ず蓋がいはぐしゃぐしゃに割れ、腹は割け、中身が洒落しやれにならないほど飛び出しておる。自慢の美び貌ぼうも今は見る影もない感じじゃな。手足もいい感じにべきべき折れ曲がり、右手などは肘ひじから先が完全に──）

「事情は了解できました。なるべく早い到着を待ってます」

　そんな状態でも、声はなかなか元気そうだ。

　さすが死人というべきか。あるいは、そこまで傷んでも成仏することを許さないソロモンの呪じゆ縛ばくがすさまじいのか。

（すまぬのう。囮おとり役として飛びまわっていたら大殿にとらえられ、このありさまじゃ）

「気にしないでください。もともと僕が頼んだことですよ」

　こちらも満足に動けないものの、体の不快感などはだいぶましになっている。

　ハルは世間話でもするように言った。

「割とお元気（？）そうだから安心しましたけど……。その調子なら魔術でも使って、やられる前に逃げるくらいはできたんじゃないですか？」

（たしかにのう。そうしなかった理由は、おそらく春はる賀がどのと同じじゃ）

　まだハルが余力を残していると、シャミーラムは気づいていたようだ。

（そして、やはり羽は純ずみどのは気立てのよい娘むすめ御ごじゃ。我らの期待どおりに──いよいよ目覚めのときを迎えようとしている）

「……本当ですか？」

　ハルはあらためて後輩を見つめた。

　羽純の小さな背中からはオーラにも似た波動、淡あわい緑色の輝きがゆらゆらと立ちのぼっている。まちがいない。魔力のほとばしりだ。

　ハルと同じく、魔女たちも心臓を魔力発生源とする。

　今、羽純は体に収まりきらないほどの力を心臓から抽出しているのだ。




「すいません……。わたし、あなたをなんとしてでも止めるつもりです」

　白しら坂さか羽純は決然と〝敵〟を見つめて、おごそかに告げた。

　彼女がいるのは木造船の甲かん板ぱん、舳へ先さきに近い方だ。ここから見あげる相手は、もちろん漆黒の偽女王であった。

　戦場の空に君臨する、偽りの黒きドラゴン。

　水み無な月づきを苦しめ、魔女シャミーラムとアシュケロンを葬った相手。

　しかし、偽女王──正確にはそこに憑ひよう依いしたソロモン王は羽純の宣言など耳に入らなかったようだ。平然と聞き流し、悠々とまわりを睥へい睨げいしている。

　紅ぐ蓮れんの女王および晴はる臣おみ先せん輩ぱいは《指輪》の力で抑え込まれ、身動きできない。

　パートナーである水無月も満まん身しん創そう痍い。

　もう誰かに頼るばかりでは駄目だった。自分がやるしかない。

　羽純は深呼吸した。

　この感じはひさしぶりだ。以前、東とう京きよう新都に彼女しか魔女が居なかった頃は、いつもひとりで戦闘におもむいていた。

　だが、あの頃はもっぱらラプトルたちが相手だった。

　水無月の強さがあれば、負けるはずはない。漫然と指示するだけで、あとはパートナーがどうにかしてくれた。

　仲間ができてからは、歳上の魔女たちと晴はる臣おみ先せん輩ぱいにしたがうばかりだった。

　今はちがう。敵は大魔法使いソロモン王と偽女王。逆立ちしても勝ち目のない相手。しかし、それでも挑まないといけない──。

「わたしも精一杯やるから、水み無な月づきも……おねがい！」

　真しん摯しな祈りだけでなく、火のような決心も込めて願う。

　その礎いしづえとなるものは燃えあがる怒りであり、断固たる意思だった。

　大切な人や親切にしてくれた人を傷つけられた怒り。なんとしても自分の力でやりきると思い定めた意思──。

　そして、それらが心の奥底から湧きあがってきたとき。

　羽は純ずみの心臓はきわめて強い魔力を爆発的に発生させたのである。彼女の体には収まりきらない量だった。淡あわい緑色の輝きとなって、体から洩もれ出ていく。

　初めての経験だった。その瞬間、羽純は気づいた。

「あ──」

　争いごとが苦手で、魔法も苦手。

　その思いから『蛇』を操っての戦闘にはいつも及び腰だったのだが……今の彼女はそうではない。なんとしても〝やりきる〟という断固たる決意がそれを許さない。

　だからなのか。

　体に満ちる魔力が今までよりも軽い。意のままに操れる。

　あとは、いつか火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちに教えを受けたとおり、偽りとはいえ女神の力を宿すパートナーに真摯な祈りを捧ささげれば──。

「わたしたちを守るために……この力を使って、水無月」

　羽純は胸の前で両手を組み合わせ、ひそやかにささやいた。

　このとき、水無月めがけて偽女王が襲いかかるところだった。鋭い両手の爪つめでエメラルド色の巨体を引き裂くべく、飛びかかっていく。

　羽純の変化などにまったく注意を払っていない。

　……だから、上う手まくいった。いきなり水無月の全身から吹き出した旋風を真正面から受けてしまった。

　そして、心やさしい竜蛇の頭上には九個のルルク・ソウン記号が顕あらわれていた。

　意味は《邪じや霊れい浄じよう滅めつ》。さっきシャミーラムが使おうとした辟へき邪じやの霊れい験けんだ。これを宿した旋風を浴びて、偽女王は絶叫した。

『……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?』

　苦く悶もんの叫びはもちろん、ソロモン王の美声であった。
















　羽は純ずみと水み無な月づきが《邪じや霊れい浄じよう滅めつ》でソロモン王に一撃を加えたあと。

　偽女王は大きくのけぞり、それでも墜落せずにかろうじて飛行を維持し、よろよろとした動きで水無月のそばから離れていく。

　ハルは確信した。追撃から逃れるためだと。

　指輪の力に拘束されたままだったが、その瞬間に魔銃の引き金をひいた。

　三〇発の赤い光弾が銃口からフルオートで吐きだされる。全すべてに自動追尾の魔力をあたえたので、それぞれ円えん弧こを描いて偽女王めがけて飛ひ翔しようし──

　全弾命中した。

『……おおおおおおおおおおおおおおおおっ!?』

　ふたたびソロモン王の絶叫。結構なダメージになったようだ。

　偽女王の巨体がついにふらふらと墜落をはじめる。仰あお向むけに寝そべったままの射撃を終えて、ハルは心の底からの賛辞を口にした。

「すごいな白しら坂さかは……本当に自力でどうにかしちゃったよ」

　結局、足りないものは〝なんとしても自分が〟という意思なのだろうと。

　羽純について、そのようにハルは想像していた。実際、今まで彼女が覚かく醒せいのきざしを見せたときは、おおむね自発的に行動を起こしたときであった。

　だからこそ今回、ハルも手助けをひかえていたのだが。

　最後の望みである魔銃の弾丸三〇発を不用意に使うわけにはいかないという、シビアな懐事情を優先しての決断でもあった。

　羽は純ずみならできると、スポ根マンガ風に格好よく信頼したうえでの静観ではない。

「かなりひやひやだったけど、結果オーライってところか……」

（これも羽純どのが心根のまっすぐな娘であったおかげじゃ。あのようなおなごに慕われておるとは果報者じゃな、春はる賀がどのは──）

「たしかにそうだよねえ」

　慕われている云うん々ぬんは誤解……だが、果報者というのはまったく正解だった。

　尚なお、羽純とハルの間には十数メートルの距離がある。そして、大手柄を立てた後輩は「ああっ!?」と叫び──愕がく然ぜんとしていた。

　偽女王が奈落の底へ墜落するのをやめて、持ち直したのである。

「さっきのじゃ足りなかったか……女王！」

　言ったあとでハルは舌打ちした。

　紅ぐ蓮れんの女王はまだ動けない。ハルと同じく《指輪》の必ひつ滅めつ之の法ほうを受けて、木造船の甲かん板ぱんで身を横たえている。羽純も二回だけの疑ぎ似じ神しん格かくを使い切った。

　もう偽女王とソロモンに対抗できる術すべがないというとき。

「ははははは！　余もいるのを忘れるな！」

　ひさしぶりに聞く、竜王ハンニバルの声だった。

　見れば、軽やかに空を飛ひ翔しようする大男がいる。紅あかいコートを風になびかせる姿はまちがいなく最強竜りゆう王おうのそれだった。

「弓の僭せん主しゆよ！　誘いに乗って、来てやったぞ！」

　天翔かけるハンニバルが向かった先には、黄金のリングが浮かんでいた。

　そして、彼は大口を開けて、人間体のままだというのに焔ほのおを吐きだしたのである。リングめがけて。ハルたちを封じ込めている《指輪の秘ひ文も字じ》へ。

　その劫ごう火かを浴びて、黄金のリングはどろどろに溶け──消滅した。

　当然、リングが発していた怪音『ｎｙｙｙａａａａｒｒｒｌｌａａａａａａｔｈｏｏｏｏｏｏｏｔｔｔ……』も消える。

　ハルは次の瞬間、自由に動けるようになった。パッと立ちあがる。

「白しら坂さか！」

「……先せん輩ぱい！」

　声をかければ、羽純は当然振りかえる。すぐにこちらへ駆けてきた。

　しかも、自由を取りもどしたハルの前まで来ると、即座に向きを変えた。くるりと背中を向けたのである。

「お願いします、先輩っ。あれをやってください！」

「えっ？　でも白しら坂さか、君はもう疑ぎ似じ神しん格かくを使えないはずじゃ」

　言いかけて、ハルは気づいた。

　今まで羽は純ずみは第二階かい梯ていの魔女だった。しかし今、彼女の体に横おう溢いつしている魔力はすでにそのランクを飛び越える量だ。

　さっきの覚かく醒せい時に、魔女としての階梯まで成長させたのか──。

　おそらくは第三階梯。だが気づいて尚なお、ハルは躊ちゆう躇ちよした。この体勢ということは、つまり例の方法を求められているわけで。

　しかし、羽純は強く言う。

「先せん輩ぱいなら……晴はる臣おみ先輩なら、いいんです。わたしと水み無な月づきを使って、シャミーラムさんの仇かたきを取ってあげて──ください！」

「白坂！」

　けなげに訴えられて、ハルは迷いを振り払った。

　右手をのばし、《弓の秘ひ文も字じ》が浮かぶ掌てのひらで羽純のふくらみをしっかりと掴つかむ。発展途上ではあるものの、一四歳にして十分な盛りあがりを見せる乳ち房ぶさ──そのやわらかさをハルの掌はたしかに揉もみしだいた。

　いつになく積極的な羽純の物言いに、実はひそかに感動を覚えながら。

　ハルの心臓が生み出した膨大な魔力は余すところなく、少女のなかに伝わった。

「んんんんんんんんんんんんんっ！」

　羽純の切なげな声がハルの耳じ朶だを打つ。

　しかも、年下の後輩は同じ声でパートナーへの要よう請せいもしぼり出す。

「んんっ……水無月、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちさんの弓で──おねがい、黒いドラゴンを撃って！」

　ラ──ァァァァァァァァァアアアアアア！

　水無月も吠ほえる。エメラルド色の竜蛇型リヴァイアサンは右前肢の掌に水晶球を持っているのだが、そこから極大の白い電光を放つ。

　これこそが必ひつ滅めつ之の法ほう《射陽の神弓》であった。

　必殺の電光を浴びて、漆黒の偽女王が抗あらがう術すべもなく消滅していく。

　あとに残ったのは、もやもやとした黒い影のみ。あれこそがソロモン王の霊体だと、ハルは気づいた。同時に指示していた。

「女王！」

　黒い影めがけて、紅ぐ蓮れんの女王が飛び立つ。

　右手に長刀、左手に小こ太だ刀ちが顕あらわれる。具現化した《双刀の秘文字》だ。黒い影を十字に切り裂くがごとく左右の斬ざん撃げきを繰り出せば──

『……おおおおおおおおおっ！』

　ソロモン王の絶叫がこだました。しかし。

　双刀の威力で黒い影はぐっと縮んだが、消滅していない。手加減したのだ。たった今ハルが思いついた因果応報の一手を繰り出すために。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ！」

　ハルの声に応こたえて、五つの魔術記号が黒い影のまわりに顕あらわれる。

　意味は《絶対服従》。強制ギアスの呪のろいだった。かつてソロモン王が愛人にして巫み女こでもあるシャミーラムに施した魔術だ。

　これをかけたうえで、紅ぐ蓮れんの女王は影──ソロモンの亡霊を呑のみ込こんだ。

　ぱくりと食いつき、嚥えん下かしたのである。

「悪いけど……シャミーラムさんみたいに、僕の支配下に入ってもらうよ」

　ハルはぼそりと告げる。

　が、いらえはない。双刀の斬ざん撃げきによってソロモン王の霊は消滅寸前。ほとんど力も知性も失っているからだ。

　だからこそ、同格の者にはほとんど効かない《絶対服従》もつつがなく作用する。

　ソロモン王および彼の秘文字は、今やハルの所有物だった。

　遥はるか上空を群れ飛んでいた七二匹の蛇じや霊れい体たいたち──彼女たちは続々と舞い降りてきて、紅あかき女王の体内へと吸いこまれていく。

　今度こそ、大王の遺産を余すところなく継承した瞬間だった。

　また、このときソロモンの箱船を掌しよう握あくするための《支配権奪取》も完全に成就し、支配率は一〇〇％に到達した。

　ハルは満を持して念じた。今すぐ地上へ帰還せよと。
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　見あげれば、夜空に星々がきらめいている。

　もう空中島のひしめく異様な結界内部ではない。地上の夜だった。同じく地上の風も吹き抜けて、ハルたちの体をやさしく撫なでていく。

　季節は夏。そして、大海原の上。

　ハルたちが乗っていた木造船＝ソロモンの箱船の制御装置は海上を漂っていた。

　できれば大西洋のどこか、それもハンニバルと戦闘を繰りひろげたハドソン川の河口近くだと祈りたい。もしそうならニューヨーク市も近いからだ。

「うむ。やはり妙な牢ろう獄ごくよりもこちらがいいな」

　人間体のままハンニバルがつぶやいている。

　魔力を使っているのだろう。彼は悠々と空をただよい、空気を寝床と枕にして寝そべり、自じ堕だ落らくな格好をハルたちにさらしている。

　なんとも優雅かつ、稚ち気きあふれる寝姿であった。

　そのような竜りゆう王おうをよそに、ハルと羽は純ずみは木造船の甲かん板ぱん上にいた。

　古代王国の美魔女と向き合っている。シャミーラムはアシュケロンに治ち癒ゆ魔術を使わせたのか、美び貌ぼうと肢し体たいには傷ひとつない。

　完璧に〝身づくろい〟をととのえて、笑いかけてくる。

「では春はる賀がどの……。そろそろ頼む」

　要よう請せいされて、ハルは右手の掌てのひらを彼女に向けた。

　手のひらに浮かぶ《双刀の秘ひ文も字じ》は生ける亡者であるシャミーラムから、この世にとどまるためソロモン王がかけた呪じゆ縛ばくを断ち切る。

　直後、シャミーラムはやんわりと微笑ほほえみ、忽こつ然ぜんと消きえ失うせた。

　なんとも味気ないが、いにしえの魔女との別れの一幕であった。しかし、辛しん気きくさい旅立ちよりも、こういうさっぱりした別べつ離りこそが彼女の好みなのだろう。

　ふぅと一息ついてから、ハルは声をかける。

「今回の騒動……これでようやく一段落かな？」

「そう……ですね」

　羽純とふたりでささやき合い、それから微笑み合う。

　数々の困難をふたりでくぐり抜けて、ようやく地上にもどってきた。時間にして二日程度の旅であったが、その間にふたりの距離はまたすこし縮まった気がする。

　だからこその微笑をハルたちは交わした。

　一方、何の前ぶれもなく火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちが『ふっ』と実在化した。

「なあ小僧」

　地上の空気をめいっぱい吸いこんでいたハルへ、元竜王は問う。

「いきなりで済まぬが、そろそろ思い出したか？」

「何をだよ？」

「一一年前、アーシャとかいう娘とおまえが初めていっしょに食べたものを」

「本当にいきなりすぎる質問だな」

　ハルはため息まじりに答えた。

「たしかルクセンブルクで迷子になったとき、アーシャが全財産はたいてハンバーガーを買ったんだよ。で、僕とふたりで半分こ……じゃなくて。まちがいなくアーシャの方がたくさん食べていたな。それがどうかしたのかい？」

「いいや。記憶がたしかなようでなによりだ」

　突然の質問にも、すらすらと解答してみせる。

　可愛かわいい後輩に見守られている状態だ。どうにか先せん輩ぱいの面目を保つことができて、ハルは大いに安あん堵どした。ちなみに、当の羽純は目を丸くして、こちらを凝視している。そこまで驚くほどのことかなと思いつつも。

　ハルはようやく胸をなで下ろした。

　いろいろトラブル続きだったが、どうにか全すべて片づけることができた。あとは仲間のいるニューヨークへ帰還するだけ──。

　まずは現在位置を確認しなくてはと、考えはじめるハルだった。





【第四章　そして東とう京きようへ】
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　地上へ帰還したのは、八月一八日の夜だった。

　ソロモン王の遺産たる箱船の制御装置──あの木造船に乗って、白しら坂さか羽は純ずみと晴はる臣おみ先せん輩ぱいはどことも知れない洋上に帰ってきたわけだが。

　あのあと、晴臣先輩はすぐに《空間把握》と《位置情報》の魔術を使った。

「ロングアイランド島の沖合……いちばん近い港はモントークか。ブルックリンまでは車で行っても……二時間くらいだよな。助かった！」

　大西洋のまっただなかを漂ひよう流りゆう中ではなく、陸の近くだったのだ。

　しかも、ニューヨーク市の近所でもあった。結局、羽純たちは紅ぐ蓮れんの女王を呼び、その掌てのひらに乗せてもらった。

　あとは女王の翼にまかせて、最寄りの港街へたどり着いたのである。

　そのまま《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部に連絡を取り、まだ営業中だったレンタカー会社で車を借りて、二日ぶりにブルックリンへ帰ってきた。

　ニューヨーク市の五つの行政区のひとつ、《S.A.U.R.U.サウル》支部のある街へ──。

　どうにか日付が変わる前に、羽は純ずみは先せん輩ぱいといっしょに帰還したのである。

　織おり姫ひめ、アーシャ、《S.A.U.R.U.》スタッフに大歓迎されたあと、ホテルへもどり、羽純は専用の寝室でようやくひとりきりになった。

「ふぅ」

　羽純は一息ついたあと、真っ先にシャワールームへ向かった。

　疲れ切っていたので本当はすぐ寝てしまいたいのだが、どうしても入浴だけは済ませておきたかった。

　二日間分の冒険でたまった汚れと疲れを洗い落としつつ、つぶやく。

「また、いっぱい迷惑をかけちゃったな……」

　シャワーのお湯を浴びながら、自然と晴はる臣おみ先輩のことを思い出していた。

　この二日間、羽純はずっと先輩といっしょだった。眠りの魔術に囚とらわれている間もそうだったから、体感時間では二日以上かもしれない。

　だからだろうか。

　こうしてひとりきりでいると、ひどくさびしい……。

　だが、うれしいこともある。ハンニバルとの決戦からソロモン王との決着まで、羽純ひとりでもどうにか晴臣先輩をフォローできたことだ。

　もちろん、水み無な月づきやシャミーラムなどの助けがあればこそだろう。

　しかし、それでもどうにかやりきることができて、心の底からうれしく感じる。

　正直、魔女として成長した事実よりも、そちらの方が羽純には大切だった。

「あ、でも──」

　羽純は思い出した。

　紅ぐ蓮れんの女王に乗って、飛び立つ前。晴臣先輩はハンニバルの人間体とふたりだけでこそこそと話をして、何か約束をしている風だった。

　その後、にやにや笑う紅あかき竜王に別れを告げて、あの木造船を離れたのである。

　羽純は何の話だったのかを訊きいたのだが。

「もうすこし内容を詰めたら、きちんと教えるよ」

　としか説明されなかった。

　羽純は思う。もっと先輩から信頼されるようになって、ああいう大切そうな密談のことでも事前に相談されるようになれれば、と──。

「ううん、ならなくちゃ！」

　漠然とした希望から目標へと、心のなかで切りかえる。だが、こんなことを考えていたら、さびしさが不思議なくらいに増してきた。

　もちろん、明日の朝になれば晴はる臣おみ先せん輩ぱいとはすぐに会える。

　にもかかわらず、もう会いたい。たった一時間前に別れたばかりだというのに。

「こんな遅くに携帯へお電話とかしたら……迷惑だものね……」

　ぽつりとつぶやいて、切ない気持ちを抑えこむ。

　シャワーをずっと浴びていたおかげで、すっかり体はあたたかい。だが、体の芯が冷え切っているような気さえする。どうしてだろう？

　理由がわからず、羽は純ずみが困惑していたときだった。

「おい」

「は、はいっ!?」

　シャワールームの外から、いきなり声をかけられた。

　女王の尊大さに満ちた呼びかけは、明らかに火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちのものだ。神出鬼没の元ドラゴン王はいつのまにか羽純の部屋に来ていたのだ。

「羽純よ。おまえに話がある」

「こ、これからすぐに、ですか？」

「うむ。おまえの〝先輩〟とやらの件だ。急げよ」

「先輩の……」

「くくくく。おまえも気づいていたのではないのか？　やつのおかしなところに」

「！　す、すぐに行きます！」

　ほくそ笑む女王のささやきに、即座に返答する。

　シャワーのお湯を止めて、羽純は急いで浴室のドアへ向かった。




「竜への変化が進むと、人としての自覚も記憶も徐々にうすれていく」

　ホテルの個室。そのベッドに、和服姿の童女が腰かけている。

　かつて人間であったらしい元竜王・火之[image: ]具土である。深刻な話題であるはずなのに、決して人格者ではない彼女はにやにやと笑っていた。

「たしかに小僧の見立ては慧けい眼がんだった。だが、あやつもまだまだ甘い……」

　くくくと火之[image: ]具土は妖あやしく微笑する。

　対して、聞き手の羽純にそんな余裕はない。そもそも笑えない。自分でもわかるほど表情がこわばっている。

　晴臣先輩の将来にかかわる話なのだ。

　ちなみに、ざっと体を拭いただけで浴室を出たので、髪は濡ぬれたままだ。

　着替える時間も惜しんだので、バスタオルを体に巻いただけの格好である。火之[image: ]具土はそんな羽純を満足げに眺めつつ（同じ女性の素肌を見ると、なぜかよろこぶのだ）、おもむろに核心部分を口にした。

「物忘れとは己おのれでも気づかぬうちに進むもの──そうは思わんか？」

「!?」

　羽は純ずみはハッとした。まさに、そこが気になっていた部分である。この反応にうなずいて、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちはにやにやと講釈をつづける。

「物は試しと、妾わらわは小僧に訊きいてみた。あのアーシャとかいう小娘との昔話をな。以前、どこかで耳にしたような気がしたのだ」

「たぶん……わたしが先せん輩ぱいにその話をお訊きしたときです」

　羽純はうなだれつつ言った。

「アーシャさんとはどういう風にお会いしたんですか、って」

　ここ数か月、晴はる臣おみ先輩とふたりで自動車に乗る機会が多かった。

　ドライブ中の世間話として、そのようことも訊たずねた記憶がたしかにある。

　亡霊である火之[image: ]具土は姿を消して、守護霊さながらに先輩のそばにいるときも多い。だから彼女も聞き覚えがあったのだろう。

　しかし。

　あのとき聞いた答えと、箱船内部で聞いた答えは微妙にちがっていた。

『……あれはたしか一一年前、僕らが五歳のときだ。ふたりで……どこだったかヨーロッパの町で迷子になって、ハンバーガーだかホットドッグを分け合ったんだ。あのときお金を出したのは僕とアーシャのどっちだったかな？』

　全体としては似たようなエピソードだが、細部がぼやけている。

「あやつが僭せん主しゆとなり、もう半年近い。あやつめ、その間にかなりの力をたくわえた。体も心もすこしは竜に近づこうというものだ」

「だから、昔の思い出もすこしずつ忘れていって……」

　このままでは、晴臣先輩はいつか忘れてしまうのだ。みんなのことを。人間世界の住人であったことを。そして、白しら坂さか羽純のことも──。

　羽純は目の前が真っ暗になる思いだった。

　だが、すぐに考え直す。地上に帰還した直後を思い出したのだ。

「ま、待ってくださいっ。でも火之[image: ]具土さんは同じ質問を二回しましたよね？　二回目は先輩、きちんとアーシャさんとのことを思い出していました！」

　二回目の回答はこうだった。

『たしかルクセンブルクで迷子になったとき、アーシャが全財産はたいてハンバーガーを買ったんだよ。で、僕とふたりで半分こ……じゃなくて。まちがいなくアーシャの方がたくさん食べていたな』

　勢い込む羽純の反論を受けて、火之[image: ]具土は「うむ」とうなずいた。

「実はああなる気がして、あえて訊いてみた。あやつは助平だからな」

「えっ？」

　予想外の言葉に羽は純ずみはきょとんとする。

「すけべい……たしか『えっちな男の人』みたいな意味、でしたか？」

「左様。その程度はさすがに知っているか」

「は、はい。大丈夫です。そういえば先せん輩ぱい、ときどき自分のことを『むっつりすけべ』だって言ってますね」

　以前、水着姿を誉ほめられたときを羽純は思い出した。

　当時はよろこぶよりも先に困惑を感じてしまった。

　しかし、なぜだろう？　今は晴はる臣おみ先輩が誉めてくれたという思い出が何よりもうれしく、羽純の心を幸福にしてくれる。

　先輩がよろこんでくれるのなら、また──とも思ってしまう。

　だが、その『すけべい』がなぜ先輩の記憶を甦よみがえらせるのか？

「僭せん主しゆや雑種は戦う力や魔道の叡えい智ちを得ることで竜に近づく……。だが逆もある。人間なればこそ味わえる充足感の類たぐいは、竜に近づいた者をときに人へと揺りもどす」

「充足感……？」

「知っているか？　純血の竜族はおまえたち人間とはひどく異質だぞ。体だけでなく、心と魂もな。それが竜族の性なのだ。雑種の竜はその性にしばしば呑のみこまれ、己おのれを見失い、狂気に墜おちることもままある」

「…………」

「だからかもしれん。ハンニバルや雪ゆき風かぜの小娘など、竜王まで登りつめるような雑種は人間であった頃の欲望や嗜し好こうをそのまま持ちつづけることが多い。最高の竜となったあとでも、変わらずにな。あやつらはそうやって心の平穏とやらを保っているのだろうよ」

　たしかに。羽純はうなずいた。

　名前の挙がった竜王たちは、いずれも禁欲とは程遠い性格だ。目の前にいる火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちだって、きわめて欲望に忠ちゆう実じつな人柄である。

　ということは──羽純は悟った。

「わかりました！　むっつりすけべいな先輩はえっちなことができると強い充足感を覚えて、すこし人間にもどる……昔の記憶もはっきりするんですね！」

「うむ。飲みこみが早くて何より」

「あ、でも、一回目と二回目の質問の間に──何かえっちな出来事がありましたか？　ちょっと思いつかないんですけど……」

「愚か者め。あやつ、おまえの胸を揉もみしだいたであろう」

「ええっ、でも！」

　ずばりと指摘されて羽純は驚きよう愕がくした。だが、すぐに反論する。

「あれは魔力をわたしの心臓に送りこむための手段だから、変な気持ちでやってるわけじゃ……ないと思います。あのときの先せん輩ぱい、すごくまじめな雰囲気ですし」

「ふふん。そんなバカげた話、ありうるものか」

　訳知り顔で火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは断言した。

「己おのれの助平さをおまえに知られまいと、涙ぐましく体裁を取りつくろっていただけだ。あの小僧、心の底では大いによろこんでいるはずだぞ」

「そうだったんですね！」

　さまざまな疑問が氷解して、羽は純ずみは晴れやかな気分になった。

　なによりもむっつりすけべいな先輩をよろこばせることができれば、それが晴はる臣おみ先輩を人間の側へと揺りもどす力になるのだ。

「わたし、がんばってみます！」

「ほほう」

「そ、その、わたしみたいな胸……をさわるのでも、先輩がよろこんでくださるのなら、何度でもそうして欲しいなって思うんです。だから……」

　晴臣先輩に充足感を味わってもらうため、精一杯がんばろう。

　しかし、そう決意する羽純の前で、火之[image: ]具土は皮肉っぽく肩をすくめた。

「などと単純に事が進めばよいがな」

「ど、どういう意味でしょう？」

「人間の欲求は大きくなるものだ。はじめは胸をさわる程度で満足していた男も、次第にそれだけでは飽あきてくる。あやつもいずれ──」

「そんな……」

　羽純は愕がく然ぜんとした。そして思い出す。

　晴臣先輩を誘惑するならばという話のとき、火之[image: ]具土は語った。

　たとえば織おり姫ひめが一夜の情事を迫ればよい。それで足りなければルナ・フランソワ、それでも駄目なら羽純自身が──などと。

　もしかして、そういうことも本当に必要なのだろうか？

　想像してみて、羽純はおなかが『きゅっ』と痛くなるのを感じた。

　晴臣先輩が織姫姉さまやルナさんと〝なかよく〟するところを思い浮かべたら、心がざわっと不安になり、痛みがこみあげてきたのだ。

　でも──それが先輩のためになるなら。その方がずっとうれしい。

　そう思った瞬間、痛みがすこし引いてきた。

「わ……わたし、できるだけがんばってみます。必要なら姉さまにもルナさんにもお願いして、先輩のためにできることを全部やってみたいと思います！」

「ほう」

　羽は純ずみの宣言に、火ひ之の[image: ]か具ぐ土つちは目を細めた。

「殊勝な心がけだ。まあ、やってみるといい」

「はい！」

「しかし、おまえも変わった娘だな。ああまでひねくれた小僧のどこがいいのか、妾わらわにはとんとわからぬ」

「そ……そんなことないです、先せん輩ぱいはかっこいいです」

　やれやれとかぶりを振る元竜王に、つい口答えしてしまった。

　考えたうえでの反論ではない。とっさに晴はる臣おみ先輩を擁よう護ごしたくなったのだ。火之[image: ]具土はそんな羽純をしげしげと見つめ、ぼそりと言う。

「おまえ、目はたしかか？」

「視力でしたら、左右どちらも一・五ですよ」

「あの小僧、己おのれが興味のないことにはとことん自じ堕だ落らくで、適当で、そのうえ屁へ理り屈くつばかりで生意気すぎる不届き者だぞ。可愛かわいげのかけらもない」

「わ、わたし、先輩のそういうところ、すごく可愛いと思います」

「逞たくましくもなければ、色男でもない。そのうえ人づきあいも上う手まくない」

「それでも、先輩はとても素敵な人ですっ」

「……そうか」

「……す、すいません」

　誰かの意見にここまで羽純が反論をつづけたことは、初めてだった。

　不思議だった。退く気になれなかったのだ。晴臣先輩のことについては誰にもうそをつきたくない──。その想おもいが羽純の胸にはあった。

　結局、火之[image: ]具土は珍しく感心したような口ぶりで言った。

「そこまであやつを好いているとは、なかなか見あげた根性だ」

「えっ？」

「男として好いているのだろう、あの小僧のことを」

「そ、そんな……わたし、そういうつもりじゃ──あれ？　でも、もしかしてわたし、やっぱり、え──っ!?」

　晴臣先輩に対して抱いている気持ちの正体。

　それを羽純がはじめて意識した瞬間であった。今までぼんやりとしか気づいていなかったものに、ここでようやくはっきりとした形があたえられたのである。




　そして、これは仮定の話であるが。

　この場にもし、春はる賀が晴臣が同席していたならば。

　すぐに自称悪魔・火之[image: ]具土へ詰めよったことだろう。どういうつもりで白しら坂さかに妙なことを吹きこんでいるんだと。

　対して、元ドラゴンの女王は傲ごう然ぜんと言い放ったであろう。

「いつも生意気なおまえが周しゆう章しよう狼ろう狽ばいするところ……存分に見られそうなので、口を出す気になった。おまえもいい思いをできるのだから、気にするな」と。

　ともあれ、ここから春はる賀が晴はる臣おみの運命はさらなる変化を迎えるのである。





　　　　　　　２






　こん、こん。

　ドアをひかえめにノックする音だった。

「こんな遅くに誰が来たんだよ……」

　ホテルの自室である。ハルは愚ぐ痴ちってから、ドアへ向かった。内心、もしかしたらと訪問者の顔を思い浮かべながら。

　──数時間前、ようやくブルックリンにたどり着いた。

　二日ぶりに会うアーシャ、織おり姫ひめ、《S.A.U.R.U.サウル》スタッフと再会をよろこび、事件の報告も済ませた。モントーク沖をただよう例の木造船も回収するよう依頼済みだ。

　もろもろの用件を済ませて、ハルはやっとひとりになった。

　あとは着がえて寝るだけというときの来客である。

　もう深夜零時を過ぎている。非常識な訪問だった。しかし、ハルは浮き浮きと客を出迎えにいった。かちゃり。

　ドアを開けると、予想どおりの人物が待っていた。

「春賀くん……！」

「十じゆう條じよう地じ！」

　そそくさと部屋に入ってきたのは、十條地織姫だった。

　彼女はすぐにドアを閉める。まるで、お忍びでやってきたと言わんばかりに。

　実際、〝ふたりのこと〟は秘密にするという暗黙のルールがある。織姫はさっき、みんなといっしょにいるときはにこにこ笑って、ハルの帰還をよろこんでくれた。

　だが、ふとした拍ひよう子しに目配せしてきたのである。

『あとで……行ってもいい？』

　と訊きかれた気がしたので、あのときハルは無言でうなずいた。

　そして今、織姫はこの部屋にこっそりやってきた。もう笑顔ではない。半泣きになってハルに抱きついてきた。

「もう──っ。心配したんだから！」

　万感の思いを込めて、織姫が訴える。

　まだドアの前、部屋に入ったばかりだが待ちきれなかったのだろう。ハルが飛びついてきた彼女を抱きとめた、その瞬間。

「きゃあっ！」

「わあっ!?」

　決して肉体派ではない春はる賀が晴はる臣おみ、重みを受けきれず、よろけてしまった。

　結果、織おり姫ひめに押し倒される形で腰がくだけ、ふたりして床にすわりこむ形となった。

「ご、ごめんなさい……」

「僕の方こそ鍛え方が足りなくて申し訳ない……」

「ううん、春賀くんは十分、人並みだと思うわ。わ、わたしがいけないの、ほかの女の子よりもたぶん重いから……」

「たしかに十じゆう條じよう地じはあちこち立派だもんなあ、本当に……」

　思わずハルは言った。

　今、彼女の肢し体たいと全体重がハルの体に押しつけられている。

　密着である。当然、そのやわらかさも、かぐわしさも、なにより巨大とすら言える胸のふくらみの素敵すぎる感触までもが存分にたしかめられる。

　それらがハルの自制心を奪い、詠えい嘆たん調ちようで本音を口にしてしまったのだが。

　しかし、即座に失敗を悟った。

　密着した体勢のまま、織姫がハッと顔を上げたからだ。

「春賀くん──やや、やっぱり重い……？」

「そ、そういう意味じゃないよ！」

　激しいショックを受けたらしい思春期の少女へ、あわてて言いわけする。

「立派というのはスタイル。あくまでスタイルという意味。それに今は飛びつかれた分、勢いもついていたし。安心してよ十條地。君の年代の平均体重を君が上まわっていることは絶対にありえない。僕が保証する」

　日本人女子・一六歳の平均体重。実はまったく知らないハルだったが。

　このときは必死で真顔を作り、適当なことを言い立てた。

　仕方ない。『ウソも方便』をつらぬく以外に、解決策を思いつけなかったのだ。幸い、織姫はハルの言いわけを聞き入れてくれた。

「ほ、本当……？」

「もちろん。僕が十條地にウソをついたこと、ある？」

「たぶん、三、四回はふつうにありそう……」

「あ、いやあ」

　もっともな返事にハルは頭をかき、織姫はつぶやく。

「でも……いいわ。今回は信じてあげる。そうよね。今のは春賀くんの鍛え方が男の子のくせにいまいちだったせいよね！」

「そのとおりだよ、十じゆう條じよう地じ！」

　意見が一致したところで、ふたりはくすりと笑みを交わした。

　そして双方とも気づく。ハルはしりもちをついた格好で、その上に織おり姫ひめがおおいかぶさる形で、ふたりはいまだに密着したままだった。

　顔と顔の距離も近い。ひどく近い。

　たがいにすこし顔を近づければ、そのままキスすることも可能なくらいに。

「…………」

「…………」

　無言で見つめ合ってしまう。

　ハルだけでなく、織姫も〝その行為〟が可能であるとわかっている。

　恥ずかしそうに目をそらし、なるべくハルと視線が合わないようにしているから、かんたんに察しがついた。

　しかも、頬をほんのり赤く染めて、どこか恥ずかしそうにそわそわしている。

　対するハルの方も、織姫と似たりよったりであった。気づいてはいても、なかなか実行に踏み切れない。躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　だが、それでも。

　ふたりの顔はすこしずつ接近していく。ついに視線も合わせる。

　ハルは箱船のなかで羽は純ずみに語ったことを思い出した。『人間関係としては今までどおり〝おつきあいに至る一歩手前〟くらいがいいかも』。あのセリフを。

「僕は……ドラゴンになっちゃうかもしれないんだ」

「知ってる」

　ぼそりとハルが言えば、織姫もうなずく。

　それでもふたりの距離はほんのすこしずつ縮まっていく。

「いいの、それでも。春はる賀がくんがそうなってしまうとしても、その前にすこしでも気持ちを伝えたいし……春賀くんの気持ちも感じたい」

「十條地」

「わたしはあなたが好き。本当に好き。大好き」

　くすっと微笑ほほえんで、織姫は言ってくれた。

　次の瞬間、ふたりの唇はしっかりと合わさっていた。どちらからキスしたのかも判然としないほど、自然とそうなったのだ。

　──でも、僕は君のことも忘れてしまうかもしれないんだ。

　ハルは悄しよう然ぜんと思う。言うべきだと思うのに言えない。それで彼女との関係が変わってしまったらと、つい考えてしまう。

　仕事ではいくらでもプロになれるのに、女の子が相手だとこのありさまだ。

　己おのれのダメさを思い知った瞬間だった。おずおずと織おり姫ひめがハルの唇のなかに舌を差し入れてくれた。ぎこちなく、不器用に。

　その瞬間、まだるっこしい逡しゆん巡じゆんが全すべて吹き飛んだ。

「十じゆう條じよう地じ……！」

「春はる賀がくん……！」

　ハルは彼女を固く抱きしめ、その舌に強く吸いついた。

　やわらかな唇を自分の唇でふさぎ、舐なめ取り、舌と舌を絡め合って、十條地織姫の内なる感触をことごとく実感しようと躍起になった。

　織姫の方も必死に応こたえてくれた。

　舌には舌で、激しいくちづけには同じ激しさで。

　しかし、少女らしい繊細さでハルのぎこちない強引さを受け止めてくれる。

　結局、ふたりはたっぷり五、六分ほどもそうしてキスを続けた、唇と舌でおたがい刺激し合い、感情の高ぶりをぶつけ合った。

　やがて息が続かなくなり、どちらともなく唇を放して。

「春賀くん……今夜はいっぱいおしゃべりしましょう？　いい？」

「も、もちろん。徹夜したってかまわないよ」













　織おり姫ひめのささやきに即答する。

　このとき『今夜は帰りたくないの』と、不適切なフレーズが頭に浮かんだのだが。やにわに織姫はハルの顔をじーっと見つめて、断定的に言い放つ。

「顔を無駄にきりっとさせて……また、えっちなこと考えているんでしょう？」

「!?　そんなことはないよ！」

「もう……わかってるんだから。春はる賀がくんの気持ちも、癖も」

「ははははは……」

「そ、そういうの、わたしたちにはまだ早いと思うわ。もうちょっと……時間が経たったら……もちろんわからないけれど……」

　拒否の言葉であるはずなのに、なんとも艶つやっぽい。

　また織姫の恥ずかしそうな、しかし、どこかハルを受け入れるようなそぶりが切ないほどに魅惑的で、頭がくらくらしてきたときだった。

　ズボンのポケットに入れていた携帯端末がぶーんと震えた。

　メールが着信したのだ。取り出して液晶をのぞきこむ。文面はただ一言『来ちゃった☆』だけという簡潔さ。

「どういう意味かしらね？」

　織姫が首をかしげる。密着していたので、いっしょに見る形となったのだ。

　そして、次の瞬間。ふたりは『こん、こん』というノックの音を聞いた。すぐ目の前にあるドアの向こうに、誰かが来ているらしい！

　ひとまず織姫とうなずき合い、ふたりは密着を解いた。

　そろって立ち上がる。それからハルはドアをすこしだけ開けて──びっくりした。

「おひさしぶりね、ハリー。あなたの無事を聞いて、飛んできちゃったの♪」

　外にルナ・フランソワ・グレゴリーが立っていた。

　肩を露出させた黒のナイトドレス姿が彼女の妖よう艶えんさ、極上とも言えるスタイルのよさをすばらしく際立たせている。そのうえに羽織るカーディガンはシースルーの紫色で、実に大人っぽい雰囲気だった。




　ルナ・フランソワも部屋に招き入れて、室内のソファへ移動した。

　にわかに重要人物となったハルに配慮してか、《S.A.U.R.U.サウル》は結構いい部屋を手配してくれた。ベッドのほかにもソファ・テーブル等の応接セット、さらにＰＣなどで仕事ができるようにデスクなども完備されている。

　日本のせまいビジネスホテルでは、こうはいかない。

　おかげでハルはソファのひとつに悠々とすわり、逆側に織姫も腰かける。

　残る一名のルナはといえば、予想外の場所を自分の席として選んだ。

「あのう。僕の膝は椅子じゃないんだけど……」

「いいじゃない。ずっと離ればなれで、ハリーのことが恋しかったんだから」

　ルナ・フランソワは春はる賀が晴はる臣おみの膝の上に横ずわりしていた。

　さらに、その金髪と美び貌ぼうをハルの顔にすりつけ、ハルの体にしなだれかかっている。

　おかげで、織おり姫ひめ以上のスペックを誇るルナの体と暴力的なボリューム感がぐいぐいとハルの上半身を圧迫し、得も言われぬ満足感に襲われた。

　膝に乗っているルナの重みさえ、どこか心地よく感じられる。

　だが、決して鼻の下をのばすわけにはいかない。

　すぐ目の前に織姫がいて、しかも、ルナとハルの狼ろう藉ぜきを切なげに見つめている。

「僕たちが日本を出てから、ほんの半月くらいじゃないか」

　色しき即そく是ぜ空くう云うん々ぬんかんぬん、よし。気合いを振りしぼり、硬い声で訴える。

　しかし、ルナは砂糖菓子のように甘いささやきでハルの耳元を攻めてきた。

「それって、恋する乙女には永遠にも等しい時間よ。わかってハリー、私、それだけあなたに参っているの。もう離れたくない♪」

　愛のささやきを冗談めかして口にするだけではない。

　持ち前の積極性を発揮して、ちゅっとハルの耳たぶにくちづけする。次は頬にキス。それからハルの頬にほおずりしてスキンシップを愉たのしみ出した──と思いきや。

　一瞬の早業でハルの唇をふさいでしまう。

「んんんんんんっ!?」

「おかえりなさい、ハリー。あなたと羽は純ずみさんが行方不明と聞いたとき、本当に心の底から後悔したのよ。やっぱり私もニューヨークへ行くべきだったって」

　ついばむようなキスを繰りかえしつつ、ルナはうっとりとささやいて。

　おもむろに舌を入れてきた。しかも、ハルの舌を探り出すや、ねっとりと自分の舌を押しつけて、ねぶり、味わい、蛇と蛇が絡み合うようにして交わらせる。

　突然のディープキスに驚き、ハルは受け身になってしまったのだが。

　息継ぎのためにルナがちょっとだけ口を放したところで、「あ、ええと、そろそろやめとこうか……」と言いかけた。が、また唇をふさがれた。

　直後、たまりかねて織姫が叫ぶ。

「る、ルナさんっ。いくら好きだからって唐突すぎるわ、そういうの！　春賀くんも今、もうやめようって言おうとしたじゃない！」

「ふふふふ。ごめんなさい、つい気持ちが暴走しちゃったの。ところで」

　不意にルナが真顔になって、ハルの唇をじっとのぞきこむ。

「ハリーったら唇が荒れているの？　そんなふうには見えないけど」

　そんなことないよと言いかけて、ハルは気づいた。

　ついさっき、織おり姫ひめとくちづけを交わしていたときだった。

　日本人少女はリップクリームを塗っていたのだろう。キスを交わしながら、彼女の唇のつややかなぬめりと、ほのかなミントの香りをハルは感じた。

　もしかしたら──とっさに言う。

「当たりだよ。かさついてたんで、さっきクリームを塗っといた」

「ふうん……ハリーもそういうこと気にするのね」

　もしや織姫とのキスで、彼女のリップクリームがすこし移ったのでは？

　そして、黒衣の魔女は鋭えい敏びんに〝何が起きたのか〟を推察したのでは？

　その危惧を回避するための言いわけ。しかし、ルナ・フランソワの瞳ひとみには微量ながら疑惑のニュアンスがかいま見える。

　ハルはできるかぎりの自然さで笑おうとした。

「ははははは。そ、そりゃあ、たまにはね」

「そうだわっ。ルナさんに訊ききたいことがあるの！」

　織姫からの助け船だった。彼女もルナの疑念に気づいたのだ。

「ルナさんは東とう京きよう新都を守るために留守番のはずでしょう？　アメリカに来てしまっているけど……大丈夫なの？」

「そういえば、そうだよ」

　ドラゴンの脅きよう威いから東京新都を防衛するため、最低ひとりの魔女は残す。

　そのために今回、ルナをニューヨークに同行させなかった。そのはずなのに。しかし、当のアメリカ人少女は婉えん然ぜんと微笑ほほえんでみせた。

「それはいいの。ハリーたちが留守の間に、助すけっ人とを手配できたから」

「何だい、それ？」

「ヨーロッパから知り合いの魔女……わたしに借りがあって、報酬もたっぷり欲しいという魔女を呼び出して、留守番役を代わってもらったの。大丈夫よ」

「ええっ!?」

　アーシャのように、組織に所属しないフリーランスの魔女も世界にはいる。

　数がすくないうえに腕もたしかという女傑ばかりだ。当然、引く手あまたでもある。

　そんな人材に急な仕事を頼んで、来日させる。相当額の出費になったはずだ。しかし、その事実をルナ・フランソワはしれっと報告して、こう付け加えた。

「だからハリー。わたしはこの旅行中、完全にフリーなの。明日はショッピングに行くつもりだから、エスコートして頂戴ね♪」

　当然のように依頼されて、思わずうなずくハルだった。
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「それで結局、ルナと出かけるわけですか」

「今日の夜、ちょっとね。でも、ふたりきりじゃないよ。十じゆう條じよう地じもいっしょ」

　あきれた感じのアーシャに、ハルはあっさりと答えた。

　朝食の席の会話である。箱船から帰還した翌日の朝、気づけば携帯端末にメッセージが入っていた。幼なじみからの朝食の誘いだった。

「ところでさ。べつにホテルで食べてもよかったんじゃないかな？」

「いいじゃないですか、たまには。ひさしぶりにこういう店に来たくなったんです」

　ふたりの宿泊先は朝食付きのホテルだ。

　しかし、アーシャの提案で今朝は外へ出た。北米によくあるプレハブ造りの食堂ダイナーに入り、好みの献立を適当に注文したのである。

　ふとハルは思った。もし発案者がルナならば。

　ほかの女の子がいない場所に僕を連れ出して、ふたりきりになる魂こん胆たんだったのかもと疑うところだなと。そう思ってから苦笑した。

　食い意地の張った幼なじみのこと、純粋に安食堂の味が恋しくなったのだろう。

　尚なお、ハルのメニューはトーストに目玉焼き、かりかりのベーコン。アーシャの方はクリームたっぷりのオムレツにベーグル、ハッシュドポテトというすくなさ。

「例の食事制限、まだ続けてるのかい？」

「変な言い方しないでください。単純に食が細くなっただけですし、私程度の体格なら、これが標準的な量のはずです」

「まあ、それはそうなんだけどさ」

　ハルは釈然としないまま、アーシャは澄まし顔で食べ進めていく。

　しかし、ふとした拍ひよう子しに何度か視線が合う。そのたびにハルはどきっとした。

　腐れ縁が発酵気味の幼なじみ。なのに、彼女の青く澄んだまなざしから……ハルはあろうことか、なんともいえない蠱こ惑わく的てきな目力を感じていた。

　そういえば数日前、この幼なじみとも──してしまったのである。

　ハルは全力でそのことを考えないようにしている。アーシャもそのことを不思議なほど口にしない。今、ふたりはそろって『忘れたふり』の真っ最中なのだ。

（アーシャ相手に、何を考えてるんだ？）

　自分のふがいなさ（？）が腹立たしく、やけにそわそわしてしまう。

「ところで……」

　幼なじみが口を開いたので、思わずハルはびくっとした。

「な、なに？」

「ルナとの約束が夜ということは、昼間は大丈夫ですよね？　これからモントークにつきあってもらえますか？　箱船の制御装置だという船、後学のために見ておきたいんです」

「ああ、ごめん。今日の午前中は先約があるんだ」

　これは事実なので、ハルはすらすらと答えた。

「ほら、ニューヨーク州軍のクリスたち、《W.o.t.Cウイツチーズ》。あの人たちが僕と白しら坂さかの帰還を祝して、パーティーを開いてくれるんだよ」

「じゃあ、今日の午後は？」

「そっちにもはずせない先約がある。だから明日にしようよ。ついでに十じゆう條じよう地じや白坂、もちろんルナも誘って、みんなで行ってみようか。どうせだしね」




「てな感じで女の子の誘いをさらりとかわすんですよ、晴はる臣おみのくせに！」

　朝食のあと、ひとりになったアーシャは適当な公園に入った。

　ベンチに腰かけてタブレット端末をネットにつなげ、日本の東とう京きよう新都とビデオ通話をはじめたのである。愚ぐ痴ちる相手はもちろんＭ部長だ。

「せっかくホテルの外に連れ出して、さんざん私の美少女ぶりを意識させたうえでデートに誘うという完璧なコンボだったのに……」

『あの春はる賀ががほかの女子をだしにして、誘いをかわすなんてねえ……』

　Ｍ部長は感慨深げであった。

『アイツもなんだかんだで成長してるってことなのかしらね？』

「成長!?」

『偶然と必然が積み重なって、女の子にかこまれる機会が多くなって、そのうえアメリカ娘の大胆なアプローチのせいでぐんぐん対女子個人戦闘の経験値がたまってるんだから──そりゃあ、すこしはモテ男っぽい回避テクも身についてくるでしょうよ』

「うぐぐぐっ！　晴臣のくせに生意気です！」

　毒づいてから、アーシャは冷静さを取りもどした。今までとちがい、生まれ変わったアナスタシア・ルバシヴィリは冷静な愛の狩人なのだ。

「となると、こちらも私のイメチェンに次ぐ二の矢を放つべきかもしれませんね」

『何かアイデアあるの？』

「私と晴臣の仲を進展させるにあたり、最大のネックは『ふたりが姉弟のように育った』という経緯です。そのせいで晴臣は私のことを肉親同然に見なし、異性として意識することに強い抵抗感を持っていますから……」

　以前は理解できなかった幼なじみの内心も今はわかる。アーシャは言った。

「いつかの与よ太た話ばなしじゃないですけど、晴臣を記憶喪失に追いこめないものですかね？　崖から海に突き落とすとかして。記憶をリセットさせて、新しい関係を築くんです！」

『ま、壁ドンならぬ崖ドンなしならトライしてもいいんじゃない？』

　かなりの投げやりさでＭ部長は答えた。

『そういう都合のいい魔法を使うとかもアリでしょうし』

「そんな術はないから困ってます。部長のあやしいスキルでぴぴっとできたりは……」

『しないわよ。アタシは目からビーム出すミュータントじゃないんだから』

「そうでしょうか？　部長の正体って案外、ドラゴンの到来で変革を促された人類という種が新たな能力にめざめた姿、人類の革新ニユータイプという線もありそうな気が」

『アホ言ってないで、そろそろ東とう京きようにもどってきなさい』

「へっ？」

　急にまじめな顔で言われたので、アーシャは驚いた。

『最近、胸騒ぎがするのよね。近いうちにこの街で、とんでもないことが起きそうな──そういう気がして、たまらないの。たぶんアンタたちの力が必要になるわよ』

　それはまちがいなく、妖あやしい予知能力を持つ異能者としての予言であった。

　Ｍ部長からの〝警告〟に、アーシャは表情を引きしめた。




　銀髪の特級魔女マスターマギが日本と通信を行っていた頃。

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめとルナ・フランソワ・グレゴリーはホテルのラウンジで顔を合わせ、朝食後のコーヒーをいっしょに飲んでいるところだった。

　そこにふらりと──白しら坂さか羽は純ずみがやってきたのである。

「昨日はよく眠れた、羽純？」

「ハリーから聞いたけど、いろいろ大変だったそうね」

　声をかける年長女子ふたりへの挨拶もそこそこに、羽純は切り出す。

「あのね姉さま、それにルナさんにも……実は折り入って相談があるの。先せん輩ぱいの──晴はる臣おみ先輩の体のことで」

　おそろしく深刻な声こわ音ねでの訴えに、織姫もルナ・フランソワもきょとんとする。

　これがきっかけで春はる賀が晴臣を中心とする人間関係に大きな変化がもたらされることを、彼女たちはまだ知らない──。
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　かつての東京二三区の大部分は今、竜族租借地『旧東京』となっている。

　都民が移動手段として重宝してきた山手線も、今となっては廃はい墟きよを構成する要素のひとつにすぎない。

　東京新都には新山手線とでもいうべき新たな路線があった。

　それが『東とう京きよう新都環状線』だった。かつての山手線は都内をぐるりと一周する環状運転を行っていた。同じように新都内を楕だ円えん状じように一周するのである。

　北きた千せん住じゆ・業なり平ひら橋ばし・両りよう国ごく・新しん木き場ば・葛か西さい臨海公園・小こ岩いわ・亀かめ有あり・綾あや瀬せなど──。

　それらの駅をぐるぐると巡回していく。

「ふ……」

　気づけば、彼は笑みをこぼしていた。

　最近、この路線に乗ることがひそかな愉たのしみなのだ。これに乗っているだけでトーキョーという人間の街を一望できる。近いうちに彼の所有物となるはずの街を。

　いずれ掌しよう握あくするはずの『力』への予感──。

　それが彼の血をたぎらせる。熱くさせる。闘志の源となる。

「たまらぬな。あとすこしで時は来たる……。もうすこしだぞ、雪ゆき風かぜの姫よ。そして我が因縁の敵手・春はる賀が晴はる臣おみよ」

　ひそやかに口のなかでつぶやく。

　そんな彼を見つめる視線があった。彼は今、新都環状線の車両のひとつに乗り、ドアのひとつに寄りかかって車窓から外を眺めているところだった。

　同乗している人間の雌めすふたりがやや遠くから、ちらちらと彼の横顔を見ている。

　そろいの服装からして、ジョシコーセーだとわかる。

　以前はそうされる理由がわからなかった。だが、今はちがう。あの雌たちは彼に発情しているらしいのだ。迷惑な話だった。

　視線を無視して、彼は車窓の外を眺めつづけた。

　窓に映る顔立ちは美び貌ぼうであった。しかも、人並みはずれたレベルの。そのうえ一八〇センチを超す長身で、みごとな銀髪。とにかく目立つ容姿なのだ。

　ワイシャツにスラックスという人間的な服装を、いまや難なく着こなしている。

　ほんのすこしはだけた胸元からのぞくのは、銀のネックレスである。

　──異様に人目を惹ひく美青年の名はパヴェル・ガラド。《剣の秘ひ文も字じ》を継承する僭せん主しゆにして純血のドラゴンであった。




　青く晴れ渡った空の、まっただなかであった。

「血が騒ぐな」

　ぼそりと、雪風の姫はつぶやく。

　白いワンピースをまとう人間体のまま、地上一千メートルを超す高みにいる。

　かつて銀座と呼ばれた廃はい墟きよに立つ純黒の巨大三角柱・モノリス──。その頂上にひとりたたずみ、囂ごう々ごうとうなる暴風に身をまかせているのである。

　しかし、いくら激しくとも地上の風ごときが白き竜王の自由を奪うはずもない。

　体を撫なでる暴風の感触を悠々と楽しみつつ、つぶやく。

「そろそろ雌伏の時も終わりか……。おまえの方はどうだ、晴はる臣おみよ？」

　南天の弓星を竜りゆう弑ごろしとして継いだ者の名前であった。

　天てん狼ろう星せいの矢を継承した雪ゆき風かぜの姫とは、対を成す運命の男──となるかもしれない。

　あの眠そうな目の少年と、そろそろ〝遊ぶ〟ときが近いように思える。明日か、明後日か、それとも一か月後か──。

　にやりと剛ごう毅きに笑い、雪風の姫は晴れやかな空の大気を吸いこんだ。

　いずれにしても、そう遠い話ではない。その予感が姫の胸に湧きあがってきた。





【あとがき】







　みなさま、おひさしぶりです。

　シリーズ第六巻、一種の特別編と申しましょうか。物語としては『魔王ソロモンのダンジョンで大冒険！』なのですが。その間、時間が空くごとに羽は純ずみさんとおしゃべりしたり、いちゃいちゃしたりという商品仕様になっております。




（こそこそ）註ちゆう・物陰に隠れている擬音




　ある意味、『月刊・白しら坂さか羽純』がコンセプトです。いっそ羽純さんをヒロインにした短編ばかりを書こうかなという『白坂羽純ファンディスク計画』も、実はありました（笑）。

　プロットもいくつか考えたのですが、さすがに前巻の引きがあんな感じです。

　結局、このようなお話となった次第です。

　また羽純さんと合わせて、我らが主人公のあれやこれやを描く巻でもありました。

　彼は得意分野については見識も行動力も抜群なのですが、不得意な科目はまったく気にもとめない極端な性格です。いよいよ次巻からラブコメ展開の荒波（？）に放ほうり出すにあたり、その方面が不得意な彼と羽は純ずみさんにセットで強化講習を受けてもらおうという意図もありました。




（ちらっ、ちらっ）註ちゆう・顔だけ出して、目配せしている擬音




　ちなみに、僕は登場人物についてドライといいますか、みんな横一線くらいのスタンスでいつも遠くから俯ふ瞰かんしているのですが。

　今回はちゃんと羽純さんを優遇するつもりで書いておりました（笑）。

　まあ、彼女はふだん、性格と合わせて出番もひかえめなキャラなので、たまにはこれくらい依え怙こ贔ひい屓きしてもいいのではないかと思いまして。そのあたりは彼女の人徳と言えるかもしれません。

　この巻に限っては、彼女が名実ともにメインヒロインということで……。




（いらいら、そわそわ）註・無視されて、ごきげんななめの擬音




　ま、この程度のひいきで文句を言いそうなキャラ、当シリーズにはいないと思いますし、たまのお祭り企画ですね。……いや、まあ。













　厳密にはクレームを入れそうなキャラに一名ほど心当たりはあるのですが、彼女についてはある意味、毎回あとがきで特別あつかいをしているので。

　今回はあえて、ふだん三番手・四番手ポジションの羽は純ずみ推しでいったわけです。

　あ、べつにこれ、誰かさんへの言いわけじゃないですよ。




（ふんむーっ）註ちゆう・怒りの鼻息の擬音




　……窓の外で闇がうごめいているようですね。

　コズミックホラーな創作神話ものでは『窓の外に、窓の外に（註１）！』とか、書かれるようなシチュエーションです。日記とか小説のろのろ書いてないで逃げなよとツッコミたくなる、最後の山場ですね。あるいは、なつかしい海へ旅立つラストでしょうか。『クトゥルフ、フ・タグン！　ラ、ラ、ラ！』とか唱えながら（註２）。

　尚なお、このお約束をご存じでない方へ解説いたししますと。

　註１のケースでは、邪神の従属種族である魔物が窓の外にやってきています。

　註２は、ルルイエの海底遺跡で眠りにつく大いなる神の秘密を探ろうとした不用意な人間が忌まわしき黒魔術の影響で半魚人と化してしまい、母なる海へ嬉き々きとして帰っていくというケースです。

　ここを引き払った方がよさそうですね……。

「ちょっと！」

　ああ。窓の外に、窓の外に！

「さっきから人のことを無視しつづけて、どういうつもりですか!?」

　……いえね、アーシャさん。以前あなたが言ったとおり、こういう一九九〇年代風『作中キャラと会話』式あとがき、そろそろやめてもいいかなと思って。

「な!?　何を言うんですか。今となっては読者もこれを──ていうか、私の登場を待ち望んでるはずですっ」

　でもねえ。みんな、このパターンを予想してると思うんですよ。

　今回もどうせアーシャがあとがきで暴れるんだろ、みたいに。そういう予測を外してこそのエンターテイメントかなーと。

「よ、予想に応こたえるのも読者サービスの一環ですよ？　みんな、このシリーズのあとがきには乱入者を期待しているはずなんです！」

　そういう方のために、今日はべつのゲストを用意しました。

「へ？」

　この本と同じ月に発売の『女騎士さん、ジャスコ行こうよ』二巻から、特別にヒロインのひとり、ポー姫をお呼びしました。どうぞ。

「ええっ!?」




★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　ジャスコーっ！

　皆の者、ごきげんよう。ポー姫じゃ。

　今、「誰だよ、おまえ？」とか思った者たちも苦しうない。

　ＭＦ文庫Ｊより刊行中の『女騎士さん、ジャスコ行こうよ』１・２巻、すぐに書店で購入することを許可してやるのじゃ。

　いや、ていうか是非買ってくださいなのじゃ。

　まあ本当に知らない人のために解説すると、魔法地平の姫にして〝金きん鳳ぽう花げの君〟と呼ばれた美少女・ポーリリファ……つまり妾わらわが腹心の美少女騎士クラウゼラと共に、球面地平の何ど処こかに存在するはずの理想郷ジャスコへ旅立つ感動巨編なのじゃぞ。

　まちがっても『エロゲ』とか『陵辱』じゃとか『触手』『クッ殺せ』『グフフフ、なかなか簡単には堕おちませんな』『いつもどおり変態』『田舎あるあるネタの切なさがリアルすぎて、アニメ化しても町おこしには使われないんじゃね？』『超安定のくだらなさ』なんてキーワードとはまったく関係ない、海と大地のはざま・岐阜県で繰りひろげられる健全な一大サーガなのである。

　皆の五八〇円（税別）×二巻分が、妾をまた一歩ジャスコに近づかせるであろう。

　よろしくなのじゃ！

★★★★★★★★★★★★★★★★★★




　……てな感じの人を相方に、今回はあとがきを書いてみようかなと。

「なななななななな何を考えてるんですかーっ!?」

　あと、向こうの本から学園のマドンナ水神さん（註ちゆう・触手付き）も借りてきて、いつもは使わない人間語をしゃべってもらうという企画も。

「今ここにシリーズ自前の美少女キャラである私がいるというのに、どうして余よ所そさまのキャラを召喚するんですか！」

　ちょうど今、メディアファクトリーの会議室であとがきを書いてまして。

　で、ちょうど古ふるいなじみの『ジャスコ』著者・伊い藤とうヒロ氏もいたので、ちょっとポー姫貸してよと頼んだら、いいよーと言われたわけで。

「た、頼む方も受ける方もダメダメです！」

　いやあ。特別編っぽい六巻だから、あとがきも遊んでみたくなったんですよ。

「ううううっ。これだからノリ優先で仕事をしているヤクザなおっさんどもは……」

　多忙な仕事の合間にも息抜きを忘れない。労働とはかくありたいものですね。いそがしいからって根を詰め詰めすぎると、余裕もなくなります。

「ただの悪ノリを美談風にまとめないでくださいっ。あ、でも、もう結構なページをあとがきに使ってますよ。そろそろお開きにしないとダメじゃないでしょうか？」

　ええーっ。

「このネタはまたの機会があればということで……」

　仕方ないですね。じゃあ、今回は封印としておきましょうか。

「（ほっ）」




　さて。白しら坂さか羽は純ずみメインの六巻ですが、物語の方も動いて参りました。

　次巻からはいよいよ舞台を東とう京きよう新都にもどしての、大立ち回り＆クライマックスのはじまりとなる予定です。

　かつてのライバルは挫折から立ちあがり、雪辱をはらすために暗躍中。

　そして、ボスキャラでありながら〝真ヒロイン〟でもある彼女が、ふたたび本編に満を持しての本格復帰となります。

　イラストの仁に村むらさんも『雪ゆき風かぜの姫を描きたい』とおっしゃっておりました。

　もういっそ表紙の方に二度目の登場をお願いしても、いいのかもしれません。作者である僕は前々から──おや。どうかしましたか、アーシャさん？

「いえ。今回はせっかく重大で記念的な告知ができるチャンスだったというのに、なんだか上う手まくはぐらかされた気が……」

　ふふふふふふ。

「この私がスポットライトを浴びる瞬間の邪魔をするなんて……（ぶつぶつ）」

　何をおっしゃいます。ちゃんと心得ていますよ。２０１４年度、夏のヒロインコンテストにてアーシャさんが総合四位という優秀な成績を収めたことは。

「!?」

　実は、きちんと祝いの席を用意しております。

　とある店の座敷を予約済みです。いつもの面子にもこっそり声をかけて、招集をかけていますから……今夜は楽しんでらっしゃい。

「ど、どういう風のふきまわしですか、いきなり!?」

　たいした含みはありません。このシリーズを牽けん引いんしているアーシャさんに、たまには恩返しをしたいという純粋な善意と好意からです。

「なんかウソくさくて胡う散さんくさいコメントですね……」

　妙な邪推はやめて、そろそろ行ったらどうですか？

　このまま参加しないようでしたら、集めたみんなにはアーシャさん不在のまま楽しんでくれと連絡するだけですから──。

「あ、いえっ。その辺は棚上げして、がっつり楽しんでこようと思います。当然、飲食代はそちら持ちなんですよね？」

　……ええ、まあ。

「それだけ聞けば十分です。じゃあ、行ってきます！　あと、七巻の表紙は私！　ヒロイン一巡したあとは真メインヒロインである私が担当すべきだと思います！」

　考えておきますよ。……次でいきなり脇役の誰かにスポット当てるのもいいかもですけどね。たとえば武む藤とうさんとか船ふな木きさんあたりに。表紙もまさかの彼女たちで……。

「（走り去りながら）何か言いましたか!?」

　いえいえ。ではお達者で。







（以下、特別企画・巻末座談会へと続く）





【特別企画・巻末座談会】







《参加キャラクター》


　春はる賀が晴はる臣おみ、アーシャ、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめ、白しら坂さか羽は純ずみ、ルナ・フランソワ・グレゴリー







■とある和風の食べ物屋のお座敷にて






アーシャ「（そわそわ）じゃあみなさん、グラスと飲み物は行き渡りましたか!?」

織姫「大丈夫だけど……どうしたの、アーシャさん？」

羽純「なんだかあせっているみたいですけど」

アーシャ「さ、最近、本編で小食になっているせいか、ちょっと自分を抑えきれなくなってるんです！　ふごーふごー！」

ルナ「このままだとアーシャが暴走して、使徒を食べはじめちゃいそうね」

晴臣「古ふるいんだか現役なんだか微妙にわかりづらいネタだな……。ま、いいや。そろそろお待ちかねの宴会をはじめる……」

アーシャ「（目をぎらっと輝かせる）！」













晴はる臣おみ「その前に」

アーシャ「きしゃあああああっ！」

晴臣「前説くらいさせてくれよ。えー、『盟約のリヴァイアサン』本編は今、何かと荒れた内容になっているけど、その辺を完全スルーする方向で、のんべんだらりと息抜きしようっていう趣旨です。で、あとひとつ」

織おり姫ひめ「この間、２０１４年度夏のヒロインコンテストでアーシャさんが総合四位に入ったお祝いよね？」

ルナ「ええ、そう。というわけで乾杯の音頭は……」

羽は純ずみ「あ、わたしですね。じゃあアーシャさん、おめでとうございます。かんぱーい♪」

晴臣・織姫・ルナ「かんぱーい」

アーシャ「（ごっきゅん＆もぐもぐもぐもぐ）ふーっ」

晴臣「お通しの切り干し大根、お新香盛りにもろきゅう、ポテサラを瞬殺か……」

ルナ「特製麦茶のジョッキも二秒で空っぽよね……」

晴臣「白しら坂さか。アーシャの飲み物がなくなったから、すぐに補充して。一応、主しゆ賓ひんだから」

羽純「あ、はい。（ピッチャーを手に取り）じゃあアーシャさん。どうぞ」

アーシャ「おーっとっとっと」

羽純「す、すいませんっ。こぼれそうになっちゃって！」

アーシャ「いえいえ（上機嫌）。こんなになみなみと注いでくれて、むしろお礼を言いたいくらいですよ。（ごきゅっ、ごくごくごく、ごっきゅん）ぷはあ！」

ルナ「いい飲みっぷりねえ」

アーシャ「気がかりだったこともかたづいて、今夜は気分がいいんです。びゅんびゅん飛ばしていきますよー。（厨房へ）すいませーん、追加注文いいですかーっ!?　厚焼き玉子とモツ煮込み、アジフライ、カキフライ、白子のポン酢和え、イカの塩辛、じゃがバター、茶碗蒸し、肉豆腐、塩炒り銀杏。あと焼き鳥とおでん、両方盛り合わせをお願いします！」

お店のお兄さん「よろこんで！」

ルナ「まあ、しょっぱい食べ物ばかり。お酒が進みそう♪」

アーシャ「いえいえ（上機嫌）。飲んでいるのは特製麦茶ですからーっ。麦を原材料としているとっておきのドリンクですよーっ！」

織姫「……しゅわしゅわしてるのは……炭酸？」

アーシャ「なんといっても特製ですからーっ（超ごきげん）！」

晴臣「『お通し』の意味がわからない健全な青少年読者は自己責任で検索よろしく」

ルナ「お新香・もろきゅう・ポテトサラダあたりはスピード調理で作れたり、作り置きできるから、腹ぺこさんとお店にやさしい注文なのよ」

羽純「あ、姉さまのグラスも空みたい（ピッチャーの中身を注ごうとする）」

織おり姫ひめ「だめっ。羽は純ずみもわたしもウーロン茶限定でいきましょう！」

羽純「う、うん（ちょっと残念そう）」

織姫「まったくもう。どうしてこんなお店が会場なのかしら？」

晴はる臣おみ「幹事の作者いわく、せっかくのお祝いだから、だってよ」

織姫「カラオケとかファミレスとか、もっといい場所あるじゃない（ため息）。わたしたち高校生なんだから、わざわざこんな料理屋さんでなくても……」

ルナ「いいんじゃない？　主しゆ賓ひんがあんなによろこんでるのだもの」

アーシャ「（運ばれてきた料理をあれこれ食べつつ）ふーっ。そろそろ米を原材料にする特製ドリンクに切りかえますかねーっ。晴臣、メニューを！」

晴臣「なんで僕に頼むのさ？」

アーシャ「いいから聞くんです。ヒロインコンテスト四位さまの命令ですよー！」

晴臣「はいはい。ほら（メニューを手渡す）」

アーシャ「どれどれ……最近、ほんと獺だつ●祭さいはどこのお店も置くようになりましたね」

ルナ「美お味いしいから、べつにいいんじゃない？」

アーシャ「まあ、そりゃそうなんですけど。あ、わたしの好きな鳳ほう凰おう●美び田でんが置いてあるじゃないですか。じゃ、これを！」

お店のお兄さん「よろこんで（てきぱき用意）！」

羽純「わあ。あんなに細長いグラスを枡のなかに入れて……こんなふうに飲み物を入れるの、初めて見ました！」

アーシャ「あらあら（にやにや）。グラスからこんなにあふれちゃったじゃないですか。枡のなかにたんまりこぼしてくれちゃって……お兄さん、グッジョブ！」

お店のお兄さん「大サービスです！」

アーシャ「（グラスの縁にちゅっと口をつけ）くーっ。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡ります！」

ルナ「あ、羽純さんはこれ読みあげて」

羽純「はい。えーっと『註ちゆう・米を原材料とする特製ドリンクとは玄米茶のことです☆』。これでいいんですか？」

晴臣「ばっちりだよ。さすが白しら坂さかだ！」

羽純「ふふふふ。お役に立ててよかったです」

織姫「玄米茶って色、透明だったかしら……？」

アーシャ「これはもう刺身も行くしかないですね。（厨房へ）すいませーん、刺身の盛り合わせとアジのなめろう！」

お店のお兄さん「よろこんで！」

アーシャ「あと、さばいたアジの頭と骨はフライにしてくださ～い！」

晴臣「ちなみに『なめろう』は銚ちよう子しの方の漁師飯でね」

ルナ「アジの刺身を包丁でいっぱいたたいて、味み噌そとかネギと合わせるの。ちびちびつまみながらお酒をくいくいやれば、若いあなたもいっぱしの呑のん兵べ衛えよ♪」

アーシャ「（ごきげんで）そんなの日本人なら知ってて当然じゃないですかーっ。解説の必要なんかないですよー」

織おり姫ひめ「……羽は純ずみはたぶん知らないわよね？」

羽純「う、うん。そんなお料理あったんですね。すいません」

晴はる臣おみ「大丈夫。ＭＦ文庫Ｊの主要読者層の平均年齢をかんがみるに、白しら坂さかと同じような人は多いはずだから」

ルナ「ある種のお店に通う年齢以上の人には、おなじみなのよね～」

晴臣「ま、このシリーズは台湾・韓国・タイでも翻訳されてるから、解説はあった方がやっぱりいいと思うけど」

織姫「はいはい。そういう話はそろそろやめて、本題に入りましょう？　今日はアーシャさんのお祝いなんだから、その辺ちゃんとしないと」

アーシャ「くーっ。さすが織姫さん、すてきな気配りです！」

織姫「アーシャさんもすこしテンション落としてね。あんまりうるさいと、まわりのお客さんたちの迷惑になっちゃうわ。いくらここが居●屋でも」

アーシャ「は、はい……」





■二〇一四年度・夏のヒロインコンテスト






織姫「ええと、二〇一四年の夏頃に開催されたヒロインコンテスト……たしか、この頃にＭＦ文庫Ｊの対象作品を購入すると、一冊につき一票を投票できたのよね？」

晴臣「うん」

織姫「そのコンテストでアーシャさんはめでたく！　ノミネートされた何十人ものヒロインのなかから四位という、すばらしい順位になることができました！」

羽純「わあっ（天使スマイル）」

アーシャ「（超にやけ顔）いやあ、これも応援してくれたファンのみなさまのおかげですよー。あっはっはっは」

晴臣＆ルナ「（すごく投げやりに拍手）ぱちぱちぱちぱち」

アーシャ「ま、これもひとつの人徳っていうんですかねーっ（鼻高々）」

晴臣「でもさ」

アーシャ「なんですか晴臣。私の順位になにか不満でも？」

晴臣「いや、不満はないよ。でも、このシステムだと……『盟約のリヴァイアサン』ではない作品を買った読者が仁に村むら先生の素敵なイラストに惹ひかれて、本編を読んだことないのにアーシャへ投票した……」

アーシャ「んぐっ!?」

晴はる臣おみ「そういう線もあるんじゃないかなあ？」

アーシャ「つ、つまり、私個人の魅力ゆえではなく、仁に村むらセンセのイラスト力がすごかったからだと──そう言いたいんですか!?」

晴臣「うん」

アーシャ「きしゃああああああっ！」

ルナ「ハリー。私もその可能性を疑って、調査してみたの」

アーシャ「ちちちちょっと！」

ルナ「そうしたら……」

アーシャ「へへへ変な調査結果を言うのはナシですよ！　せ、せっかくの私の好成績にみみみみ水を差さないでくださいっ」

ルナ「意外にも、ちゃんと『盟約のリヴァイアサン』を購入してくださった読者の投票が主要な推進剤となって、アーシャはこの順位に到達したらしいのよね」

アーシャ「（ほっ）」

晴臣「……そいつは本当に意外だな」

ルナ「……本当にね」

アーシャ「な、なにを超失礼なコメントしてるんですか。素直に私というキャラの人気っぷりを賞賛してくださいっ」

晴臣「たしかに。ごめんアーシャ、僕の目が節穴だったよ」

アーシャ「わかればいいんです。えへん！」

晴臣「アーシャみたいなキャラの需要もちゃんと、というか意外とあるんだなあ……」

アーシャ「余計なことは言わないっ」

ルナ「ちなみに、なぜか『魔ま弾だんの王と戦姫ヴアナデイース』の読者のみなさんも結構な数、アーシャに投票してるのよね」

晴臣「……なんで？」

ルナ「読者層がかぶっている、のかしらね……？」

織おり姫ひめ「と、とにかくっ。優秀な成績を収めたアーシャさんに、盛大な拍手と祝福を贈りましょうね！　わー、ぱちぱちぱちぱち～！」

羽は純ずみ「おめでとうございます、アーシャさん！」

晴臣「（四位って微妙な成績だよね、とか言ったらダメなんだろうなあ）」

ルナ「（ランキングの花はやっぱり三位以内よね～）」





■この六巻のこと……？






アーシャ「ところで、Ｍ部長は来てないんですか？」

晴はる臣おみ「ああ。あの人だったら『女騎士さん、ジャスコ行こうよ』二巻のあとがきに出張してるよ、ゲストとして」

ルナ「ちょうど、この巻と同じ日に発売なのよね」

アーシャ「へっ？　そ、そんなの聞いてないですよ!?」

晴臣「いや、この六巻のあとがきにポー姫を借りたから、そのお返しに」

アーシャ「よそさまの作品とあとがきでキャラを貸し借りする是非はちょっと脇に置くとしてですね！　そういうときはやっぱり、メインヒロインの私を派は遣けんするのが筋ってものじゃないですか!?」

晴臣「でも、アーシャをあの世界観に送りこんでもインパクトうすいと思うよ」

ルナ「本当は向こうの著者さん、アーシャを採用するつもりだったんだけど。うちの作者の意向で取りやめにしたの。短い時間……というか行数でインパクトをほどほどに出すなら、やっぱり部長だろうって」

アーシャ「まったく……（ぶつぶつ）あの作者には前々から言ってやりたいことが小山くらいたまってる、つーんですよ本当に……」

織おり姫ひめ「アーシャさん。（小声で）ぶつぶつ愚ぐ痴ちっぽくて、コントに出てくるような酔っ払いのおじさんっぽいわよ。すこし読者のみなさんの目を気にした方が……」

アーシャ「いいんですよォ。みんな、ありのままの私がいいって人たちばかりのはずですからー。私は私のままでいいんですっ」

ルナ「微妙に流行の歌ネタで二〇一四年の栄光をひきずるのね……」

晴臣「まあ、この本が出るのは二〇一五年一月だけど、座談会やってる今はまだ年越し前だから……」

羽は純ずみ「その歌、わたしも知ってます。なんだか歌ってみたくなりました（にっこり）」

晴臣「そりゃいいや。白しら坂さかの歌、ぜひ聞いてみたいなあ」

羽純「あ、でも、そんなに上う手まくないですからっ。お聞かせするほどじゃ……」

晴臣「いやいや。白坂の歌声を聞くだけで、きっと寿命が一〇年くらいのびるはずだよ。じゃあ、二次会はカラオケってことで」

羽純「うわあ、楽しみです！」

アーシャ「ちょっとちょっと。宴もたけなわだってのに二次会の話は早いですよーっ。それより作者の話ですけど……聞いてます？」

織姫「大丈夫。わたしは聞いてるから続けて、アーシャさん」

アーシャ「あいつ、いつもいつもいいかげんなんですよ。あとがきで『古ふるいスタイルのあとがきはやめよう』とか言っといて、すぐにこの九〇年代風・キャラ登場式座談会。そりゃあ二〇代後半以降の読者はなつかしいでしょうけど」

ルナ「逆に一〇代の読者には、一周まわって新鮮かもね♪」

晴はる臣おみ「最近の小説でこういうの、あまり見ないもんなあ」

アーシャ「大体、私をないがしろにしすぎですっ。私というキャラが作品全体を支えているようなものなのに、今回だって羽は純ずみさんの特集号だーって悪ノリ全開で！」

羽純「す、すいません」

晴臣＆ルナ「（わざとらしく無表情）」

織おり姫ひめ「（晴臣とルナの顔をチラ見しつつ）そういえば六巻のカラー口絵……みんな羽純のイメージイラストなのよね、三枚とも……」

羽純「（うつむいて）……は──恥ずかしかったです」

アーシャ「作者のやつ、割と書きはじめる寸前まで『六巻は白しら坂さか羽純をヒロインにする短編づくし』プランを捨てきっていなかったんです」

ルナ「で、カラー口絵のラフを『月刊・白坂羽純』のイメージで仁に村むら先生にいくつか描いてもらったら、それがあまりにすばらしいもので全すべて採用になったのよね～」

晴臣「イメージイラストのアイドルグラビア風な恥ずかしい挿入文はね、ＭＦ文庫Ｊ編集部の識者たちがそれっぽいのを考えてくれた集合知の産物なんだ」

羽純「（もじもじ）」

織姫「でも悪ノリといえばね、春はる賀がくん」

晴臣「（ぎくっ）」

織姫「六巻冒頭部分の春賀くんも相当な悪ノリだったと思うわ。わたし、どういうことを言ってるのか、よくわからなかったもの」

晴臣「いやあ……ちょっとだけ本気を出しちゃって」

織姫「特にむずかしかったのは、外国の人の名前をたくさん言ってたときかしら」

晴臣「ああ、あれはかんたん。あの人たちは『宇宙のスカイラーク』とか『レンズマン』『キャプテンフューチャー』『英雄コナンシリーズ』なんかを書いたエンターテインメント小説界の古き神々エルダー・ゴツズというべき存在だよ」

ルナ「Ｅ・Ｒ・バロウズと合わせて、今のライトノベル業界にもつながるファンタジーとＳＦの原型を創った人たちよね、ある意味」

織姫「全部知らない……わね、うん」

晴臣「そりゃもったいない。長い人生のなかでどれか一冊でも読んどくといいかもよ。ちなみにＲ・Ｅ・ハワードはラブクラフトとも仲がよかった人。クトゥルフものなんかも書いてる剣と魔法なファンタジーで有名な作家。彼の生み出した英雄コナンをロード・ダンセイニ、指輪物語、マイクル・ムアコックが書いた『意思を持つ魔剣もの』の元祖にしてヒロイックファンタジー中ちゆう興こうの祖エルリック・サーガなんかといっしょに押さえておくと、ファンタジーものの系譜がわかりやすく見えてきて──」

織おり姫ひめ「春はる賀がくん。またちょっと暴走してるわよ」

晴はる臣おみ「おっといけない」

ルナ「今、名前が出たエルリックさん、彼は一九六〇年代に登場したお兄さんなの。それまでゴリゴリ肉体派の剣士がメインストリームだったファンタジーもののアンチテーゼとして造形された、『剣士だけど世界最高の大魔法使い・古代帝国の皇帝・泣き虫のヘタレ・女にだらしない』という属性持ちの、とても現代的なキャラなのよ♪」

織姫「ルナさんまで!?」





■隠されていた秘密






織姫「あら？　アーシャさん、寝ちゃってるわね」

アーシャ「（テーブルにつっぷして）ぐうぐう……まだまだ食べられますよ～。メニューの端から端まで全部持ってきてくださ～い……」

晴臣「テンプレ寝言『もう食べられないよ』がアーシャだとこうなるのか」

羽は純ずみ「すごくおつかれだったみたいですね」

ルナ「おつかれというか、寝不足？」

晴臣「最近、よく眠れてなかったようだから」

織姫「何か心配事でもあったのかしら？　そういえば、さっき『気がかりだったこともかたづいて』みたいに言ってたわよね」

羽純「じゃあ、アーシャさんはもう大丈夫なんですね。よかった～」

晴臣「その心配事のタネって、実は十じゆう條じよう地じなんだけどね……」

織姫「えっ、わたし!?　どうして!?」

ルナ「ほら、例のヒロインコンテスト。織姫さんもノミネートされてたでしょ？」

織姫「……そういえば、そうだった、かしら……？　ごめんなさい、実はあんまり気にしてなかったから、すっかり忘れてたの」

晴臣「アーシャは四位だったけど、十條地の最終順位は六位。途中で発表された中間順位は十條地の五位に対して、ここでもアーシャは四位……」

ルナ「ずっと心配してたのよね、織姫さんに抜かれるんじゃないかって」

織姫「……どうして？　べつにどちらが上でもいいと思うわよ。この作品を応援してくださる読者のみなさんが大勢いてくれることに変わりないんだし。ねえ？」

晴臣「と、アーシャは思わないんだよなあ」

ルナ「一巻の表紙を飾ったメインヒロイン（仮）としては、織姫さんに抜かれたらまずいというプレッシャーがあったらしいのよねえ」

晴はる臣おみ「というわけで順位を心配して、寝つけない夜が続いたわけだ」

織おり姫ひめ「そ、そうだったのね」

ルナ「こういう気の小ささがまさにアーシャの真骨頂よね」

晴臣「ちなみに、作者の脳内にはこういう設定があるらしい」





アーシャ　★

雪ゆき風かぜの姫　★★★★★★★★★★★（多すぎるから中略）★★★★★★★★★★★★★★






織姫「なんなのかしら、この星の数……？」

ルナ「人間的な器の大きさですって。例のお姫さまはドラゴンだけど」

晴臣「前にどこかで『アーシャは小隊長向きの人材』って話が出たけど、裏返すと、それ以上の規模の人間を仕切る仕事には向いてないって意味なんだ」

羽は純ずみ「えっ？　でもアーシャさん、とても頼もしいですよ？」

ルナ「けなしているわけじゃないのよ。アーシャは軍隊でいうと将校じゃなくて、下士官向きの性格なの」

晴臣「中佐とか大佐としていまいちでも、最高の軍ぐん曹そうになれるわけだからねえ」

ルナ「ちなみに、中間発表の時点で織姫さんとアーシャの票差は一〇くらいだったの♪　あの性格じゃあ心配になるはずよね～」

羽純「あの、すいません。さっき先せん輩ぱいとルナさん、変な顔をされてましたよね？」

織姫「アーシャさんが『ありのままで』を言ってたときよね。羽純も気づいていたのね」

晴臣「ああ、あれか……」

ルナ「実はね。この六巻、アーシャをメインにする特別編の計画もあったの」

織姫「本当!?　全然知らなかったわ！」

羽純「どうして取りやめになったんですか!?」

ルナ「アーシャ本人がＮＧを出したの。ちなみに主なコンセプトは二〇一四年いちばんの流行ソングにのっとって、『ありのままで』と『すこしも寒くないわ』」

晴臣「具体的にはこんな感じ（タブレット端末でイメージ映像を再生）」





■厳冬の北極圏上空






　画面にタイトル『ASYA VS WILD』が大写しになり、消える。

　一機のヘリが大雪原の真上を飛んでいく。

　搭乗用のドアが開いた機内で、カメラに語りかけるアーシャ。




Ｎ（ナレーション）「私の名前はアナスタシア・ルバシヴィリ。通称アーシャ。かつて軍の特殊部隊で訓練を受けた者です。今日はこれから、極限状況で生き残るためのサバイバル技術をレクチャーいたしましょう」

Ｎ「今回、挑戦するのは真冬のカナダ……凍いてつく北極圏の世界です」

Ｎ「私に許された装備はナイフと火打ち石のみ。あとはオーロラを見物しにいく観光客と同程度の防寒着だけ。まさに『ありのまま』の自分で、北極圏の自然と対決します」

Ｎ「このヘリコプターから目標のポイントへは、パラシュートを使用して降下します」

Ｎ「ていっ！」




　アーシャ、ヘリ機内から空へ飛び出す。

　しばらく真下の大雪原へと落下したあと、彼女のパラシュートが開く。





■とある雪山のなか






　猛吹雪で風がびゅうびゅうとうるさい。

　アーシャ、雪をドーム状に固めて、かまくらを造っている。




Ｎ「まもなく夜が来ます。その前にシェルターを用意して、今夜の寝床にしましょう」




　完成したかまくら内部で暗視カメラをのぞきこむアーシャ。




Ｎ「吹雪のなかでもこうして風を遮断すれば、意外とあたたかいものです。まさに『すこしも寒くないわ』ですね」

Ｎ「あとは無事に朝を迎えられるよう、神に祈りましょう」

Ｎ「おやすみなさい……」




　アーシャ、カメラのレンズを手のひらでふさぐ。





■雪山を流れる渓流のほとり






　太陽が空に輝き、よく晴れている。

　雪の積もった岸辺でアーシャは川の水面を見つめている。

　ときどきサケの背びれが見える。

　アーシャは右手に石をにぎっている。




Ｎ「もう二七時間も食糧を口にしていません」

Ｎ「産卵のため川に帰ってきたサーモンは貴重なタンパク源です」

Ｎ「ていっ！」




　アーシャは石を川かわ面もにすばやく投げる。

　石に当たって、水面に浮かんでくるサケ。

　アーシャ、川に入って、大きなサケを両手でつかみあげる。




Ｎ「もう腹ぺこで限界です。このままかぶりついていただきましょう──って、誰がそんな真ま似ねやりますかーっ！　三〇分後に私が最高のサーモン料理を披露してあげますから、『アーシャ美食倶楽部くらぶ』に番組変更です！　大体ですね、このあとの撮影が『野生の北極熊と食物連鎖の頂点をかけて対決』って、展開がムチャクチャすぎますよ！　責任者、ちょっとここに来て、私のお説教を聞きなさ～い！」





■ふたたび和風居●屋のお座敷






晴はる臣おみ「てな感じの特別編」

ルナ「元ネタを知りたい人は『MAN VS WILD』で調べてみてね。ライオンの食べ残した腐●をあさって食糧調達、ゾウの●から水分補給といったエクストリームすぎるサバイバル技術を勉強できるから♪」

羽は純ずみ「す、すごいですね」

織おり姫ひめ「アーシャさんも怒るに決まってるわ、もう……」

晴臣「という小話もできたところで二次会に移ろうか。アーシャを起こそう。あと誰か、締めの挨拶をおねがい」

羽純「あ、はい。ではみなさん、今回はここでお開きです。七巻と、作者さんが脚本を書く予定のドラマＣＤもよろしくお願いしますね☆」









　著者

　丈月城（たけづき・じょう）

　　今回は武部本一郎先生のＳＦ挿絵原画蒐集を見ながら、書いておりました。火星シリーズもすばらしいのですが、コナンシリーズのイラストも神がかっていて大好きです。




　イラスト

　仁村有志（にむら・ゆうじ）

　　すべては原作様次第……次巻はアーシャさん特集号になるといいですネ。
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